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１章　　『ドキッ！』にまつわるジェネレーションギャップ






　さすが七月ともなると、北の街でも真夏の気配がはっきりしてくる。

　強い陽光がグラウンドを照らし、樹き々ぎの濃い影は鮮やかで、ペンで輪郭線を引いて塗りつぶしたみたいにはっきりと地面に描かれていた。

　もっともその光景はガラスの外だけ。教室の中は快適な温度が保たれている。

「……という訳で、交流委員会の七月期イベントは……」

　期末テストも終わり、後は夏休みを待つばかりというリラックスした時期。今日きようの締めくくりのＬＨＲで、司会として教卓に就いた美み里さと花か菜なが不意に口ごもった。

「委員長、聞こえないよー」

　頬ほおを染めてうつむいた花菜に、クラスメイトから声が掛けられる。

　花菜は困った表情で、窓際に控えている担任・黒くろ岩いわ燿よう子こと副担任・唐から渡と健けん太た郎ろうにちらちらと視線を向けた。

　かわいい顔の中で、よく動く表現力豊かな眉毛が八の字を描いている。

　何だろう？

　しっかり者の彼女に限って議題を把握していないとか、交流委員会から回ってきたプリントに読めない字があるとか、そんな事はないと思うけど。

　何か助け船を出した方がいいのか──健けん太た郎ろうが判断に迷っているうちに、花か菜なは正面に顔を戻した。

「え、えっと……そうですね。イベントの詳細については、わたしよりも委員の神こう月づきさんから説明してもらった方が早いと思いますっ！」

「はい」

　話を振られて最前列中央、教卓の真ん前の席から神月未み優ゆうが立ち上がって、一八〇度ターンしてクラスのみんなに向き直る。

　長い髪を左右で一房ずつ括くくった、端整な顔の少女。こちらはいつもの通りの落ち着き払った、どこか超然としたものさえ感じさせる雰囲気だった。

「終業式の前日、一学期最後となる交流委員会七月期のイベントは『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはナシの方向で』に決まりました」

　花菜が口に出来なかったイベント名を、未優は淡々と、明めい瞭りような発音で告げた。

「えーっ、何それ？」

「いいじゃん、面白そうで」

　そんなリアクションが半分。

「何かのネタなの？」

　こういうリアクションが残りの半分。

　健太郎は今さら気付く。花菜は、このタイトルが恥ずかしかったのか。

「分からない人もいるようなので、説明します」

　未優は、更に言葉を続ける。

「この名前は昔、毎年夏冬の二回放送されていたテレビ番組にちなむそうです。元々の番組名は『ポロリもあるよ』だそうですが」

　こっちは詳細に説明しても照れない。事前に知っていたとはいえ、驚異の精神力だ。

「ポロリ？　それって要するに、水着が取れておっぱいポロリって事？」

「やだぁ。恥ずかしい～！」

　頭の後ろで腕を組み、あっけらかんと尋ねたのは陸上部員の三み隈くま妙たえ子こ。恥ずかしがって赤い頬ほおに両手を当てて顔をぶんぶん振ったのは、おとなしい性格の小お笠がさ原わら伊い緒おだ。

「番組ではアクシデント風の演出で、胸が露出するのが定番だったそうです。ですから、今回は『ポロリはなしの方向で』という事になった訳で」

　うんうん。

　未優が説明すると、クラスの大半が安心した顔で肯うなずいた。

「あ！　これって唐から渡と先生が中学生くらいの時の番組？　先生、その頃お気に入りのアイドルとかいたの？　男の子だったら当然気になるよね？」

　ダンス好きでアイドル志望、クラスの中でも芸能ネタには敏感な辰たつ野の朱じゆ里りが思いついた事を健けん太た郎ろうに尋ねる。

「え、えーと……まあ、その手の番組も全然見てない訳じゃなかったけど、そんな熱心に誰かのファンとかっていう事はなかったなぁ。はは……」

　作り笑いの照れ笑いで頭を掻かきながら、健太郎は答えた。

　具体的な名前を挙げたら、ボロが出てしまう。

　何しろ善意やら誤解やらが積み重なり、文無し行き倒れ寸前のところを理事長に救われて私立宝ほう盟めい学園中等部の英会話講師の職にありついたけれど、実は高校浪人の一六歳。

　生徒たちと一つしか違わないから、『ドキッ！（以下略）』全盛期の事なんか当然知らないし、その当時のアイドルなんて詳しくない。

『設定年齢』としての無難な受け答えができたのは、もちろんアドリブではない。

　予想していたから──正確に言えば、予想してもらっていたからだ。

『イベントのタイトルがこれですから、クラスで説明した際に先生へのツッコミがあるでしょう。その時はこういう風に答えるのが無難だと思います』

　そんなアドバイスをしてくれたのは、今イベントについて説明している未み優ゆうだ。

　彼女だけは、ひょんな事から健太郎の正体を知ってしまった。いわば、一緒に秘密を守る共犯者なのである。

「説明を続けてもいいでしょうか？」

「あ、ごめんごめん」

　本筋に戻そうとする未優に、朱里は笑って答える。

「準備期間も短いので、今回は競技のアイディアを皆さんから募集します。何か提案がありましたら、明日の昼休みまでに昇降口掲示板脇わきの目安箱にお願いします。実現性については委員会で検討しますので、簡単な思いつき程度でもＯＫです」

「普通の競泳じゃなくて、その手のテレビでやってるようなのでもいいんだよね？」

　朱里が質問する。

「はい。むしろそういう路線を歓迎するそうです」

「あ、そだそだ。未優ちゃんにしつもーん」

　漫研部員の上うえ国くに南美みなみが掲げた手を大きく振る。

「何でしょうか？」

「今回はアレやらないの？　『唐から渡と先生が何でもお願い聞いてくれる権』」

　えっ？──健太郎の頬ほおが、一瞬引きつる。

　確かに前のイベントがそれで盛り上がったのは事実。そしてそれが原因で健太郎が絶体絶命のピンチに陥おちいったのも、また紛まぎれもない事実なのだ。

「い、今のところは、そういう話は出ていません」

　未み優ゆうの落ち着いた表情が、ほんのわずかだけど乱れた。

「じゃあ、委員会で話してみてよ。やっぱり賞品があった方がやる気も出るし」

　南美みなみの思いつきを整理して具体化するのは、漫研コンビの相方・尾お去さり沢ざわ有あり紗さだ。

「ダ、ダメだよ、みんな！」

　しかし、いきなり花か菜ながストップをかける。

「ダメって、何で？」

「これはクラス委員じゃなく個人の意見だけど……いつもお世話になってる唐から渡と先生に、わたしたちが率先して迷惑をかけなくてもいいんじゃないかな？」

　立場上大っぴらに賛同する訳にはいかないが、健けん太た郎ろうにはありがたい意見だった。

「そうだよねー。せっかくあたしたち三Ｂみんなの唐渡先生なんだし、他のクラスとか高等部の人にまで分けてあげなくてもいいじゃん」

「でもでも、やっぱりイベントは校内全体で盛り上がった方が楽しいよっ？」

　朱じゆ里りと南美が、それぞれの主張を述べた。

「え、えーと……。みんなの先生って言っても、本人の気持ちとか、立場とか……」

　個人の意見と、議事を取り仕切る立場との間で板いた挟ばさみになっているのか。

　花菜が困った顔で健太郎の方を見る。

「分かりました」

　未優の、凜りんとした声が場を静めた。

「反対意見があったという事も含め、放課後交流委員会に提出します。唐渡先生ご本人の意思や都合については、顧問としてその席で述べていただくという事で」

『反対意見』のところに微妙にアクセントがついている。

「う、うん。そうだな。それでいいよ」

　伊だ達てメガネのブリッジをくいっと押し上げながら答える。

　委員会できっぱり拒絶すれば、健太郎自身の意思を反映させやすいだろう。

　今度も未優の適切な判断に感謝する。

　前のスポーツ大会の時は、未優が提案した『具体的な賞品』のせいでピンチになったのだけど、あの時とは彼女の立ち位置も違う。

　秘密を共有している未優としても、健太郎の正体バレは避けたいはず。

「それと貴きの宮みや委員長の提案で、このイベントでは学校指定の水着以外でもＯＫというか、そちらも大歓迎という事になりました」

　おゎああっ！

　教室内が、歓声と悲鳴のブレンドで満たされる。

　南美のアイディアなど、この一言で完全に過去へと押し流された。

「ウチの指定水着も悪くないけど、やっぱり自分用に選んだ奴やつの方が楽しいよねー」

「プロポーションに自信ある人はいいよぉ～。あたしはやっぱスク水にするぅ～」

「あたしもっ！　ねーっ、スク水仲間、どのくらいいるー？」

　教室のあちこちで声が上がる。

「せっかくだから、あたしはやっぱり大胆なビキニかなぁ？」

　座ったままだが朱じゆ里りは片手を後頭部、もう片手をウエストに当ててポーズを取る。アイドル志望だけあって、自慢のプロポーションは制服の上からでもよく分かる。

「あたしはやっぱ指定水着でいいかなぁ？　新しく買うのも面倒だし」

「妙たえ子こちゃんはスポーツやってるから、スク水似合っていいよぉ。あたし、最近またちょっとお腹なかにお肉ついちゃったし」

「あのねあのねっ！　デザイン論で言うと、伊い緒おちゃんみたいなタイプこそ思い切ってビキニにした方がいいんだよっ！」

「人の心配する余裕あるの？　南美みなみだってお子ちゃま体形じゃない？」

　妙子、伊緒、南美、有あり紗さ──女の子たちはすっかり水着談義で盛り上がっている。

　健けん太た郎ろうは腕組みをして、いかにも落ち着いて余裕ある態度を取ろうとしているのだけど、どうしても頭の中には彼女たちの水着姿が浮かんでしまう。

　少なからぬメンバーの下着姿とか着替えシーンとか、ちょっとラッキーなアクシデントで目撃してしまった事もあるから、自然とイメージもリアルになる。

　ちらっ！

　説明を終えた未み優ゆうが、一瞬こちらに視線を向けてから着席する。

　今の眼まな差ざしの意味は『大人らしく、気持ちを引き締めろ』というメッセージだろう。

　ネクタイをぎゅっと締めて口元にも力を込め、にやつかないように真一文字に結ぶ。

「他に議題もありませんので、残りの時間は競技のアイディアを出すために自由なブレインストーミングという事でいいですか？」

「それでいいわ。ただし、あまり騒ぎすぎないようにね」

　花か菜なが尋ねると、燿よう子こは笑え顔がおで許可を出した。

　生徒たちは席を移動して仲良し同士でグループを作り、相談を始めている。もちろん未優も花菜と一緒だし、その周りには元から花菜と特に親しかった子が集まっていた。

「そうそうっ！　せっかく水着自由なんだし、ビキニはぎ取り合戦とかどうかな？」

　南美が人差し指を立てて、突とつ拍ぴよう子しもない事を言い出した。

「ちょ、ちょっと！　それはあんまり！」

　花菜が真まっ赤かな顔で、両手をぶんぶん振った。

「さすがにそれは無理でしょうけど、せっかくプールなんですから『もみ合ったりして、落ちても水だから安全』というのは活いかしたいですよね」

　未優が微かすかに頬ほおを緩ゆるめた。

　その様子を眺めながら、健けん太た郎ろうも満足して肯うなずいた。




　続けて帰りのＳＨＲも終わり、顧問として交流委員会に顔を出すべく、健太郎は高等部校舎へと向かっていた。

「先生！」

「ん？」

　呼び止められて振り返ると、花か菜なが立っていた。

　何か真剣な相談でもあるのか。緊張した面持ちで健太郎を見上げ、両手をぎゅっと握りしめている。

「どうしたの？　何か用かな？」

「え、えっと。特に用って訳じゃなくて……。これから交流委員会なんですよね？」

「うん」

「もしもまた『何でもお願い権』が採用されたら、どうするつもりですか？」

　朝の話し合いの時といい、彼女は本気でこっちの立場を心配してくれているらしい。

　その気持ちは嬉うれしい。だけど──。

「確かに困った話だけどね。前回も何とかなったし、生徒が喜んでイベントが盛り上がるのなら先生として協力しない訳にはいかないよ」

　苦笑しながら、『先生らしさ』のスイッチでもある伊だ達てメガネをくいっと上げる。

　実態はともかく、表向きは成人なのだ。中高生の無邪気なワガママくらい笑え顔がおで受け入れる余裕の度量を示した方がいいだろう。

　正直、女の子に構われたりちやほやされたりするのが楽しいのも事実だし。

「そ、そうですか……。そうですよね、先生、大人なんですもんねっ！」

　花菜の笑顔は、どこか無理しているように見えた。

「まあ、一応は僕からも反対意見は述べるけれど、それでも『お願い権』の採用が決まっちゃっても、また三Ｂが優勝すればいいんだし、頑張ってほしいな。僕は委員会の顧問でもあるけど、まず君たちの副担任だからさ」

　なるべく優しく穏やかな笑顔で、花菜に語りかける。

「……わたしたちの……。うん、当たり前の話ですよね。三Ｂみんなの先生なんですよね。お時間取らせちゃいましたね。失礼します」

　独り言のような奇妙な念の押し方をして、花菜はお辞儀して去って行った。

「……何なんだろう？」

　微妙にしっくりしない気持ちが残ったけれど、気遣ってくれたのは間違いない。これも先生としてクラスに馴な染じんできた成果か。

　満足し、健太郎は委員会室に向かった。

「いらっしゃいませ、先生っ！　おかげさまで『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはなしの方向で』は好評のようですわっ！」

　健けん太た郎ろうがドアを開けると、元気な声と大きく広げた腕で瑛えい美みが迎える。

　祖母譲りの輝くブロンドと、制服を内側から破やぶってしまいそうな豊かな胸が、オーバーアクション気味の仕草によく映える。

　瑛美が指し示した机の上には、目安箱に集まっていた競技のアイディアやイベントそのものへのリクエストの用紙がどっさり積まれている。

「予想以上に集まっていますわね。委員長として喜ばしい限りですわっ！」

「えーと……。これは競技のアイディアじゃないですねー」

　目に付いたカードを一枚拾い上げたのは、委員会書記の茅かや名なすみれだ。ボリュームのある髪を、左右で結んでリボンを飾っている。

「どういう内容ですの？」

「えっと……前みたいに、唐から渡とセンセのご褒ほう美びは賞品につけないんですか、だって」

　ちょっとためらった口調で、すみれが瑛美に答える。瑛美の方も、形の良い唇を気むずかしそうに結んだ。

　健太郎は警戒して身構える。

　クラスでも話題になり、ついさっき花か菜なが危き惧ぐした通りの展開だ。

「今け朝さのＳＨＲで、中等部三Ｂでも同様の案が出ました」

　すみれと一緒にリクエストを整理していた未み優ゆうが立ち上がる。

「あなた方のクラスでも？　それは……中三Ｂとしては唐渡先生を、全校相手に差し出しても構わないという事ですの？」

「さ、差し出すって……」

　こちらを見る瑛美の瞳に、健太郎は肉食獣めいた輝きを感じた。

「ですが、その提案に対する反対意見もクラス内で提出されています」

　コクコク──未優のフォローに、思いっきり肯うなずく。

「わたしとしては、この件に関しては唐渡先生ご本人の意思を何より尊重すべきだと思います。先生、いかがですか？」

　未優が、感情を抑えた落ち着いた声で尋ねてくる。

　健太郎の狙ねらい通り。以心伝心、阿あ吽うんの呼吸だ。

「えっと……そうだね。僕としては──」

　行きがかりが重なって正体バレの危険に直結してしまったのは、前回限りのアクシデントだけれど、健太郎が校内に馴な染じんできたせいもあって、女の子たちの要求に遠慮がなくなっているようにも思える。

　こんな環境で強引で押しの強いタイプ──それこそ瑛美あたりが『お願い権』をゲットしたらとんでもない事になりそうな気がする。

　何としても『尊重すべき当人の意思』として断らなければ！

　だが──

「ストップですわ、唐から渡と先生っ！」

　言い終える前に瑛えい美みはしなやかな手の平をバンと突つき出し、発言をブロックした。

　何でここで遮さえぎるの？

　反論したいのだけど、瑛美の迫力に押されて言葉が出てこない。

「確かに本人の気持ちや意思が尊重されるのが道理と言えば道理っ！　ですが、この交流委員会において何より優先されるべきは、このわたくし、貴きの宮みや瑛美の意思ですわっ！」

　びしっ！

　開いていた手を一瞬ぎゅっと握り、人差し指だけ再度伸ばして健けん太た郎ろうに突きつける。

　健太郎のこめかみを、冷たい汗がつつーっと流れ落ちた。

　ダメだ。これは、ダメな流れだ。

　自分や未み優ゆうがどんなに反対しても、瑛美に押し切られてしまうパターンだ。

　もはやヘビに睨にらまれたカエル状態。

「ですが、今回はやめにいたしましょう」

　しかし恐怖におののく健太郎の予想に反して、瑛美はすっと腕を下ろし、少しはにかんだような、彼女らしからぬ表情で視線を逸そらした。

「へ？」

　意外な返答に、健太郎の口がぽかんと開いた。未優も不思議そうに目を丸くしている。

　こっちの気持ちを尊重してくれるのなら助かるけれど、どういう心境の変化なのか。

「……そ、その……他の人に『お願い権』が渡ったりしたらイヤですし……」

　──と言ったようにも思えるのだけど、声が小さくてよく聞き取れない。

　これも瑛美らしからぬ振る舞いだった。つい、耳と意識を彼女の方に向ける。

「そ、そういう事ではなくてっ！」

「わっ！」

　いきなり音量が上がったせいで、びっくりして仰のけ反ぞってしまう。

「確かに生徒からのリクエストに応える事は大切ですわっ！　ですがっ！」

　バンッ！

　瑛美の手が強く机を叩たたいた。衝撃で紙片が舞い上がる。

「ちょ、ちょっとっ！　瑛美ちゃんってば！」

　すみれがあわあわとリクエスト用紙をかき集め、未優がその取りこぼしを回収する。

「毎度同じ賞品ではワンパターンで面白みに欠けるというものっ！　定番に安住して創意工夫を怠おこたるのは、このわたくし、貴宮瑛美の美意識に反しますわっ！　という訳で今回は唐から渡と先生をみんなの賞品にする事はいたしませんっ！」

　完全にいつものハイテンションに戻って、力強く言い放つ。

　なるほど。そういう事なら納得できる。

「そーだよねー。あたしも、瑛えい美みちゃんに賛成。センセがみんなに人気だからって、毎度簡単に差し出したりしちゃいけないよねー。クラスもそうだけど、この委員会でももっと働いてもらいたいし、あんまり余計な事で煩わずらわせても」

　とんとんと紙束を机で叩たたいて整えながら、すみれも笑った。

「唐渡先生ももう『珍しさ』『目新しさ』という点ではそれほど好奇心をそそらないと思います。貴きの宮みや委員長の判断は、その意味でも賢明だと思います」

　未み優ゆうも後押しする。

「ええ、そうでしょうとも。このわたくしの判断に誤りはありませんわっ！」

　すみれと未優も同意すると、瑛美は満足そうに何度も肯うなずく。

「はは……。そうしてくれると、僕も助かるよ」

　ポケットからハンカチを取り出し、健けん太た郎ろうも汗を拭ぬぐった。

「ほんじゃま、その件はそれでオッケーって事で、競技内容考えますか」

「はい」

　すみれと未優は、リクエストカードの集計を始めた。

　まずすみれが、内容別に大ざっぱにまとめる。一枚の紙に複数のアイディアが書かれているものもあるので、そのままではデータとしては扱あつかえない。未優が改めてチェックし、パソコンの統計ソフトに入力していくのだ。

「……ほい。水中騎馬戦、もう一票っと。これだけリクエストがあるって事は、採用決めちゃっていいですかねー」

「当然ですわねっ！　競泳なども悪くないですけれど、やっぱり互いに直接まみえ、肉弾相打つ戦いには胸躍るものがありますわっ！」

　些さ細さいな返事もオーバーアクションなので、豊かなバストがたゆゆんと揺れる。

　はっきり言って目の毒なので、健太郎はなるべく自然に目を逸そらす事にしている。

　まあ、それでもついつい目をやってしまうのだけど。

「具体的なルールの提案は少ないので、詳細はこちらで考えないといけませんね」

　冷静な指摘をするのは、やっぱり未優だ。

「……そうですわね。せっかく水着自由なのですから、ビキニの選手限定。胸にボールを取り付けてウレタンの棒ぼうで殴り合い、ボールを落とされたら負けというのはどうかしら？　盛り上がるとは思いませんか、唐渡先生っ！」

「えっ？　オ……僕？」

　いきなり瑛美の思いつきを振られて、健太郎は一瞬素すに戻ってしまった。

　ビキニでお互いの胸元目掛けて殴り合うという事は、ちょっとしたアクシデントで水着が脱げてしまうかも知れない──想像してついニヤニヤしそうになる口元を、意識を集中して引き締める。

　表向き大人で立場は先生としては、素直に舞い上がる訳にはいかない。

「いやー、さすがにそりゃマズいっしょ。『ポロリはなしの方向で』って言っちゃってんですから。ポロリが起きそうなルールは一応避けないと」

　健けん太た郎ろうが黙っているうちに、すみれが笑ってひらひら手を振る。

「唐から渡と先生をはじめとする男性教職員の目がある事を考慮するべきでしょう。ウチのクラスでも、ビキニはぎ合戦なんて事を言っていた人もいますが、水着が自由だからこそ種類で参加競技が決まったりしたら公平を欠きます」

　未み優ゆうも、クールな態度で同意した。

「確かに問題なしとは言いがたいですわね。誰しもがこのわたくし、貴きの宮みや瑛えい美みのように己の肉体に恥じるところも隠すべきところもないという訳ではないでしょうから！」

　高らかに宣言して瑛美は胸を張った。

　実際、瑛美のプロポーションは制服の上からでもはっきり分かる。

　そこらのグラビアアイドルが裸足はだしの全力疾走で逃げ出しそうな大迫力だし、カナダ人のクォーターという事もあってブロンドで彫りも深い。しかも自信に満ちた態度と、きびきびしてダイナミックな動作が素材の魅力と威力を何倍にも増幅している。

　ドンドンッ！

　健太郎が感心していると、不意に激しいノックの音がした。

　こちら側の誰も返事をしないうちにドアが開けられる。

「ちょっと！　交流委員会っ！」

　もちろん、怒鳴り込んできたのはいつもの顔だった。

　半袖の夏服でも高等部の生徒会長である事を示す腕章は欠かさない、間ま辺なべ早さ弥や。

　これまたいつもの通り、だるそうな態度の古ふる尾お蛍ほたるがくっついている。メガネを外し、ハンカチさえ使わずにおでこの汗を手の甲で拭ぬぐっていた。

「あら？　何かしら早弥ちゃん？」

　従姉妹いとこでもある生徒会長を、瑛美はこれもいつも通り名前で呼ぶ。

「ちゃんと生徒会長と呼びなさいよ、貴宮委員長っ！　今日きようは、生徒会長として正式に抗議しにきたのよっ！」

　左腕の腕章をきゅっとつまみ上げて強調すると、つかつか至近距離まで歩み寄って、瑛美とにらみ合う。

　両者の瞳の間でレーザービームが飛び交い、火花がスパークしているみたいだ。

　顔立ちそのものがかなり似ているからこそ、こんな風に並ぶと違いが際立つ。

　瑛えい美みの派手なブロンドに対し、早さ弥やの方はまったくブリーチもしていないナチュラルな黒髪だし、体形もぐっとスレンダーだ。

　制服もきっちりアイロンのかかったのを完かん璧ぺきに規則通りに着用していて、後ろの蛍ほたるがあちこちだらしないのと対照的だ。

「正式な抗議？　何の件かしら？」

「これよっ！」

　ぱほんっ！

　紙片が積み重なった机に、早弥が平手を突つく。

　しかし勢いが足りなく、『バンッ！』と景気のいい音はしない。気の抜けた音色だ。

「何かしら？」

「丁度いいわ。『水上大運動会』の企画会議中のようね」

　机の上に広げられた紙片の山を、早弥が鋭い視線でねめつける。

「正式な抗議というなら、イベント名も正確に言いなさい。『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはなしの方向で』よっ！」

「そ、そんなタイトル、言えるはずないでしょっ！　仮にも学校の公式行事に、そんな名前をつけるなんて神経を疑うわっ！　ＪＣとかＪＫとかって言い方も下品だし！」

「イベントの名称は交流委員会の裁量の範囲内だし、校長の許可も得ていますわ！」












「ま、その許可の事務手続きはあたしがやったんだけどねー。実際、友達同士でも普通にＪＫとか言うし、別に問題ないんじゃないすかー？」

　早さ弥やの抗議は毎度の通り通じない。手続きや形式の件でも、瑛えい美み側に分ぶがある。

　健けん太た郎ろうの頬ほおが、微苦笑で緩ゆるんだ。

　表面的には深刻な対立のようにも思えるけれど、傍はたで見ているとどたばたコントじみた雰囲気なのだ。

「でも賛成してない生徒だっているわ。わたしは生徒会長として、その人たちを代表して、抗議しにきたのよ！　恥ずかしいタイトルの撤回と、あちこちで提案されているハレンチな内容の競技を実行させないためにね！」

　スレンダーな胸を反らし、精一杯己を大きく見せようとしながら、早弥は告げる。

「その意見にも一理あると、このわたくし、貴きの宮みや瑛美も一応は認めざるを得ませんわ」

　対する瑛美は、窮屈そうに腕を組む。

「でしょうっ！」

「ですがっ！　間ま辺なべ生徒会長っ！」

　その腕を、ダイナミックに解ほどく。

「今の意見、高等部の生徒総会やクラス委員長会議などで提案されたものですの？　各クラスに『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはなしの方向で』について告知した後、そのような会議が開かれたとは聞いていませんわよっ！」

「う……っ！」

　瑛美の言葉に、早弥がたじろいで半歩後ずさる。

「わ、わたし一人じゃないわよっ！　ウチのクラスにも、普通の競泳大会の方がいいって言ってる人もいるし！」

「つまり一生徒であるあなたと、周りの数人の意見であって、何らかの決議や総意に基もとづいたものではないという事でしょう？」

「そ、それはそうだけど……交流委員会は反対意見を黙殺するの？」

「もちろん正式な手続きで申し立てがあれば、このわたくし、貴宮瑛美も真剣かつ誠実に検討課題としますわ。ですが、どうして早弥ちゃんは一生徒として堂々と意見を述べずに、生徒会長の肩書きを振りかざしたりしましたの？」

「そ、それは……」

　早弥が退ひいた分だけ──いや、もっと大股に一歩、瑛美が前進する。それに気け圧おされて、ますます早弥の方は後退してドア際まで追い詰められる。

　それまで後ろに立っていた蛍ほたるが、仕方なく脇わきに避よける。

「確かにこのわたくし、貴宮瑛美が自信をもって推し進めているイベントとはいえ、全員が諸もろ手てを挙げて喜ぶとは考えてはいませんわ」

「そ、そうでしょうっ？　当然よね？」

「ですがっ！　従来の競泳大会とは違う目新しさを喜び、既にこのような形で積極的に参加を始めている生徒がいるのもまた事実っ！」

　机の上の、リクエストやアイディアが書かれた用紙を指差す。

　瑛えい美みの力強い断言に合わせ、未み優ゆうとすみれがうんうんと肯うなずく。表情を強こわ張ばらせているのは早さ弥やだけで、蛍ほたるもアクビを一発放った後で首を縦に振った。

「異論反論、大いに結構っ！　ただし、反対意見があるからやらないのではなく、一人でもやりたい人が存在するのならまず決行！　その上で欠点や不評があれば、反省は次回に活いかすだけの話っ！　失敗を怖おそれて何もしないなど臆病な愚行！」

　舞台役者のように両腕を大きく広げて、きっぱりと言い放つ。

「イベントのタイトルや競技の内容だけじゃないわよ！　水着自由も問題なの！」

「それの何がいけませんの？」

「こ、今こ年としは今までと違うわっ！　若い男の先生がいるのよ！」

　いきなり、早弥の人差し指が健けん太た郎ろうに向けられる。

「えっ？　僕？」

　お笑いコントだと思っていたら、いきなりこっちに矛先が向いた。

「何でもＯＫなんて言ったら、唐から渡と先生に色目使う人もいるだろうし、先生の方もわたしたちを変な目で見るかも知れないでしょ！　女性の尊厳のため、水着自由の項目だけでも今から撤廃すべきよっ！　みんなが指定水着なら平等だし」

「え、えーと……」

　いきなりとんでもない事を言われてしまったけれど、いろいろ期待したり想像しちゃったりしたのも事実なので、上う手まい反論がすぐには思いつかない。

「間ま辺なべ会長。さすがに今の決めつけは失礼です。唐渡先生に謝罪してください」

　本人以上に冷静に反応したのは未優だった。

「ちゃんと訓練や教育を受けた訳でもない、理事長の気まぐれと成り行きで先生になっただけの人よ？　たくさんの女の子を前にしてきちんと自制できるとは思えないわ」

　冷ややかな早弥の眼まな差ざしが、健太郎を射貫く。

「そりゃ僕も男だから、まるっきり気にならないと言えばウソになるけど、先生という立場があるからね。弁わきまえるべき点は踏み外さないよう、きちんと心がけているよ」

　苦笑しながら、どうにか言いつくろう。

　正式に資格のない、ちょっと英会話が得意なだけの素人しろうとという指摘はその通りだ。

　しかも正体は早弥や瑛美より年下の一六歳。虚勢を張るより、至らぬ点は素直に認めた方が無理もないし、好印象になる。その上で、大人らしさをアピールすればいい。

「ほ、ほらねっ！　唐渡先生本人が『気にならないと言えばウソになる』って言ってるんだから、わたしが言ってるのは別に失礼じゃないわよね？　そんな風に女性をモノとして見る人がいるんだから、あくまで学校指定水着の方がいいっていう話よ！」

　しかし健けん太た郎ろうの謙けん遜そんに乗じて、早さ弥やはまた持論を押し通そうとする。

「ほーっほっほっほっほっほっほっ！」

　それに対して、瑛えい美みは手の甲を口元に当てて高らかに笑った。

「何というバカげた発想ですの、早弥ちゃんっ！」

「な、何がよ？」

「女の子がより美しくなりたいと願い、装よそおうのも当たり前！　男性の側がそれを観賞し、消費したいのなら、それもまた大いに結構！　わたくしたちも思うままに、男性の見た目や言動を楽しめば対等というもの！」

「ええっ？」

　瑛美の主張に、早弥は目を丸くする。

「偏かたよった道徳に固こ執しつして現状維持などつまらない考えっ！　指定水着禁止ではなく選択肢を増やしたのですから、各自がベストを選べばいいだけの話！　一人一人違う人間なのに、規則で統一すれば平等など、ヘソがアフタヌーンティを沸わかしてしまいますわっ！」

　ビシィッ！

　瑛美の指先が早弥の顔を差し、さらにそのまま近づいて鼻の頭をぐりぐりと抉えぐる。

「ちょ、ちょっと！　鼻がっ！　鼻が潰つぶれるっ！　潰れちゃうっ！」

　悲鳴の通り鼻が強く押されているので、声もいつもより詰まった感じになっている。

「女性のためとか言いながら、世の中が男の都合だけで動いているかのような認識を正論みたいに振りかざし、個々人の自由を奪えば平等で公平だとでも考えて悦に入いっているような鼻っ柱など、物理的に粉砕して差し上げますわっ！」

　早弥が悲鳴を上げても、瑛美は容赦しない。

「わたしたちが唐から渡と先生という『珍しい刺激』を楽しんでいるという側面はあります」

「あたしだって普通に男性アイドルとか好きだしねー」

「つか、あたしもＢＬとか読むし。今時は女と男、お互い様じゃないの～？　早弥ちゃん、さすがに今の言い方はちょっと強引じゃない？」

　未み優ゆうとすみればかりか、いつもくっついている蛍ほたるも早弥の意見には賛同しない。

「も、もういいわっ！　勝手になさいよっ！」

　吐き捨て、早弥は部へ屋やを飛び出した。蛍が『んじゃ』と、ため息交じりのあいさつを残して開けっぱなしだったドアを閉め、そのまま去っていく。

「やれやれ。早弥ちゃんにも困ったものですわね。昔はあんなではなかったのに……」

　人の消えたドアの前でくるりと振り返り、今度は瑛美がため息をこぼす。

　昔は、どうだったのか。

　尋ねたい気持ちを抑えて口を噤つぐむ。住まいも近い、同い年の従姉妹いとこだ。昔からいろいろあったのだろう。ただ、それだけに他人が軽々しく口を挟はさむべき事ではないと思う。

　一人っ子で、近しい親類もいない健けん太た郎ろうとしては共感しにくい問題だ。

「さて、と。余計な邪魔が入ってしまいましたけれど、日程の余裕もない事ですし、さっさと『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはなしの方向で』のプログラムと詳細ルールを決めてしまいましょう！」

　着席した瑛えい美みが、明るく宣言する。

「過去の動画を、ネットでいくつか探しておきました。これを参考にしましょう」

「えっ？　どれどれ？」

「さすが未み優ゆうさん、手て際ぎわがいいですわね」

　未優がノートパソコンを操作すると、すみれと瑛美が両側からのぞき込む。健太郎も、ぼうっとしている訳にはいかないので、後ろに立って画面に目を向けた。

　表示されているタイトルからすると、去年の夏に配信されたものらしい。

　あまり詳しくない健太郎でも名前くらいは知っている『ややメジャー』クラスの大人数グループをフィーチャーしたプログラムだ。

　グラビアアイドルたちが色鮮やかな水着姿で泳いだり、浮き輪で漂いながら頭のヘルメットに付けた風船をポコスカたたき合ったり、きゃあきゃあはしゃいでいる。

　アップになったビキニの大きなバストが『たゆんっ』と揺れた。

　健太郎は、思わず瑛美の胸元に目を向けてしまう。

　肩越しに上から見下ろしているので、いつもとはまた違ったアングルでボリュームが実感できる。画面のアイドルも巨乳がウリなのだろうけど、明らかに瑛美の方が大きい。

「あら？　唐から渡と先生。このわたくし、貴きの宮みや瑛美の胸が気になりますの？」

　視線に勘づいた瑛美が、いたずらっぽい笑え顔がおで振り返る。

「えっ？　いや、そのえーと……」

　どうにか話を逸そらそうとするのだけれど、見ていたのは事実。上う手まい言葉は思いつかず、ただネクタイを締め直したり、伊だ達てメガネのポジションを直したりするだけだ。

「ごまかさなくても構いませんわ。先程も言った通り、女と男──お互いの事が気に掛かるのは当たり前。それを無理に否定する方がよっぽど不健全ですわ。特にこのわたくし、貴宮瑛美の身体からだがこの上もなく魅力的なのは言うまでもない事実ですもの」

　顔だけでなく全身でターンして、健太郎の至近距離で勝ち誇るようにポーズを取る。

　瑛美には見えていないが、偶然背後の画面内のグラドルと同じ姿勢だった。

「た、たた、確かに気になるけど……。ほら、僕としてはさっきも言った通り、立場上自制しなくちゃいけないしね。ははは……」

　ぎこちない作り笑いでお茶を濁しながら、何とか絞り出した言い訳を口にする。

　暑さ以外の原因で浮かんできた汗を、ハンカチでぬぐい取る。

「そうです」

　動画を一時停止にして、未み優ゆうが立ち上がった。

　ほっ──健けん太た郎ろうは小さく安あん堵どの息を吐いた。

　冷静で頭の回転が速い未優なら、きっと何か上手なフォローを入れてくれるはずだ。

「貴きの宮みや委員長の……そ、その……、中学生と比べて胸が大きい事、一般に男性は胸の大きな女性に興味を持つ事、この二点は事実と言っていいでしょう」

「へっ？」

　変な声が漏れてしまった。

　未優が切り出した話題は、健太郎が期待していた路線とは微妙にズレている。

「男性一般というのは、この際どうでもいい話ですわ。今は、唐から渡と先生一個人が、ついついこのわたくしの身体からだに注目してしまったという事実でしょう？」

「瑛えい美みちゃん瑛美ちゃん。そーいう話題って、テスト前にもやったから」

　すみれが苦笑いで、瑛美の肩をポンポン叩たたく。

　しかし、健太郎の動揺は収まらない。

　そこでどうして『唐渡先生一個人』なんて話が出てくるんだ？

　瑛美はやっぱり自分の事を一人の男性として意識しているのか？

「自分が魅力的だという自覚があるのなら、なおのこと控えるべきです」

　さっきよりはずっと落ち着いた、普段のトーンで未優が瑛美に告げる。

「あら？　どうしてかしら？」

「間ま辺なべ生徒会長は交流委員会の活動だけでなく、現在の校風そのものに否定的です。唐渡先生の言動に問題点があれば、それを糸口にロックウェル理事長の責任問題にまで発展する怖おそれもあります」

　何しろ健太郎が先生をやっているのは理事長の一存だ。

「早さ弥やちゃんなど、怖れるに足りませんわっ！」

「甘く見てはいけないと思います」

　そう言って、未優は冷静な口調で早弥の業績を列挙した。

　公式部活ではない自主サークルが空き教室を使ったり、備品を借りたりする時の手続きの制定。放置されていた校舎裏の除草。図書委員会を指揮しての行方ゆくえ不明図書の捜索や古い蔵書の補修──昨年末に就任して以来、数多くの問題を片付けているのだという。

「へぇ……」

　健太郎は素直に感心した。

　手間がかかる割には華のない、見落とされがちな仕事だ。そういうのを率先して片付けるのは細かいところに目が届くマジメな性しよう分ぶんだからなのだろう。

　この部へ屋やに怒鳴り込んできてはやり込められている姿ばかり見ているせいか、マジメだけれど空回りしているイメージがあったけれど、地道に有能という事か。

「もちろんそれらの実績は知ってますわ。けど、早さ弥やちゃんは決まりや手順に沿った事は得意でも、前例のない事態やとっさの判断が求められる事は不得手なのも事実」

　付き合いが長い分よく理解しているという自信が、瑛えい美みの微笑ほほえみに現れている。

「そうそう。現に先だってのびこ……。あ、いえ、何でもありませんわっ！」

　言いかけた言葉を、ぶんぶん首を振ってかき消す。

　びこ？

　ビコースのはずはないし、尾行とか備考とか鼻び腔こうとか、そんな言葉に関かかわる事が何かあったのだろうか。

「そうかも知れませんが、間ま辺なべ会長は粘り強い実務家です。彼女に目を付けられている最中に、誤解を招くような言動は得策ではありません。たとえ、貴きの宮みや委員長が本気でないとしてもです」

『本気でない』のところに、妙なアクセントが付いた。

「う、うん。そうだな。神こう月づきさんの言う通りだと思うよ。まったくその通り」

　健けん太た郎ろうも、全力で肯定する。

　本当に好かれているのなら嬉うれしいけれど、教師という立場のキープが優先だ。

　未み優ゆうが指摘した通り、変なほころびから自分の事がほじくり返されて、本当は一六歳の高校浪人だとバレたら健太郎自身が何もかも失うだけでは済まない。

　まるっきりの善意で自分を助けてくれたロックウェル理事長も困る。

　それに、秘密を守ってくれた未優の立場だって悪くなるだろう。

「さてと……。僕は、明日の授業の下調べも残ってるし、イベントの内容に教師があまり口出しをするのも趣旨に反するしね。これでお暇いとまするから、後はみんなで頑張ってね」

　やっと思いついた差さし障さわりのない理由を述べ、健太郎は腰を上げた。

　明日の準備も本当だが、妙に積極的な瑛美と一緒にいるのは気分的にまずい。

　しかも、この場にはアイドルの水泳大会なんて刺激物もあるのだから。

「えーっ？　どうせなら競技のアイディアとか、センセから男性の意見も取り入れたいと思ってたんですけどー」

　ぎゅっ──立ち去ろうとする腕に、すみれがしがみつく。

　半袖の夏シャツだから素肌が触れ、少しひんやりした体温と汗の湿り気を感じる。

　ドギマギしながら、健太郎はすみれの眼まな差ざしが自分に注がれた後、何な故ぜかちらりと瑛美に向けられた事に気付く。

「は、はははは……。僕がいてもこういう番組の定番みたいなアイディアしか出ないし、女の子だけの方が遠慮なく話ができるんじゃないかな？」

「そうです。委員会顧問の役目も大切ですが、先生の本業を邪魔してはいけません」

　こちらの意図を読み取り、未み優ゆうが素早く後押しをしてくれる。

「……まあ、確かにその通りですわね。ではっ、唐から渡と先生っ！　イベント当日、わたくしの水着姿に乞こうご期待ですわっ！」

　逃げるようにドアに手を掛けた健けん太た郎ろうに、瑛えい美みは力強いウインクとサムアップを示す。

「う、うん。じゃあね」

　愛あい想そ笑いを残して廊下に出て、そそくさと早足で人目に付かない階段の陰に隠れ、大きく深呼吸をする。

「はぁー……」

　何なんだ、この状況は？

　例のお見合い事件の前にも、瑛美とすみれが妙にアピールしてきた。

　あの時はまだ様子見というか若い男一般がネタというか、からかわれている感じがしたのだけれど、今日きようはニュアンスが違う──ように感じるのは考えすぎか。

「もっとしっかりしろよ、オレ！」

　小声で己を叱しつ咤たし、ぴしゃんと両手で頬ほおを叩たたく。

　もうすぐ全校生徒一千人の水着姿に囲まれるイベント本番だ。しっかり気持ちを引き締めなければ、それこそ変なボロを出して早さ弥やあたりに突つっ込まれるかも知れないし。

　いや待て。

　目まの当あたりにはするだろうけど、別段『囲まれる』と決まった訳ではないか。

　こんな風に考えてしまうあたり、やっぱりどこか浮き立っているのだろうか。









２章　　危険なリハーサル？






　健けん太た郎ろうが退出──というか逃げた後も委員会は滞りなく進んだようで、翌日の朝には『ドキッ！（以下略）』のプログラムや競技のルールなどが、しっかり決まっていた。

　瑛えい美みらしく普通の学校行事ではあり得ないユニークな種目が並んでいるが、準備が効率よくできるようにプログラムは組まれている。これは未み優ゆうの仕事か。

「やっぱり水中騎馬戦あるんだ？」

「これってアレでしょ？　プールの上に浮かぶ板並べて、その上走る奴やつ」

　配られたプリントを読み、中等部三Ｂの生徒たちがはしゃぐ。

「今、配布したのは交流委員会からの公式文書ですが、わたしから個人的にこれを」

　ざわっ！

　もう一束コピー用紙を取り出す未優に、教室が微かすかにざわめいた。

　春先のスポーツ大会の出来事を連想したのだ。

　極めて合理的に、人間の気持ちを無視した、必勝の提案。

　だが健太郎の手元にも一枚回ってきたそれは、あの時のものとは異なっていた。

　見やすく整理されているが、出場種目まで割り振っているのではなく、競泳のタイムを中心にいくつかのデータをまとめただけのものだ。

「普通の競泳だけなら体育の成績でメンバーを選べますが、前例のない競技が多いので過去の数字だけでは判断が難しいところです。一応、分かっている数字を資料としてまとめておきましたので、これを参考にしてみんなで話し合いましょう」

「やっぱりあたしは変なゲームより、ガチの競泳の方がいいな」

「あたしは『浮島ヒップアタック』かなぁ？　ピンで目立てるのの方が嬉うれしいし」

　妙たえ子こや朱じゆ里りなど、運動好きで積極的な性格の生徒たちが真っ先に名乗りを上げ、他の生徒たちもそれぞれ希望を述べる。カブった場合などは委員長の花か菜なが間に入って調整し、特にトラブルもなく出場枠が埋まっていく。

「これは唐から渡と先生、お願いしますね。わたし、今度も審判などの仕事がありますから」

　不意に、燿よう子こから健太郎に声が掛かった。彼女が指差しているのは、いくつかある担任教師も参加する種目だ。

「それは構いませんが……」

「あ、そうだ。唐渡先生、水着持ってます？」

　健太郎が頭に浮かんだ事を口にするよりも先に、朱里が元気に挙手して質問した。

「持ってないけど、当日までに買うよ」

　無計画な一人旅の途中だったので、もちろん水着なんて持っていない。それどころか、去年まではプールの体育で使う指定の水泳パンツだけ。

　まあ、極端なブーメランビキニパンツとかは別にして、男の水着にそんな豊富なバリエーションがある訳でも、十代と大人で大きな違いがある訳でもないだろうし、実用的で無難なデザインをチョイスすればいいだろう。

「放課後、一緒に買いに行きましょ！　あたしも、今こ年としの新作まだゲットしてないし」

「あーっ。朱じゆ里りってばいいなぁ。あたし、もう買っちゃってるし。さすがに二着目とかお小遣い足りないし……。だったら、そのままみんなでプールに行きません？　練習っていうか、水に慣れるためにも」

　有あり紗さが教室を見回して提案すると、あちこちから賛成の声が上がる。

「えっと……これって大丈夫ですかね、黒くろ岩いわ先生？」

「構いませんよ。もちろん、羽は目めを外し過ぎちゃいけませんけどね」

　先生としての分ぶんを越える事になったらマズいと思って燿よう子こに確かめてみたが、特に問題になるような事ではないらしい。

「そ、そうだね。じゃあ、どうせだから希望者みんなで行こうか？」

『みんな』にアクセントを付けて花か菜なが確認すると、有紗や朱里も含めて十人ほどの手が挙がる。運動部は練習があるせいか、みんな文化部や無所属の子だ。

　その中に、未み優ゆうもいた。

「学校のプールは水泳部が使いますから、どこか適当な市営プールに行きましょう」

　未優の提案に、クラスのみんなも素直に肯うなずく。

　ほどなくタイミング良くＳＨＲ終了のチャイムが鳴った。あいさつを済ませ、燿子と一緒に教室を出ようとすると、未優が駆け寄ってきた。

「相談に乗っていただきたい事があります。お昼に時間をいただけますでしょうか？」

「うん。分かったよ」

　礼儀正しく丁寧な口調だが、微妙な声のトーンで何か含みがある事は分かる。きっと秘密を知る『共犯』として、急ぎの話があるという事だろう。

『ドキッ！（以下略）』本番までに心配事や自覚できていない問題があれば取り除いておきたいから、このタイミングでの未優からのアプローチはありがたかった。

　ところが──。




「先生、間違ってます」

　昼休み。生徒指導室で、二人きりの対面をした未優の第一声はコレだった。

「ま、間違ってるって、何が？」

「今け朝さの対応です」

　うろたえる健けん太た郎ろうの鼻先に、未優はびしっと指先を突つきつける。

「今け朝さの？　だ、だって流れからすると自然な話だったし……。生徒と一緒に買い物とかプールとか、別に問題ないって黒くろ岩いわ先生にも確認したし……」

　未み優ゆうが何を指摘しているのか分からない。

「先生が水着を持ってないのは想定の内でしたから、今日きようの放課後あたりに話し合おうと考えていたんです。わたしも新しい水着を買おうと思っていたところですから」

「だったら、神こう月づきさんもみんなと一緒に行けばいいんじゃないかな？」

「その『みんな』というのが問題です」

　冷静な口調で未優は指摘するが、健けん太た郎ろうはピンと来なくて首を傾かしげた。

「昨日きのうの間ま辺なべ会長の話ではありませんが、男性のいるところで女子がみんなで水着選びをすると、何かと張り合って必要以上にエスカレートする怖おそれがあります」

「そ、それも……そうかな、うん」

　思わず納得する。

「そういう浮かれた状況では唐から渡と先生の気持ちも緩ゆるんで、トラブルを起こしやすくなるでしょう。避けられるリスクは避けるべきです。間辺会長の件もあるのですから」

「い、いや。確かにそうかも知れないけど……さすがに校外でそこまで用心する必要があるとは思えないんだけど」

　水着イベントを控えて浮き立ってないと言えばウソになるけれど、今日の放課後一緒なのはすっかり馴な染じんだクラスのみんなだ。別に早さ弥やの前に出る訳じゃないんだし。

「学校の外だって尾行されたり、偶然鉢合わせしたりする怖れはあります」

「ま、まあ、確かに」

　実際に燿よう子ことのデートを尾行した当人が言うと、妙な説得力がある。健太郎をフォローするのと失点を探すのと、目的は逆でもやる人はやるという事か。

「さすがに約束を全部反ほ故ごにするのはまずいでしょうから、水着選びの買い物だけは適当な理由をつけて断ってください。その後、プールでの練習に参加すれば特に問題はないでしょう」

「う、うん。分かった」

　大きく肯うなずく。

　何だかんだ言っても、こういう時に頼りになるのは未優だ。

　もちろん実際には中学生らしい未熟さもあるのだけど、自分よりも冷静で視野が広く、こちらが見落としがちのポイントをしっかりチェックしてくれる。

「アドバイスありがとう」

「分かってくれればいいんです。では」

　そう言うと、未優はいつも通りの落ち着いた態度で部へ屋やから出て行った。




　放課後。

　健けん太た郎ろうは未み優ゆうの助言に従って『自分の買い物とか、他の用事を済ませてから』という理由をつけて、みんなより先にプールに向かった。

　そもそも同じ『水着』でも、健太郎用と女の子のものではジャンル違いというか、扱あつかっている店自体異なる。同じ商業ビルの中にあっても、女の子向けのファッションショップではなくこっちはスポーツ用品店だ。

　考えてみれば、女の子の水着選びにつき合うのもリスキーだけど、健太郎の水着が女の子たちの意見で決まってしまうのも避けたい。未優や花か菜なはともかく、漫研コンビあたりは極端なセクシー系とか面白デザインを強くプッシュしてきそうだし。

　ショッピングセンターの中にある店で購入したのは、去年までの学校指定よりも少しだけおしゃれな、黒に近い濃紺に数本のラインが入っただけのボックスタイプ。派手なデザインで冒険するのは怖いし、先生という立場にもふさわしくないという判断もある。

　生徒たちが指定した区のプールは、『公営』という言葉からぼんやりとイメージしていたのとは異なり、ウォータースライダーや流れるプールなども備えた充実したものだった。

　夏本番にはちょっと早く、平日夕方のせいか、賑にぎわいはそこそこという感じだ。

　ちなみに、健太郎はちゃんと一般料金を支払った。

　正体バレも警戒したが、一六歳でも『高校生』じゃないのは紛まぎれもない事実。

　自分のような立場は特例にしても、中学卒業後就職したり学校に通わなかったりする人だっている。年齢が同じだからといって、高校生だとは限らない。現に、騎手の学校に通ったり、進学せずに楽器修業に励んでいる者だっているのだし。

　いろんな偶然がなければ、健太郎はこの程度の『当たり前』にも気付かずにいただろう。

　未優たちがなかなか現れないせいもあって、プールサイドに一人で腰を下ろしていると、そんなとりとめのない事が頭に浮かぶ。

「あれ何？　ぼっち？」

「やだー、かわいそう」

「おいおい。そんな事言うなよ、かわいそうだろ」

「きっと『リア充爆発しろ』とか思ってんだぜ」

　プールの対岸、高校生か大学生くらいのアベック二組の四人連れが、こちらを見ている。

　それなりに声量は抑えているのだろうが、妙にはっきりと聞こえてしまった。

　実態は一六歳でも二十代にも見える男、しかも特に鍛えている肉体でもないのが一人きりでプールサイドに座っていると、そんな風に見られるのだろうか。

　だが──。

「お待たせーっ！」

　声を掛けられて、振り返る。

　花か菜なを先頭に、中等部三Ｂの生徒たちが小走りでやってきた。

「こらっ！　プールサイドを走っちゃ危ないだろ」

「あ。ごめんなさい」

　笑いながら軽く窘たしなめると、花菜はぺろっと舌先を出してウインクした。

「待ったぁ？」

　いたずらっぽく笑いながら、朱じゆ里りが首に抱きつく。背中に、柔らかいものが触れる。

「あーっ！　朱里ってばずるーいっ！」

「そうだよそうだよーっ！」

　張り合うように、有あり紗さと南美みなみが左右から手を握る。

「…………」

　さっき健けん太た郎ろうを揶や揄ゆしていたアベックの男が、こっちを凝視したまま沈黙している。

「こらっ！　何見てんのよ？」

「あれが羨うらやましい訳？」

　連れ合いの女の子たちに耳や腕を引っ張られ、ずるずると遠ざかっていった。

　向こうはしょせん普通に彼氏彼女。こっちは女の子多数という圧倒的ハーレム感。

「唐から渡と先生ってば、何ニヤニヤしてるんですか？」

「辰たつ野のさんたちも、離れてください。プールサイドでふざけると危険です」

「えへっ。ごめんごめん」

　花菜と未み優ゆうにたしなめられて、朱里と漫研コンビも健太郎から離れた。

　健太郎も立ち上がって、居並ぶみんなを見る。

「み、みんな素敵だよ、うん」

　緩ゆるみそうになる口元を引き締めつつ、健太郎は肯うなずいた。

　何しろ水パン一丁。伊だ達てメガネとネクタイ、先生用の小道具が二つとも欠けている。

　花菜の水着は鮮やかなピンクのセパレートで、腰には花柄のパレオを巻いていた。

　朱里はレインボーストライプの大胆なビキニ。南美はゴスロリ風とでもいうのか、黒をベースに白いフリルのついたワンピース。有紗が着ているのはどう呼べばいいのか、上がビキニでボトムスはショートパンツタイプという組み合わせだ。伊い緒おはスカートがついた、おとなしい感じのワンピース。

　他の女の子も、それぞれ華やかな水着に身を包んでいる。

　意外なのは未優だった。

　彼女だけは学校指定水着だったのだ。

　宝ほう盟めいの水着は校章と校名の英字ロゴ入りのデザインで、未優には似合っているのだけど、他のみんなのカラフルさの中に混じるとやはり地味だ。

　確か本来は今日きよう買うとか言っていたはずだが、予定を変えたのだろうか。

　まさか自分と一緒に買うというプランが没になったから断念？

　いやいや。さすがにそれは考えすぎか。

「前に触った時は服の上からだったから気付かなかったけど、唐から渡と先生って思ったよりスリムっていうか、筋肉ないですね」

「へへーん。あたしは、描いた時にちゃーんと見抜いてたもんねっ！」

　有あり紗さと南美みなみの漫研コンビに指摘され、急に恥ずかしくなってくる。

　確かに特に鍛えている訳でもなければ、スポーツ好きな訳でもない。ほんの三か月ほど前には事故のせいで入院してた訳だし、筋肉も落ちているかも知れないし。

「そうでしょうか？　均整のとれた健康体ですし、特に問題はないでしょう」

「そ、そうだよね。変にマッチョより、先生くらいの方がかっこいいと思います」

　しかし、即座に未み優ゆうと花か菜なからフォローが入った。

　妙な緊張が、すっと解ほぐれていく。

「よーし。じゃ、水に入る前にちゃんと準備体操！」

「えーっ。面倒くさーい。授業じゃないんだし～」

　健けん太た郎ろうの言葉に、南美が頬ほおを膨らませた。

「温水プールでも油断しない。黒くろ岩いわ先生から、ちゃんとするようにって言われてるしな」

「そうだよ、みんな。脚とかつったら大変だし」

「ケガでもしたら、唐渡先生の責任にもなってしまいます」

　花菜と未優の言葉にみんなも納得し、互いに号令をかけながらストレッチで筋肉や腱けんをほぐし、身体からだを温める。

「よ……っとっ！」

　準備運動の後、真っ先にプールに飛び込んだのは朱じゆ里りだ。白い肌やカラフルなウェアが水に濡ぬれると、ただの水着姿よりも一層刺激的になる。

「でも考えてみると朱里ちゃんが出るのって、フロートの上でお尻しりぶつけ合う奴やつだから、ここで練習なんてできないんじゃないの？」

　首を傾かしげながら、伊い緒おも爪つま先さきから慎重に水へ入っていく。

「ははっ。プールに慣れるだけでもいいでしょ？　あたし、これが今こ年としの初泳ぎだし」

　朱里は元気に笑うと、シンクロナイズドスイミングみたいなポーズを取った。ダンス慣れしていて手足がしなやかだから、些さ細さいな動きの一つ一つがきれいだ。

「あたしたちは騎馬戦の馬だから、立ち泳ぎの練習とかした方がいいのかな？」

「やらないよりはやった方がいいだろうけどね。でも、本当に馬組むのは、ここのプールの規則でアウトだから」

　漫研コンビもプールに入り、立った姿勢のまま腕だけ平泳ぎの形で漂い始めた。

「先生は泳がないんですか？」

　健けん太た郎ろうの右腕を、花か菜ながぎゅっと引っ張った。

「泳ぐ競技はありませんけど水に入る事は充分に考えられますから、先生も慣れておいた方がいいと思います」

　左手を握って未み優ゆうも、健太郎をプールに誘導しようとする。

「そ、そうかな？」

　健太郎が戸惑っていると、他のクラスメイトたちからは『花菜ずるーい』という笑い声が飛んでくる。

「まあ、僕も久しぶりだし、少し慣れた方がいいかな。でも、まずはみんなの練習だよ」

　変に抵抗すると、左右からくっつかれた状態が長引いてしまう。

『自制してください』と警告した当の未優がこんな態度を取るのは妙と言えば妙だけど、花菜の動きに反応して他の誰かがくっつく前にポジションを埋めただけかも知れない。

　健太郎としても、他の女子よりは事情を知ってる未優の方が安心できるし。

　水に入ると、自然と花菜と未優の手も離れる。

　未優の方が一瞬遅かった。

「慣れるっていうか、確かに久しぶりだとちょっと変な感じだな」

　浮力と抵抗を感じながら、ゆっくりと手足を動かしてみる。

　健太郎の場合、単に一年ぶりの水泳というだけではない。入院明けでもある。幸いケガの痕あとはほとんど目立たず、生徒の誰からも指摘されない。

「えっと、じゃあ何をしようか？」

「そうですね。先生、障害物役をお願いできますか？」

　花菜が言うには、今回の競技の中には水球をはじめとして、立ち泳ぎからジャンプするようなものが少なくない。日頃あまりやらない動きだから、それに慣れておきたいという声が参加者から出ているのだとか。

「じゃ、先生はそこに立って、両手を高く伸ばしてくださーい」

「こうかな？」

　朱じゆ里りの陽気な声に指示され、プール中央寄りの深い場所で両腕を高く挙げる。

　長身の健太郎は胸の辺りが水面だけど、小柄な女の子ならほとんど背が立たないだろう。

「じゃ、いきますよーっ！」

　まず一番手として朱里が立った姿勢の平泳ぎで近づいてくる。

「えいっ！」

　目前で、しなやかな肢体が跳び上がる。

　水しぶきが顔にかかり、すぐ目の前でビキニの胸が揺れた。

　動きが激しい上に至近距離だからじっくり観賞する余裕なんかないけれど、迫力と躍動感だけははっきり頭に焼き付いてしまう。

「じゃ、次はわたしいきまーす！」

「それじゃそれじゃ！　その次はあたしね」

　続けざまに志願したのは、有あり紗さと南美みなみの漫研コンビだ。

　ダンスで鍛えている朱じゆ里りに比べると、インドア派の二人の泳ぎはちょっとたどたどしい。

「せーので……えいっ！」

　声を揃そろえて二人がほぼ同時にジャンプした。

　水しぶきの量も、胸の数もさっきの二倍。そして距離はもっと近い。

　意外にボリュームのある有紗の胸と小ぶりながら形の良い南美の胸が、ワンセットになって健けん太た郎ろうに迫る。

　ぽよんっ！

　顔面を直撃した。

　嬉うれしいとか気持ちいいとか感じている余裕はない。

　小柄な女の子とは言え、二人分のダイレクトアタック。しかも奇襲だ。

　衝撃を受け止めきれずに倒れる。

　もつれ合いながら水中へと倒れ込み、青い視界の中で白い泡が乱れ舞う。

　あわわわわっ！

　パニックを起こしかけたが、懸命に己に言い聞かせる。

　落ち着け。ただのプールだ。ちゃんと立ち上がれば自分は頭が出る。

　それより女の子たちは大丈夫か？

　しゃがんだ状態から立ち上がり、ぷはっと水を吐いて辺りを見回す。

「先生先生っ！　大丈夫？」

「ごめんなさい」

　心配は杞き憂ゆうで、南美も有紗もちゃんと立ち泳ぎの姿勢を保っていた。

　考えてみればただ立っていて転んだ自分と違い、二人は泳ぎっぱなしだったのだ。

「う、うん。僕は大した事ないよ。ただ、こういう事が多いと周りに迷惑がかかるからね」

　髪の水を拭ぬぐいながら先生らしくたしなめるが、つい二人の胸に目が行ってしまう。

「二人とも、近すぎでしょ！」

「そうです。先生が仰おつしやった通り、他の利用者の迷惑になります。そうなると引率してくださった唐から渡と先生の責任も問われます」

　近寄ってきた花か菜なと未み優ゆうも、南美たちに注意する。

「ごめんごめん。でもわざとじゃないよー」

　両手を合わせて、南美が笑う。

「で、先生どうでした？　気持ちよかった？」

　こちらに話を振りながら、胸を強調するポーズを取ったのは有紗だ。

「バ、バカッ！　大人をからかうもんじゃないぞ」

　何とか『大人』の威厳を保ちつつ、視線をなるべく自然に有あり紗さから逸そらす。

「実際の競技でも、高くジャンプする必要はあっても、障害物や相手選手にぶつかってはいけないものがほとんどです。近すぎて失敗しないように心がけた方がいいでしょう」

　クラスメイトたちに告げると、未み優ゆうは新たなやり方を提案した。

　高く跳ぶ目標として健けん太た郎ろうが手を挙げるのはそのまま。ただし未優と花か菜なが手前で両腕を水平に広げて、健太郎に体当たりしてしまわないようにラインを引くという態勢だ。

「それでいいけど。ライン役、わたしたちがやろうか？　お詫わびも兼ねてさ」

「や、やっぱりこういうのは委員長の役目だもん」

「わたしも交流委員会の一員として、この機会に競技中に起きるかも知れないトラブルを見ておいた方がいいと思います」

　有紗の提案は、花菜と未優に却下された。

　結局、健太郎のすぐ前に二人が両腕を広げて立ちはだかるような体勢になる。

「それじゃ、いきますねー」

　次の番の伊い緒おが手を挙げて合図してから、近づいてきた。スポーツは苦手なので、動きはゆっくりめだ。

「え～いっ！」

　頑張ってはいるのだろうけどどこか脱力系の声で、伊緒が跳ぶ。

　高さも低いし、未優と花菜を意識しすぎているのか、距離がずいぶんと遠い。

　そのパターンで、壁役の二人以外の『接近─ジャンプ』の練習が何度か繰り返される。

「ははっ。何だか花菜と未優が二人で、唐から渡と先生に他の女の子が近づかないようにガードしてるみたいだね」

　アプローチをブロックされ、花菜にぶつかった有紗が笑った。

『近づかないように』は字義通りではなく、別なニュアンスを込めたものだろう。

「そんな事はありません。ただの練習です。そうですよね、花菜ちゃん」

「うん」

　未優の言葉に、花菜も肯うなずく。

「ははは。あんまり変なからかい方をすると、美み里さとさんも神こう月づきさんも困るだろ？」

　軽い口調で、一応は注意をしておく。

　有紗は、未優とはまた違った意味で頭の回転が速いのだけど、この手のジョークを気楽に飛ばしてくるのでちょっと扱あつかいに困る。

「ね、あたしたちばっかり練習してるけど、花菜たちはいいの？」

　思い出したように、朱じゆ里りが尋ねる。

　他のメンバーはもう三周くらいしているけれど、未優と花菜はずっとブロック係だ。

「そ、そうだね。わたしたちも練習した方がいいよね？」

「はい。そうですね」

　花か菜なと未み優ゆうが肯うなずきあい、健けん太た郎ろうから距離を取って向き直る。

「じゃあ、わたしから行きますよ」

「ちょっと待って待って、花菜」

　健太郎に向かっていこうとした花菜を、南美みなみが呼び止めた。

「代わりのバリケードがいないと、今度は花菜たちが先生に激突しちゃうじゃない」

　具体的な説明をした有あり紗さが、南美と一緒にポジションへと移動する。

「そ、そうだね、ありがと」

　二人にお礼を言う花菜の顔は、何な故ぜか少し残念そうだった。

　それでも滑らかな動きで泳いできて、ブロックする二人の前でジャンプする。健太郎が掲げた手の先に届きそうな高さだ。

「じゃあ、次は私が」

　続いてやってきたのは未優だ。

「……思いっきり行きます」

　腕を広げる漫研コンビから少し離れたところで、未優は決意の表情を浮かべる。

　ぶくぶく……。

　一度、頭の天てつ辺ぺんまで水面下に沈み込む。

「？」

「なになに？」

　漫研コンビが顔を見合わせる。

　ざばしゃっ！

　不意に水面から未優が飛び出した。

　曲芸を披露するイルカを思わせる勢い。

　ライトに照らされて、キラキラと水滴が宙に舞い散る。

「あわわっ！」

　南美が変な悲鳴を上げた。

　思いっきり勢いをつけて飛び込んできた未優は、漫研コンビのディフェンスを強引に突破して、健太郎の胸へと飛び込んでくる。

　ぱふっ！

　健太郎の方は多少は覚悟ができていたから、今度はひっくり返らずに抱き留められた。

　華きや奢しやで、しなやかな濡ぬれた身体からだ。

　こちらの裸の胸板に、滑らかな素肌とすべすべした水着──二種類の異なる感触が伝わってくる。

「わわわっ！　未み優ゆうってばだいたーん！」

　吹っ飛ばされた南美みなみが、真まっ赤かな顔で囃はやしたてる。

「ご、ごめんなさい。先生」

「ぼ、僕は大丈夫だったけど……。どうしたの、神こう月づきさん？」

　潤んだ眼まな差ざしで見上げる未優を、そっと押し戻す。

「その……競技に備えて、どのくらい跳べるか限界を確認しておきたかったんです」

「まあ、その発想も分かるけれど、市民プールでやりすぎると周りに迷惑がかかるって言ったのは神月さんだよね？」

「……はい。そうです……。ごめんなさい」

　やる気が溢あふれて、らしくない行動をしてしまったのが恥ずかしいのだろう。未優は、ほんのり頬ほおを染めてうつむいた。

「うん。反省してるならいいんだ。気を付けようね」

　ぽんっ。

　濡ぬれて光る未優の髪を、軽く撫なでる。

「でもでも、神月ちゃんってこんな風に張り切りすぎる事もあるんだね、ちょっと意外っていうか」

「ま、今のジャンプは本番の時に改めてやってよ。クラスの勝利のためにさ」

　南美と有あり紗さが笑うと、他のクラスメイトたちも集まってきて、賑にぎやかな雰囲気になる。

　こういう様子を目にすると、未優がますますクラスに溶け込んでいる事を実感する。最初の頃の頑かたくなな雰囲気がウソみたいだ。

　多分、強こわ張ばっていてどうしようもないように思える人間関係も、ほんの些さ細さいなきっかけで解ほぐれて上う手まくいくのかも知れない。

　そんな気分になってくる。

　未優渾こん身しんのダイナミックジャンプでちょうど一区切りついた形になり、ジャンプの練習は終わって、しばらくは各自が泳いだり休んだりという流れになった。

　健けん太た郎ろうもプールサイドに腰を下ろして、女の子たちの様子を眺めている。

　改めて落ち着いて観察すると、一人一人のプロポーションの差は大きい。

　未優はしなやかで均整が取れているし、花か菜なは普段の印象より胸が大きい。朱じゆ里りは手足がすらっと長く、膝ひざや肘ひじが引き締まっているので、大人っぽい印象になる。

　健太郎だって一六歳になったばかりの時に急に背が伸びたのだし、成長期だから個人差が特に大きく出ているという事か。

（考えてみれば、去年は中学校で、この子たちと同い年の女の子と一緒にプール授業とかもやってたんだよなぁ……）

　当時はあまり異性を意識してなかったし、女の子をじっと見つめるなんて恥ずかしいと思っていた事もあって、ほとんど覚えていないが。

「先生、何じろじろ見てるんですか？」

　水の中から、陽気な声で朱じゆ里りが尋ねてきた。

「えっと。あの、いや、その……」

「ひょっとしたら、自分が中学生の頃を思い出していたんじゃないですか？」

「ええっ？　えっと……！」

　健けん太た郎ろうが返答に詰まっていると、不意に未み優ゆうが口出ししてきた。

　確かに図星だけれど、そんな話題を振ると実年齢がバレたりしないか？

　パニックを起こしそうになり、頭の中にホワイトノイズが走る。

「唐から渡と先生が中学生の頃だと八年前ですから、比較して最近の中学生は発育がいいなとか、考えていたのではありませんか？　学校指定水着でこういうデザインが普及したのはここ二、三年の事ですし」

　しかし未優が続いて口にしたのは、健太郎の『設定』を巧妙にカバーするものだった。

「う、うん。まあ、そんなところかな？　はは……」

　話を合わせて、笑う。

　不意を突つかれるとボロを出してしまいそうなところを、先回りしてくれた。やっぱり未優の頭の回転の速さには助けられている。

「やだやだぁ。唐渡先生ってば意外におっさん？　まさか旧スク世代だったりして？」

「二三歳でまだ若いんだから、青春時代を懐かしがったりしてちゃダメですよー」

「そういえばお姉ちゃんが中学の頃は、古い型だったっけ」

　さんざん冷やかされはしたが、『大人』としての印象を強める結果にはなったようだ。

「そうだ。先生も泳ぎませんか？」

「うんうん。先生がかっこよく泳ぐところ、見たーい」

　有あり紗さの提案を受け、南美みなみが片目を閉じて両手の指で四角いフレームを作る。

「かっこよくって……別にそんなすごいものとか珍しいものじゃないよ」

　健太郎は苦笑する。

　こんな当たり前の事に注目されるのは、やはり『珍獣』扱あつかいで面白がられているだけか。

「それでも、見てみたいです。今度のイベントに限らず、プールや海で万一何かがあった場合に、先生が泳げないと困りますから」

　未優も、静かな声で促す。

「それじゃ、やってみるか。でも、あまり期待されても困るぞ」

　変な失敗に備えて予防線を張った上で、改めて軽く準備運動。プール内に入って進路上に人の姿がないのを確認し、健太郎は身体からだを水平にして泳ぎ始めた。

　特にスピードも出さない、のんびりしたストロークの素人しろうとクロール。一度身体に覚え込ませた動きは滞る事もなく、滑らかに水を掻かいていく。

　身体からだがなまっているかもと危き惧ぐしたが、旅で少しは鍛えられたのと、先生になってからの規則正しい生活が功を奏したのか。中学時代よりも快調なくらいだ。

「先生すごいすごいっ！　かっこいいー！」

　南美みなみが大げさに感心して、パチパチと拍手する。

　褒ほめられるとやっぱり気分がよくなって、調子も上がってくる。

　あれは小学校低学年で、泳ぎを覚えて間もない頃。家族で海水浴に行った。プールでは泳げても海の波には苦戦して、結局その夏は浮き輪頼りに戻ったけれど、翌年以降は特に意識もせず普通に自由に泳げた。

　そういえば何年か海にも行ってないけれど、夏休みに入ったら出かけてみようか。

　最近の流れからすると、中三Ｂの女の子たちから誘われるなんて展開もアリか。友達どうし泊まりがけで出かける時に引率役頼まれたりして──って、さすがにそれは都合のいい夢を見すぎか。

　並んだ水着姿を思い出すと、ついそんな事も考えてしまう。

　どんっ。

「きゃっ！」

　追想と空想に耽ふけっていたせいか。スムーズに進んでいた手の先が、何か柔らかいものに触れる。

「ど、どこ触ってるんですかっ！」

　いきなり、怒声が頭上から振ってきた。









３章　　続々意外なコンタクト






「あっ。ごめんなさい」

　誰かにぶつかってしまったらしい。

　きつい声を受けて、状況を理解するより先に詫わびの言葉が出てしまった。

　もしもチカン扱あつかいとかされて監視員を呼ばれでもしたら、大変な事になってしまう。

　だからとにかく平謝りだ。

　ぺこぺこ頭を下げ、相手から次のリアクションがなかったので顔を上げる。

「あれ？　君は……？」

「唐から渡と……先生ですか？」

　目の前に立っていたのは、高等部の生徒会長・間ま辺なべ早さ弥やだった。

　まさか、本当に偶然会ってしまうとは。

　タイミングは多少予想外とは言え、未み優ゆうのアドバイスに従っておいてよかったのか、これは。

　顔を赤らめて両腕で胸元を覆おおっているから、そこにこっちの手が当たったのだろう。

　着ているのは、未優と同じデザインの指定水着だ。スポーティで機能的なデザインは、スレンダーな早弥に似合っている。

　お互い言葉に疑問符が付いてしまったのは、濡ぬれた髪のせいで普段と印象が変わっているからだろう。こちらにはメガネもないし。

「や、やあ……間辺さん」

　顔見知りでも、友好的ではない。距離感が測れず、あいさつもぎこちなくなってしまう。

「い、いいご身分ですね。こんなところで生徒と水遊びですか？」

　いきなり攻撃的な言葉がぶつけられた。

「水遊びっていうか、今度の大会に備えてみんなで自主トレっていう感じかな？　せっかくだから勝ちたいからね」

　尖とがりそうな気持ちをどうにか宥なだめて、笑え顔がおで話しかける。

　こっちまでケンカ腰になってはいけない。自分は先生で、早弥相手には特に弱みや失態を見せてはいけない立場なのだし。向こうにしてみたら、偶然とはいえ水着の胸に触られたのだから、不機嫌になっても仕方がない。

　冷静にブレーキを掛けられたのは、これまでニセ教師として秘密を守り続けてきた経験の賜たま物ものだった。

「わたしだって──わたしのクラスだって負けませんから！」

　強こわ張ばった態度でこちらを観察しながら、早弥はまだ両腕で胸元を覆っている。

　正直なところあまり──というか全然ボリュームがなくて、中学生の未み優ゆうたちと比べてもほっそりしているのだけど、こちらの視線を警戒しているのか。

「あ、いや。その……勝ちたいのは確かだけど、そんな勝ち負けだけにこだわってる訳でもないし……。楽しむためにも全力を尽くそうと……」

「でも、誰だって勝ちたいじゃないですか。負ければ、何も得られないじゃないですか！」

　いつも瑛えい美みにやり込められ、抑えられている感情が噴き出したのか。早さ弥やの語気は荒い。

「そ、そういう訳じゃないよ。勝ち負けだけで言ったら、就職に失敗した時点で負け組と言えば負け組だし」

「え……？」

　健けん太た郎ろうが口にした言葉に、早弥が意外そうな顔をする。

「唐から渡と先生は、今のご自分の境遇を負けだと思っているんですか？　ずいぶんと恵まれているように思えますけど？」

「め、恵まれ……？　確かに、女の子に囲まれてるのが嬉うれしくない訳じゃないけど……」

「そ、そうじゃありませんっ！」

　健太郎が弁明を終える前に、早弥が驚いた口調で反論した。

「資格もないのに、棚ボタのラッキーで職にありついているのが、恵まれているって言ってるんです！」

「あ、そっち？」

　とんでもない勘違いをしていた。

　どうも『女の園の、唯一の若い男』という立場に言及される事の方が多いし、早弥も水着自由の時にはあんな風に言ってきたが、何より問題なのはルールをすり抜けて今のポジションに就いた事という訳か。

「理事長に出会って今の立場を世話してもらえたのは幸運だと思ってるし、感謝もしているよ。だけど、そもそもその前に上う手まくいかない事があったから、なりゆきでそうなっちゃった訳だし。あ、もちろん上手くいかなかったっていうのは就職に失敗したって事で」

　実際には、事故のせいで高校を受けられなかったからだが。

　これまでの経験のおかげで『設定』に沿った言い訳の方がスムーズに出てきた。

「ほら。ことわざにもあるじゃないか。馬がどうのって」

「人間万事塞さい翁おうが馬、ですか？　ことわざというより故事成語と行った方が正確ですけど」

「あ、そうそう。それそれ」

「はぁ……。この程度もうろ覚えの人が先生だなんて」

　早弥は大げさにため息をついた。

　なるべく穏当にスルーしたかった健太郎だけど、さすがにプライドが傷ついた。

「同じニュアンスの英語のことわざは知ってるよ。『Ｅｖｅｒｙ　ｃｌｏｕｄ　ｈａｓ　ａ　ｓｉｌｖｅｒ　ｌｉｎｉｎｇ』とか」

『どんな雲にも銀色に輝く裏地がある』──直訳するとそんな意味だ。

「そ、そうですか。ご教授ありがとうございます」

　早さ弥やの眉が下がったカーブを描き、唇がちょっぴり尖とがった。

　あ、失敗──健けん太た郎ろうは即座に反省する。

　ソフトな対応を心がけたはずが、つい意地になって相手をやり込めるような事を言い返してしまった。

「えっと……確かに貴きの宮みやさんが言ってる通り、世の中勝負事が溢あふれているし、負けるよりは勝つ方が気分いいのは事実だと思うよ。だけど、負けたからこそ実感できる事や得られる事もあるって、僕は考えている。目先の勝利だけがすべてじゃないって事かな？」

「……そうかも知れませんけど……」

「それに学校っていうのは失敗や敗北からでも、やり直ししやすいところだと思うんだ。負けて何かを得て、成長できたなら、ただ勝つよりも意義ある経験になるんじゃないかな……って、何だか偉そうな言い方だけど」

「……まるで、本当の教師みたいな事を言うんですね」

「そりゃまあ、ただの非常勤講師だけど、先生は先生だからね。元は素人しろうとだとしても、引き受けた以上は立場や肩書きに相応ふさわしくなれるよう頑張ってるつもりだし、もっともっと努力していきたいと思ってる」

　自力だけではどうしようもないなりゆきや流れを受け入れて、その中で最善を尽くそうとすれば、運にも人にも恵まれる事だってある。そして降ってきた幸運を大切にした上で努力もするというのは、健太郎の実感だ。

「……そう、ですか」

　こちらが言った内容を噛かみしめている──のだろうか。早弥は伏し目がちになって考え込んだ。

「えっと……間ま辺なべさんの方も練習かな？」

「……一応、そんなところです」

　イベントそのものに批判的な事と、負けず嫌いは別問題らしい。ただし、今日きようはいつもくっついている蛍ほたるの姿はない。思えば、早弥が一人だけというのは初めて目にする。

　恐らく、今さっきこのプールに来たばかりなのだろう。ジャンプ練習とかではしゃいでいる様子を見ていたら、早弥が健太郎の失点として追及しないはずがない。

「え、えーと、その……。目的は同じなんだし、よかったら一緒にどうかな？　一人じゃできない練習もあるだろうし」

　ここでこうして出会ったのも何かの縁だ。今さら他のプールにも行けないし、知らなかった事にもできないのだから、なりゆきのついでで親しん睦ぼくを深めるのも手だろう。

　妙に敵対的な彼女の気持ちが解ほぐれれば、正体バレのリスクも減るという思惑もある。

「わたしを懐かい柔じゆうするつもりですか？」

　だが、早さ弥やはあくまで頑かたくなだ。

「べ、別にそういうつもりじゃないよ。こっちは中等部の生徒ばかりだけど、中等部と高等部で分け隔てなく交流するのが宝ほう盟めいの校風なんだよね？」

「……わたしは、交流委員会が立て続けにイベントを開催するのには反対の立場です」

　しまった──何とか警戒を解こうとして、かえって早弥の機嫌を損ねてしまった。

　礼儀正しい反面、態度が頑なでなかなか本心が見えない。迂う闊かつな事を言うと、かえって機嫌を損ねてしまう。

　瑛えい美み相手に感情むき出しにしている姿ばかり見慣れているけれど、本来はこれが早弥の標準なのかも知れない。

「どうしたんですか、先生？」

　こっちの様子を怪け訝げんに思ったらしく、花か菜なを先頭に三Ｂの生徒たちが近寄ってくる。

「誰、この人？」

「高等部の生徒会長・間ま辺なべ早弥さんです」

「ああ。貴きの宮みや委員長の親戚の人だっけ！」

　未み優ゆうが疑問に答えると、朱じゆ里りがパンと手を打つ。

　同時に、早弥の眉み間けんにきゅっとシワが寄った。

　交流が盛んとはいえ、イベントのたびに派手に仕切っている瑛美に比べて、高等部内の肩書きしか持たない早弥は、中等部の生徒たちにとっては縁遠い存在のようだ。

「お一人ですか？　イベントに向けての練習だったら、よろしければご一緒しません？」

「け、結構です。大会では敵同士ですし、唐から渡と先生となれ合う気はありませんから！」

　健けん太た郎ろうと似た言葉で花菜が誘っても、早弥は顔を背け、プールから出ようとする。

　その時。

「あら？　こんなところで奇遇ですわね」

　頭上──プールサイドから聞き覚えのある力強いソプラノが降ってきた。

　見上げた先に立っていたのは、もちろん瑛美だった。

　身に着けているのは、パールっぽい光沢のある白のビキニだけ。優雅な仕草で、豊かなブロンドをかき上げる。

　下からのアングルだといつも以上にバストのボリュームが目に付くし、普段は目にする事のない脇わきの下からウエストにかけてのラインの美しさもよく分かる。

　ちょうど位置関係としては、早弥の進路に仁王立ちになっているような格好だ。

　背後には、クラスメイトらしき数人の女の子を引き連れている。

「瑛美ちゃんがどうして市民プールなんかに来てるのよ！　水泳だったら、会員になっているジムに行けばいいのに」

　見下ろされているポジションが不満なのだろう。早さ弥やが唇を尖とがらせながら、大急ぎでプールサイドに上がった。

　ああ、いつもの早弥に戻った──内心で、健けん太た郎ろうはそんな感想を抱いだいてしまった。

　やっぱり二人で空回り気味の言い合いをしている方が、早弥と瑛えい美みらしい。

「このわたくし一人ならそういう選択肢もありますけど、『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはなしの方向で』に向けてのトレーニングですもの。クラスメイトも一緒ですわ！　委員長としてはイベント全体を公平に取り仕切りますけど、同時に一参加者としては勝利のために全力を尽くしますわっ！」

　瑛美は堂々と胸を張り、Ｖサインを掲げる。

　彼女に続いていた数人の女子が、笑え顔がおで会釈した。中には『あの人が例の先生だよね？』『近くで見ると、結構かっこいいかも』なんてひそひそ話している子もいた。

　つい『子』なんて思ってしまうけれど、瑛美のクラスメイト──同級生という事は健太郎より一つ年上なのだが。

「あー、瑛美ちゃんだ。ちーっす。それとセンセも」

「貴きの宮みや先輩、こんにちはーっ！」

　不意に、別の声が聞こえてきた。

　すみれと、見慣れない女の子だ。

　グリーンのビキニを着たすみれは、いつもの制服よりさらに活発そうに見える。他の子たちも学校指定のものも含め様々な水着姿。すみれのクラスメイト──高等部一Ｃのクラスメイトだろう。

「貴宮先輩もイベントに備えて特訓ですか？」

「ええ。まあ、そんなところね。このわたくし、貴宮瑛美は勝利のためにはいかなる努力も惜しみませんものっ！」

　金髪をばさっとかき上げて、誇らしげに微笑ほほえむ。

「……まさか、みんなで示し合わせてここに集まったの」

　プールの縁で、早弥がぽつりと呟つぶやく。

「あー、会長も？　ちーっす。別に待ち合わせとかしてませんよー。ホントにホントの偶然で。ガッコに一番近いプールは一Ａと一Ｄの子が使うって聞いたんで、適当に空いてそうなトコって事で。そのおかげでセンセにも会えたんだから、ラッキー？」

　へらっと笑いながら、すみれが手を振る。

「あ、間ま辺なべ会長。こんにちは」

「こんにちは」

　高一Ｃの生徒たちが、ようやく早弥の存在に気付いてあいさつをする。

　礼儀正しいとも言えるが、瑛えい美みに接する時の態度と比べるとよそよそしい。

「いかがかしら、みなさん？　市内数多あまたあるプールの中で、わたくしたちがここでこうして出会ったのも奇縁。互いに切せつ磋さ琢たく磨ましませんこと？」

「わたしは賛成です。みんなも、いいよね？」

　瑛美の提案を受けて花か菜なが確認すると、未み優ゆうや朱じゆ里りが肯うなずく。

「あたしたちも、それでいいよね？」

「うんうん。中学生どもをいっちょ揉もんであげましょっか」

　高等部一Ｃの面々も賛成する。

　仕切っているのは、学校指定水着でショートカットの女の子だ。瑛美と仲がいいのはすみれでも、クラス内での人間関係はまた別という事らしい。

　中等部の授業と交流委員会の顧問だけでは、まだまだ見えていない事は山ほどある。

「早さ弥やちゃんはどうかしら？」

「結構よ！　さっき中等部の子にも言ったけど、対戦相手となれ合うつもりはないわっ！」

　不機嫌そうに言い放つと、早弥は大股で歩いて行った。

　その背中を見つめるのは、瑛美一人。

　顔見知りである未優やすみれもちらっと目を向けただけで、他のみんなはほとんど関心を払わず気まずそうに中途半端な笑いを浮かべた程度だった。

「え、えっと……貴きの宮みやさん、美み里さとさん。それと高等部一年の人もよろしく頼むよ。僕はちょっと席を外すから」

　役職持ちの二人ともう一クラスのリーダー格に声を掛け、未優には視線で合図を送って、健けん太た郎ろうはプールから上がって早弥の後を追いかけた。

　彼女は、簡単にこちらに心を開いてくれないだろう。敵意を持っている相手を心配し、わざわざ首を突つっ込むなんてバカげた行動だ。秘密を守るためには、距離を取って関かかわりを避けた方がいいに決まっている。

　だけどそんな『合理的な』判断よりも、ここで会った偶然に意味がある──健太郎は、そう信じた。

『先生』の立場を守るために、生徒と触れ合ったり分かり合ったりするチャンスを無駄にしたら、そんな『先生』なんて何の意味もないじゃないか！

　こっちの方が歩幅が広いのも幸いして、各種施設へ繋つながる廊下の入り口付近で追いつく。ラッキーだった。女性更衣室に入られてたら出口で待ち伏せる訳にもいかないし、ちょうど瑛美たちからも死角になる。

「ま、間ま辺なべさん！　ちょっと待って！」

　大声を掛けるのも失礼かと思って、充分に近づいてから呼び止める。

「何か用ですか？」

　冷たい眼まな差ざしが振り返る。

　会って間もない頃の未み優ゆうの視線も冷めていたが、あれはいろいろ危ういバランスの上で成り立っていたけれど『あの時の未優なりの自然な態度』だった。

　比べると早さ弥やの態度は、どこか強引で無理がある。

　未優が真冬の早朝の透明な空気だとすれば、早弥の方はフリーザーで作った氷を投げつけられているような感じだ。

「えっと……。特に用事っていうほどでもないんだけどさ。せっかくの機会なんだし、貴きの宮みやさんたちに対してあんな風に、突つっかかるような態度を取らなくてもいいんじゃないかな？　同じ学校の生徒だろ？　もうちょっとみんな仲良く、楽しくっていうか……」

　小道具はないけれど、どうにか己の内側に『先生、先生、オレ──じゃなくて僕は先生』と言い聞かせながら、慎重に言葉を選んで尋ねる。

　自然と、手が存在していないネクタイを締めるみたいに首筋に触れた。

「学校というのは、楽しいばかりの場所ではないでしょう？」

　早弥は、きっぱりと言い放った。

「い、いや。でも、苦しいよりは楽しい方が……。ほら、さっきも言ったよね？　ちょっとくらいしくじってもやり直せる場所だって。だから、少しくらいノリが違う人とでも関かかわるチャンスは大切にした方がいいんじゃないかな？」

「学校は何よりもまず、勉学の場です。失礼ですが、いくら先生らしくしようと努力していると言っても、唐から渡と先生は教育の専門家でも学校運営の専門家でもないでしょう？　確かに目先の楽しさで生徒の関心を集めるのは簡単かも知れませんが、本来の目的が果たせません。父も常々言っている事です」

「え、えっと……。お父さんって、確か宝ほう盟めいの理事なんだよね？」

　早弥の主張も一方の正論だ。上う手まい反論も思いつかず、ただ会話を途切れさせないために思いついた事を口にする。

「ええ。ロックウェル理事長に拾われただけの唐渡先生や、宝盟の現状が無条件で肯定されると思っている瑛えい美みちゃんには、父やわたしの苦労は理解できないでしょうけど」

　ますます言葉が硬く尖とがる。

「確かに僕は無知な素人しろうとかも知れない。だけど、間ま辺なべさんとはもうまるっきりの他人でもないし、宝盟学園の職員だ。無関係じゃない。理解できてない事があるっていうなら、理解できるように教えてくれないかな？」

　自由で明るい校風の私立校を進学重視に転換しようとする理事と、その娘で校紀引き締めを目指す生徒会長──ドラマや漫画だったら定番の悪役だけど、そんな風に短絡的に考えてはいけないのだろう。

　未優の時だってそうだった。

　衝突する覚悟で思い切って踏み込んでみなければ、分からない事だってある。

「……唐から渡と先生みたいな、一介の非常勤講師には言っても詮せんない事ですけどね」

「何も話してくれないまま、何も分かってないって言われても、こっちとしてはどうしようもないよ」

　頑かたくなな早さ弥やに対し、粘り強く笑え顔がおで語りかける。

「……確かに、そうかも知れませんね」

　はぁ──と、小さなため息の後、早弥は不承不承といった体ていで説明を始めた。

　ジュノー・ロックウェルは創設者の直系であり、長年理事長職を務めているだけあって高いカリスマ性と実務能力で宝ほう盟めいを取り仕切っている。ただし、反面ワンマンだという批判もあるし、カナダと日本を往復しているので不在も多いという弱点もある。

「あ……、確かに」

　納得して、思わず呟つぶやく。

　素す性じようの怪しい旅人をいきなり講師にしたのは、それだけ彼女の力が大きいからだ。そもそも出会ったきっかけが、久々の来日で羽は目めを外して酔っ払った事だった。

「理事会の反主流派には、スキあらばその弱点を突つこうと狙ねらっている人たちもいます」

「えっと……。その中に、間ま辺なべさんのお父さんも？」

「違いますよ。そんな単純な話じゃありません」

　察しの悪い子供──まあ、実際に年下なのだけど──を諭すような口調で、早弥は説明を続けた。

　私立学校は教育機関であると同時に、大きな金銭が動くビジネスだ。当然、理事会にも教育者ばかりでなく、融資している銀行などから送り込まれた者もいる。

　経営優先・利益第一の理事は少子化を理由に中等部・高等部の校舎も郊外に移し、特別教室などの設備も省いて進学最優先に方向転換し、資産価値の高い現在の土地を売却する事を目もく論ろんでいるのだという。

　大学部の移転は敷地を広げ、各種の施設を充実させるためだったが、売却派の方針はまるっきり逆だ。

　五、六年ほど前から売却派は真意を隠さず、理事会でもはっきりと自説を主張している。もしも彼らが主導権を握れば、宝盟の伝統は一つ残らず失われてしまうだろう。

「売却派は少数ですが、現在の多数派はおばあさま──ロックウェル理事長のイエスマンばかりです。明確な見解も強い意志もありません。現理事長が失脚すれば、調子に乗った売却派に押し切られるでしょう。父は、そうならぬよう手を打ってるんです」

　もちろん現状に批判的で進学校路線にしたいというのも、間辺理事の偽いつわらざる本心だ。

　しかし『現在の校舎を維持した、節度ある進学校』という一線を守りつつ、他の理事を取りまとめて地場を固め、万一の際にも売却派の台頭を食い止める──それが、早弥が語った理事会の内情だった。

「そういうの、全部お父さんから聞いてるの？」

「ええ。それだけでなく、自分でも機会を作って理事の方々の話を伺ってもいます」

　生徒会長という立場で理事の懇親会にオブザーバーとして顔を出したり、父が自宅に招いた際に同席したりもしていると早さ弥やは説明した。

　声には出さないが、健けん太た郎ろうは本気で感心した。

　実際には自分より一つ年上でしかない高校二年生が、本気で大人に相あい対たいして人となりを見極めようとしているのだ。

　健太郎も両親が外国人をホームステイさせていたから、年上と触れ合う機会は多かったけれど、あくまで『親の友達』という信頼できるくだけた間柄だ。

　彼女が直面しているシリアスなシチュエーションとは比べものにならない。

「難しい状況だからこそ父はきちんと手順と手続きを踏まえ、後々どこからも文句が出ないように頑張っているんです。勝手気ままに『いい事』や『楽しい事』をやっているおばあさまや瑛えい美みちゃんには理解できないでしょうけど」

「その……何て言ったらいいか……」

　健太郎は、それだけを声にするのが精一杯だった。

　正直、瑛美から聞いて想像していた以上に込み入っていて深刻な状況だ。

　瑛美の認識と異なっているというのは、双方にそれぞれの立場も言い分もあって、話が食い違ってしまうという事なのだろう。

　だから早弥の主張を鵜う呑のみにもできないけれど、今までと同じ見方のままではいけない。

「どうです？　唐から渡と先生みたいな素人しろうとが、くちばしを挟さしはさめるような話じゃないでしょう？　わたしも父を尊敬しているからこそ、生徒の側から校内を引き締めるために生徒会長になったんです」

　早弥は力強く言い放つ。

　けど、あまり上う手まくいってないんじゃないか──浮かんだ言葉は声に出せない。

　傍はたで見ている感想だが、瑛美に比べて早弥はあまり人望がないし、やっている事も空回り気味だ。確かに人に好かれやすい目的やポジションではないのだろうけど、だったらなおの事工夫したアプローチが必要なのではないだろうか。

「ちゅんっ！」

　健太郎が考え込んでいると、いきなり変な音がした。

　早弥のクシャミは、意外にかわいらしい音だった。

「え、えっと、大丈夫？　プールから出たばっかりで、長話させちゃってごめん」

「いえ。話したのはわたしの判断ですから、そこは先生に責任を押しつけるつもりはありませんから。ただ、現状を少しでも理解していただければと考えただけです。では」

　形だけは礼儀正しく一礼すると、早さ弥やは足早に去って行った。

「……どうすりゃいいのかなぁ……」

　ぼやきながら、健けん太た郎ろうは頭を掻かく。

　生徒の悩みならまだしも、学校経営の問題なんてどう関かかわればいいのか。

　ニセ大人の非常勤講師どころか、本当の教師でも安易に首を突つっ込めないレベルの話だ。

　とは言っても、自分が講師になっている件も無関係な話ではないから『雇われているだけだからどうしようもないし』と棚に上げる気分にもなれないし。

　重苦しい気分のまま、とぼとぼとプールへと戻ろうとした時──。

「元気がありませんのねっ！　唐から渡と先生っ！」

　ハキハキした声を掛けられて振り返ると、瑛えい美みが立っていた。

　白い肌から滴したたり落おちた水滴で、足下のコンクリートが黒く濡ぬれている。

「帰りが遅いので、このわたくし、貴きの宮みや瑛美が心配して見に来ましたのよ！」

　一対一で対面すると、圧倒的な迫力だ。パールホワイトのビキニで寄せられて形作られた胸の谷間に、透明な水が溜たまっている。

「げ、元気がないって……そうかな？」

「背筋が丸まって肩が落ちて、後ろから見ただけでもはっきり分かりますわよ。早弥ちゃんに何か言われたんですの？」

「ま、まあ、その……いろいろね。何しろ立場が弱いし」

「そんな事ではいけませんわ、先生っ！」

　瑛美は大きく腕を広げ、かぶりを振った。

　豊かなバストがぷるんと左右に揺れて、間のデルタに溜まっていた水がぱしゃんと弾はじけ跳んで健太郎の顔にかかった。

「わっ！」

「非常勤の講師とはいえ、あなたはおばあさまが認めて雇った先生ですのよっ！　それがたかが高校生ごときに簡単に言い負かされてどうしますのっ！　人生、これ全すべて勝負ですのよっ！」

「う、うんっ！」

　思わず肯うなずいてしまう。

　これはこれで、高校生に言い負かされている事にならないだろうか。

「分かればよろしいのですわ。さ、早く戻らないと他のみんなも心配しますわよっ！」

「う、うん」

　ぎゅっ！

「えっ？」

　いきなり瑛美が健太郎の手を握って引き寄せ、そのまま腕を絡からめてきた。

　こちらの肘ひじがボリュームある胸に当たる。

　肘なんて全然敏感な部分ではないはずなのに、柔らかさと温ぬくもりがダイレクトに伝わってきた。神経を猛スピードで駆け巡って、一気に頭の中が熱くなる。

「こんな風にすると、やっぱり唐から渡と先生の背がお高いのが実感できますわね」

　至近距離から、碧あおい瞳が熱っぽい眼まな差ざしで見上げてくる。

「ちょ、ちょっと！　貴きの宮みやさん？」

「立派な体格なのに、姿勢をよくしないともったいないですわよ。ちゃんと背筋を伸ばして胸を張って歩かないと、このわたくしと釣り合いが取れないではありませんか」

「つ、釣り合いって？」

　意見する暇もなく、強引な瑛えい美みに引きずられて、腕を組んだまま歩いて行く。

「それはほら……並んだ時にバランスが取れないという事ですわ。ほらっ！」

　びくんっ！

「おわわわわっ！」

　瑛美が片腕だけを一瞬解ほどいて、健けん太た郎ろうの背筋を指先でソフトになぞった。

　ぞわっとする感触に反射的に背を逸そらし、結果的に言われた通り胸を張る形になる。

「あーっ！　瑛美ってばずるーいっ！」

「先生、何してるんですかぁ～」












「まー、瑛えい美みちゃんってばこういうノリだよねー」

　高等部の生徒たちは瑛美を囃はやし、三Ｂの教え子たちは笑いながらも頬ほおを膨らませる。苦笑するのは、慣れているすみれだ。

「ふふんっ！　どう、みんな？　羨うらやましいでしょう？」

　瑛美の形良い鼻が、つんと上を向く。

　これはアレか？

　要するに健けん太た郎ろうに個人的な好意があるとかじゃなくて『校内で大注目の、若い男の先生』との親密さを見せびらかしたいという事なのか？

　結構会話もしているのに、今ひとつ瑛美の考えている事は分からない。

「もうっ！　先生ったら何デレデレしてるんですか？　お仕置きですっ！」

　ぱしゃんっ！

　花か菜ながプールの中から、両手ですくった水を飛ばしてくる。

「わっ！」

　考え事をしている最中の不意打ち直撃だ。健太郎は思わず目を閉じる。

「唐から渡と先生はちゃんとした大人の男性なんですもの。レディをエスコートするくらいは作法のうちでしょう？」

　素早く水を避よけた瑛美は、優雅に微笑ほほえみながらブロンドをかき上げる。組んでいた腕は、自然に解ほどけていた。

「だったら次はあたしーっ！　瑛美だけずるいよー」

「わたしもわたしもっ！　エスコートされた～い」

　高等部の生徒たちから、次々と立候補の手が挙がる。

　雰囲気からすると瑛美の偉そうな態度はクラスでもいつもの事らしいが、それでも普通にリーダーシップのある友達として受け入れられているようだ。

「ダメーっ！　唐渡先生は、わたしたちの先生なんだもんっ！」

　花菜の口から、らしくない子供っぽい言葉が飛び出す。

　朱じゆ里りたち三Ｂがそれに同意して肯うなずく。

「だって中等部のみんなはいつも唐渡先生と一緒でしょー。こういう時くらい、先輩に貸してくれてもいいじゃない？　ねー？」

「そうそう。貴重な若い男を独占しないでよー」

　高一Ｃの子たちが、妙に盛り上がる。

「いやー。でもほら。センセにも一応人権とかってあるし」

　一人、すみれだけが笑いながら反対する。

「とか言って、委員会は前のイベントじゃ先生を景品につけてくれたじゃない」

「た、確かにそれはそうでしたが、同じ事を何度も繰り返すのも、このわたくし、貴きの宮みや瑛えい美みの矜きよう恃じに関かかわりますものっ！」

　瑛えい美みも、いつもよりほんの少し自信なさげというか、微妙に狼ろう狽ばいした声音で答える。

　三クラス合計で二〇人以上。それだけの数が好き勝手に言い合ってるから、話はどんどんもつれていく。

「みなさん」

　その混乱を、よく通るソプラノが制した。

　未み優ゆうだ。

　一瞬の静寂を逃さず、滑らかに早口で言葉を紡つむぎ出す。

「エスコートが作法だという貴きの宮みや委員長の主張にも一理はありますが、パーティなどでのちゃんとしたパートナーではなく、みんなを引率してきた先生に対する態度として適切だとも思えません。礼儀や作法だというのなら、時と場合を弁わきまえてこそでしょう？」

　待ち望んでいた正論を述べてくれたのは、やっぱり彼女だ。

「そ、そうだぞ、ウン。せっかくこうしてみんなでプールに来てるんだし、ちゃんとイベントに向けて練習しないと時間がもったいないじゃないか」

「はぁ～い」

　精一杯威厳を出しての説教口調が効いたのか、女の子たちが声を揃そろえて返事をした。

「じゃあ僕はここで見ているから、みんなで自主的に」

　改めてプールサイドに座る。これだけの人数でもみくちゃにされるような事態は避けたい。

「ええ、よろしくてよ。では、皆さん頑張りましょうっ！」

　瑛美が音おん頭どを取り、他の子もそれぞれ意見を出して、賑にぎやかな雰囲気で練習が始まった。

「行きますわよっ！」

「瑛美ちゃん瑛美ちゃん、今日きようはまだ練習だから」

「先輩張り切りすぎです～」

「中学生だからって、甘くみないでくださいよっ！」

　陽性で積極的で目立ちたがりな性格の賜たま物ものだろう。瑛美はすぐに人の輪の中心になり、自然に場を盛り上げる。

　そんなにぎやかな様子を見ていると、ひとりぼっちだった早さ弥やの事がますます胸に引っかかってしまう。

「そろそろ切り上げませんか？　水中の運動は想像より体力を消耗します。これ以上続けると、本番に疲れが残ってしまう怖おそれもあります」

　しばらくした後、皆の動きが途切れたタイミングで未優が提案する。

「あー、そだねー。本番でバテてたら本末転倒だし」

「こういうところに気がつく冷静さが、神こう月づきさんの長所ですわねっ！」

「未み優ゆうは、ウチのクラスの自慢の知恵袋ですもん」

　すみれ、瑛えい美み、花か菜ながそれぞれ反応した。

「では、今日きようのところは終わりにしましょうっ！　皆さん、本番では更なる健闘を期待しますわっ！　もちろんこのわたくし、貴きの宮みや瑛美も一参加者として全力を尽くしますから覚悟なさいっ！」

　最後の最後まで、場を仕切るのは瑛美だった。

「じゃ、みんな寄り道しないで帰るんだぞ。あと、風か邪ぜ引かないように注意しような」

　健けん太た郎ろうも、一応は先生らしい注意をしておく。




　それなりの人数なので、シャワーやロッカールームを使うにも、全員一斉だと混こみ合あってしまう。

　こういう時にも委員長らしさが出るのか、花菜は自然と他のみんなを先に行かせていた。

　混雑している中に割って入るのも不作法だし、未優もごく当たり前に友達と並んで列が進むのを待った。

「ね、未優。ちょっと相談があるんだけど……」

　シャワールームの中、周囲に他の知り合いの目や耳がないのを確かめてから、花菜が話しかけてきた。小さな声が、水音に混じる。

「何でしょうか？」

　未優も、抑えた声で応える。

「あ、あのね。未優って……誰か好きな人、いる？」

「ど、どうしてそんな事を訊きくんですかっ？」

　緊張と驚きで、声が裏返った。

「ほ、ほらっ！　そ、その……深い意味はないっていうか、友達同士なんだから恋バナくらいするのが普通だよねっ？」

「た、確かにそうかも知れませんけれど、わたしはこういう話題には慣れてなくて……」

　水着の上から胸に手を当てると、はっきり分かるくらいにドキドキしている。

　こういう話題の時に、頭に浮かぶ顔は一つしかない。

　未優だって薄々は勘づいていた。

　燿よう子ことのデートを尾行した時の態度は、単に委員長として頼りない新任の先生を見守っているだけではなかった。あのタイミングで鉢合わせしたのは、未優と花菜が同じ動機で行動していたからだ。

「……花菜ちゃんには、誰か好きな人がいるんですか？」

　言ってしまった後で、未優は後悔する。

　声に出した質問は、確実に自分の耳にも届く。自らへの問いかけにもなってしまう。

「え、えっと……いない訳じゃないんだけど……」

　はっきりとは言葉にはしない。

　隠したいのだけれど、完全に『いない』と言い切る事なんてできない。

『好き』という気持ちは、それほど確かで、強くて、大きい。

　まるで夜の闇やみに身を潜める黒くろ豹ひよう。

　義務感、責任感、親切心──そういうものに巧妙に擬態しているのに、一度気付いてしまえば金色の瞳から目を逸そらすことはできない。逃げる事も御する事も難しい危険で凶暴なものだと分かっているけれど、この上もなく魅せられる。

　例えば、さっき強引なジャンプで健けん太た郎ろうの胸に飛び込んでしまったのも、理由なんて全部後付け。

　わたしも知っている人ですか──尋ねようとした言葉を、今度は喉のどに留とどめる。

　それを声に出したら内なる黒豹の爪つめに捕らわれ、牙きばに引き裂かれ、元に戻れなくなってしまいそうで。

「あ、あのねっ！　何で変な言い方しちゃうかっていうと……」

　未み優ゆうの沈黙を疑念だと思ったのか。花か菜なはちょっと不自然な笑え顔がおで手を振った。シャワーの水流が弾はじかれる。

　プールの水を流し落とすという目的ならもう充分なのに、内緒話が続いているからコックをひねって止めるタイミングを計りかねているのは、花か菜なも未み優ゆうも一緒だ。












「……その……好きっていう気持ちはあるんだ。だけど、その人は好きになっちゃいけない人だから……。だから、好きなままでいちゃいけないのかな……って、そんな風にも考えたりしてね」

　なるべく軽い口調にしようとしているけれど、花菜が胸の奥底から慎重に選んだ言葉を、何とか絞り出しているのが、未優にははっきりと分かった。

「好きになってはいけない人……なんているんでしょうか？」

「え？」

　未優が思わず呟つぶやいた言葉に、花菜は目を丸くした。

「例えば歳としの差……じゃなくて、えーと……。そ、そうっ！　例えば、友達の彼氏とか、結婚してて奥さんがいる人とか……やっぱりそういう相手は、好きになっちゃいけないんじゃないかな……って、そう思うんだけど」

　花菜が絞り出した、真実とは異なる『好きになってはいけない理由』。

「違う……と思います」

　どんな物事でも深く、詳細に考えるのが未優の質たちだ。

　ただ、こんな風に数字にできない、リストにして整理する事も、資料で事実を確認する事もできない問題について思考を巡らせるのは初めての経験だ。

　だから精密に言葉を選ぼうとして、ゆっくりと途切れがちなしゃべり方になる。

「……それは『好きになっても結ばれない人』とか『好きになっても打ち明けてはいけない人』であって『好きになっちゃいけない人』とは違うんじゃないでしょうか？」

「えっ？」

　すぐには意味が分からないのか。花菜が疑問の声を漏らした。

「結ばれる事がなくても『好き』という気持ちそのものは誰にも──自分自身にだって禁じられないし、そういう感情を抱いだく事そのものが間違っているとも……わたしは、考えたくありません」

　合理的な損得だけを考えるのなら『そうですね。そういう人への気持ちは、諦あきらめてしまった方がいいですよ』と告げるべきなのだろう。

　健けん太た郎ろうが本当は自分と一歳しか違わないのを知っているのは未優だけ。他のみんなは、彼を『遠い憧あこがれ』だと思っている。

　だから、ライバルを諦めさせるのは容易だ。

　けれど一番最初の大切な友達に、そんな小こ細ざい工くを弄ろうしたくはなかった。

　花菜と友達になるきっかけを作ってくれた人にも、顔向けできなくなってしまう。

「……そういう考え方もあるんだね」

「花菜ちゃんは、違うんですか？」

「わたしは……やっぱり好きな人とは両思いになりたい。だから好きになっちゃいけない人を好きになるのは、つらいし、苦しいし……そんなのはイヤだなって思う。咲かない花の種を握りしめているみたいで」

　きゅっ！

　区切りを付けるように、花か菜ながシャワーを止めた。未み優ゆうも、それに倣ならう。

「気持ちの問題ですから、絶対の正解なんてないんでしょうね。一人一人が、自分の心にどれだけ真剣に向き合うかっていうだけで」

「うん、そうだね。ありがと、未優。あたしの話を聞いてくれて」

「わたしの方こそ、いろいろ考えさせられました」

　二人の視線が交わる中で、互いの前髪から透明な水滴が滴したたり落おちた。

　雨のように、抑えられない涙のように。









４章　　スクランブル・ナイト






　生徒には『寄り道しないように』と言ったが、一人暮らしの『大人』なら大丈夫。

　健けん太た郎ろう本人は慣れたチェーン店のラーメン＆半チャーハンセットで夕食を済ませてからマンションに帰宅した。

　夏とは言っても、さすがにもう暗い。

「ふ～っ。結構、疲れたかな？」

　部へ屋や着ぎに着替えて、首や肩をこきこき動かしてコリをほぐす。

　ちょっと筋肉が痛くてだるい。未優が指摘した通り、久しぶりの水泳で思ったより体力を使ってしまったようだ。

　考えてみれば、去年までは体育の授業で定期的に適度に身体からだを動かしていた。それに比べると、実は慢性的に運動不足気味になっている。

「健康のためにはジョギングとかした方がいいのかなぁ。でも、仕事も面倒だし……」

　呟つぶやきながら、健太郎は机に向かった。

　英語のテキストや参考書はもちろん、辞書や教育学の本、英語以外の科目の参考書や思春期の悩みについて書かれたものなど、たくさんの本が山積みになっている。

　燿よう子こなど職場の先輩に薦めてもらい、一部は古本として譲り受けたものだ。

　ただ目を通すだけではなくあちこちに付ふ箋せんを貼はり、自分なりに要点をノートにまとめ、蛍光ペンでアンダーラインを引いた。

　先生になった以上、立場に見合うように努力する──早さ弥やに言ったのは、その場しのぎの言い訳ではない。

　なりゆきと勘違いとごまかしの上に乗っかった、不安定な立場だ。

　それでも自分なりにやりがいも感じているし、生徒たちから信頼もされている。

　もちろんずっとニセ先生でいるのは無理だ。いつかはケジメをつけなければならない羽は目めに陥おちいるだろう。

　それでも、続けている間はみんなの期待に応えられるよう全力を尽くさなければ。

　実用的な英会話の力を磨くだけでは不充分だ。幅広い知識や教養を身につけ、生徒から相談を持ちかけられた時に誠実に答えられるようにする。

　素人しろうとあがりの新米だし、人気も『女子校唯一の若い男性』という補正コミ。

　だけど、いつまでもそんな甘やかされた状態でもいられない。

　一学期は免除されていた定期テストの作成や採点だって回ってくる──というか引き受けるべきだし、他にも先生としてやるべき事は多い。

「……去年、受験生だった時よりもよっぽどマジメにやってるな、オレ」

　過去一年分の中等部の英文法のペーパーテストにチャレンジしながら、ペンの尻しりでぽりぽり頭を掻かく。

　特に将来の夢があった訳ではなく、ただ何となく高校を受けようとしただけだったが、今は明確な目的があるからやる気が違う。

　それでも、まだまだ力不足だ。

　現に二年生用のペーパーテストに挑んでも、英語としての意味は分かるのに上う手まい訳文が出てこなかったり、漢字をど忘れしてたりする。日本語の実力も付けなければ。

　ぴんぽーん。

　そんな事を考えていると、チャイムが鳴った。

「はーいっ！」

　返事をして、ドアを開ける。

「先生、こんばんは」

　未み優ゆうが立っていた。プールで着替えて解散した時と同じ、白いワンピース姿。

「えっと……何の用かな？」

　チェーンを外し、室内に招き入れる。

『寄り道禁止』と言ったけれど、内実を知っている未優にはそんな建前は無意味だ。それに共犯者として重要な話があるからこそ、わざわざ訪ねてきたのだろう。

「えっと……コーヒーでいいかな？　インスタントだけど」

　中央のローテーブル前に座ざ布団ぶとんを出し、未み優ゆうに尋ねる。

　さすがに生活も落ち着いたから、この程度は常備している。来客用のカップもある。

「はい。いただきます」

　ポットに沸わかしておいたお湯を注ぐと、黒の粉末が溶けて芳かぐわしい香りが立ち上る。

「確か、神こう月づきさんはブラックでよかったよね？」

「はい」

　健けん太た郎ろうが差し出したマグカップを、未優は両手で持ち上げる。不意に、彼女の視線がこちらの手元に止まった。

「ん？　どうかしたの？」

「おそろい、ですね」

「え？　ああ、そうだね」

　言われた意味を、一瞬遅れて理解する。

　特にこだわりがある訳ではないので、他の食器と一緒に手近な店でまとめて買ってきたものだ。洗いやすく、スープなどにも使えそうな無地の陶器製。

「客用と自分使いとで区別つくように、色違いにすればよかったのかな？」

　ちゃんと洗ってあるとはいえ、今のままだと自分が使っているものが他人の口に触れる可能性もある訳だし。

「い、いえ。ただ同じだと思っただけです。実用面ではこれで問題ないでしょう。それにいちいち自分用来客用と区別したところで、先生が面倒になって食器を洗わずに、取りあえず使えるものを使ってしまう事だってあるでしょうし」

「……まあ、そうだよな」

　実際に既にあったケースなので、健太郎としては何も言えない。

「で、本題は何の用？　オレ、何かマズい事しちゃったかな？」

　きちんと正座して相あい対たいする。未優がいきなり来訪すると、まず己が何かミスったり足りなかったりする事を用心してしまう。

　相手は年下なのに出来のいい姉にチェックされる弟か、しっかり者の奥さんに叱しかられるダメ亭主みたいな気分だ。

「そうです」

　予想通り、未優はクールな声で答え、健太郎の顔を見つめる。

「今日きよう、プールで間ま辺なべ生徒会長を追いかけていきましたよね？」

「う、うん」

「前にも警告しましたが、あの人は先生に敵意を持っています。こちらは秘密を抱えてますし、向こうの方が避けようとしているのですから、わざわざ追いかけていく必要はありませんでした」

「確かにそうだけど、一応こっちは先生なんだし、生徒の事が心配になっちゃって……」

「先生、間違ってます」

　びしっ！

　未み優ゆうの指先が、健けん太た郎ろうの顔を指す。

「立場上先生でも本当は一六歳。間ま辺なべ会長の方が年上です。責任感や向上心があるのはいい事ですけど、必要もないのに他の女の子の事に首を突つっ込まないでください」

「ま、まあ……確かにそれは正論だけど……」

　健太郎としては、ひきつった笑みを浮かべるだけだ。

　さすがにこの場で本当の動機を口にする訳にはいかない。

　どこか無理をしている様子に、会ったばかりの頃の未優を思い出してしまった。だから放ほうっておけなくて、何とか力になりたいと思ってしまっただなんて。

　ぴんぽーん。

　数秒の気まずい沈黙を、チャイムが破やぶった。

「誰だろう？」

　立ち上がり、未優のために外したチェーンをかけ直してからドアを細く開く。

「こんばんはですわっ、唐から渡と先生っ！」

「わっ！」

　狭せまい隙間からでも、強烈なオーラがびんびん伝わってくる。

　来訪したのは、瑛えい美みだったのだ。

「夜分、失礼いたしますわっ！」

　ガンッ！

　いきなり開けられそうになった扉が、チェーンで止まる。

　よかった。

　未優の勧めに従って、小まめにドアチェーンをかけるようにして本当によかった。

　これがなかったら、万事強引な瑛美はそのまま室内に上がり込んでいただろう。

「ちょ、ちょっと待って！　今、散らかってるから！」

　バタンッ！

　強引にドアを閉め、未優のところへ戻って小声で話しかける。

「ど、ど、どうしよう？　同席させちゃったらマズいよね、やっぱり」

　休日にたまたま四人がバッティングしたケースとは違う。教え子とはいえ、日が落ちてから中学生が一人で男性の部へ屋やにいるのは、突っ込まれたら危険な事になりそうだ。

「わ、わたしはどこかへ隠れた方がいいでしょう」

　さすがに未優もうろたえた様子で、ひそひそ声で答えて立ち上がる。

　とは言っても、ワンルームマンションだ。他の部へ屋やに逃がすという訳にはいかない。

「そ、そうだ。ベランダ！　外に出てカーテンきっちり閉めれば！」

「そ、そうですね。それがいいと思います」

　肯うなずき合あい、窓を開ける。生暖かい夏の外気が、部屋の中に一瞬流れ込む。未み優ゆうがベランダに出た後、改めてきっちり窓を閉じてカーテンも閉める。

　見て確かめたが、室内からシルエットが見えるような事はない。

　よし、これで大丈夫──とドアノブに手をかけて気付く。

　未優が履いてきたサンダルが残っていた。

　これも隠さなければ！

　きちんとした靴箱は設置されていない。健けん太た郎ろうの履き物も最初から履いていたスニーカーと通勤用の革靴、近所歩き用のサンダル、それにパンク風に変装した時のブーツだけしかないから不自由してないけれど。

　思いついて、そのブーツを仕し舞まっている手近な段ボール箱にサンダルを収納する。

「お、お待たせ。悪かったね、はは……」

　改めてドアを開き、瑛えい美みを招き入れる。

　Ｔシャツにショートパンツというラフでスポーティなスタイル。薄着なのでボディラインが強調されていた。

「散らかっているという事でしたけれど、思ったより整頓されてますのね」

　室内を見回した瑛美が感想を口にする。

「う、うん。まあね」

「それに、わざわざ座ざ布団ぶとんとコーヒーまで用意していただいて、このわたくし、貴きの宮みや瑛美、先生のお心遣いに大変感じ入りましたわっ！」

「えっ！　ま、まあ、そうだね、うんっ！」

　必要以上に力強く肯く。

　危なかった。

　慌てていて、未優のために出したものを片付け忘れていたのだけど、幸い瑛美は好意的に誤解してくれたようだ。

「安物のインスタントだから、貴宮さんの口には合わないかも。はは……」

「いいえ、ご謙けん遜そんなさらず。こういうのはもてなしの気持ちそのものが大切なのですわ。では、いただきます」

　カップを持ち上げ、唇を触れさせた瑛美の眉が、微かすかに歪ゆがんだ。

「……温ぬるい、ですわね」

「ああっ！　ごめんっ！」

　しまった。

　未み優ゆう用に淹いれたものだから、話したり隠れさせたりしている間に冷めていた。

　ここはマナーとしては作り直した方がいいのか？

　いや、しかしそんな事をしたら、瑛えい美みのために淹れたのではないという事がバレてややこしくならないか？

「さ、さすが唐から渡と先生っ！　このわたくしにはできない種類の心遣いですわっ！」

「へっ？」

　しかし、瑛美はその温ぬるいコーヒーを飲んで健けん太た郎ろうを褒ほめ称たたえた。

「夏で外は暑い。しかしマンション内は空調が効いている。この部へ屋や自体は、極端に冷やし過ぎでもない適温。わたくしがどの程度歩いてきたのか、喉のどが渇いているのかも分からない。ならば、極端に熱くも冷たくもない、飲みやすさ重視のコーヒーというのは、作法からは外れていますけれどある意味で理りに適かなっているとも言えますわっ！」

「は、はは……」

　室温だって、未優を隠すために外の熱気が入ったせいなのだけど、とりあえずは曖あい昧まいな笑いだけで瑛美の勘違いに便乗する。

　勘違いというより、強引に屁へ理り屈くつで褒めているような気もするが。

「えっと……それで、どういう用件かな？　時間も時間だし、よほど急ぎでないのなら、明日学校で……」

　瑛美は高校生だ。

　夜間の外出という点では中学生の未優ほど厳しくはないだろうけど、健太郎との関かかわりで言えばかなり薄い。それが一人で訪ねてくるというのは、やっぱりいろいろ問題があるのではないだろうか。

　それに、窓の外には未優が隠れているという状況もリスキーだし。

「そ、それは確かにそうかも知れませんけれど……。やはり、なるべく早くご相談した方がよろしいかと思いまして。せっかく先生のお住まいも知っている事ですし」

「よっぽど深刻で緊急の問題なの？」

　自分のカップに口を付ける。コーヒーは温く、気持ちを引き締めてくれない。

「深刻というか……早さ弥やちゃんの事ですの」

　少しうつむき気味で、瑛美はその名前を口にした。

「どうもわたくしと彼女の確かく執しつのせいで、先生にまでご迷惑をおかけしたようで、まずその事を謝罪いたしますわ」

「う、うん。まあ、貴きの宮みやさんが全部謝るような事でもないと思うけど……」

　しおらしく詫わびる瑛美に、どうしても違和感を覚えてしまう。

　それに、確かに前々から交流委員会室では衝突しているし、今日きようのプールの一件があったとはいえ、夜中にいきなり訪ねてくるほどの用件だろうか。

　まさか健けん太た郎ろうを訪問するのが主目的で、理由の方を後付けしたとか──そこまで考えて、小さく咳せき払ばらいをして己を戒いましめる。

　さすがにそれは調子に乗りすぎだ。

　珍しさで人気があるのは事実でも、そこまで個人的に好かれている訳はないだろう。

　何かのきっかけで思い立ったから、即座に実行に移したという方が瑛えい美みらしい。

「昼間、昔はあんな子じゃなかったって言ってたよね？」

「このわたくし、貴きの宮みや瑛美もさすがに幼い頃は今ほど完かん璧ぺきでも最強でもなく、上級生に挑んで敗やぶれたりもしましたわ。早さ弥やちゃんともよきライバルでしたし」

　やはり健太郎が想像した通りだった。

　同い年の従姉妹いとこ同士だから小さい頃から交流があり、一緒にバイオリンやバレエを習ったりもしたのだという。

「ちゃんとした音を出せるようになったのは、早弥ちゃんの方が先でしたのよ。このわたくしはまだ嗜たしなみ程度に続けておりますけれど、早弥ちゃんは完全にやめてしまって。ちょっともったいないですわ」

「嗜み程度って、バイオリンは勝負とか言い出さないんだ？」

　瑛美らしくないと感じて、つい尋ねてしまう。

「さすがにこのわたくし、貴宮瑛美と言えど、限界はありますわ。この世の万物を極めるだけの時間もありませんし、その道のプロには敵かなわない事があるのも承知してます。そういう時は、全力で挑んだ上で潔いさぎよく負けを認めますわっ！」

「は、はは……。そうなんだ」

　何事も勝負勝負というからもっと勢い任せかと思っていたら、案外分別はあるのか。

　そういえば、早弥も何かと瑛美につっかかってやり込めようとしているのだから『戦って勝ちたい』というところは共通している訳だ。

「バイオリンに限らず、子供の頃は早弥ちゃんの方が勉強でもスポーツでも、このわたくしより優秀でしたのよ。も、もちろん、ほんのちょっとの差でしたけれども」

　わざわざ言い直す瑛美がおかしくて、健太郎はつい頬ほおを緩ゆるめた。

「小学校に入って間もない頃でしたか。一緒に通っていたバレエ教室の初心者クラスに、ボスというか……まあ、いじめっ子がおりまして。グループを支配していて、気に入らない子に嫌がらせをしていましたの」

　懐かしそうに、瑛美は語る。

　基本的な気質は変わらなくても、何しろ小一だ。瑛美も年上の『教室のボス』に立ち向かっても勝てる訳はなく、逆にイジメのターゲットにされたりもした。

　その時『先生に告げ口するな』といういじめっ子の脅しに屈せず、バレエ教室の先生に事情を伝えたのが早弥だったのだ。

「へぇ……」

　思わず感嘆の声が漏れた。

「ちょっと意外だな。貴きの宮みやさんなら、いじめっ子が何を言っても臆せずに先生に報告しそうだけどね」

　目先の脅きよう威いを怖おそれずにちゃんと大人に話を通すというのは、現在も理事会の動きをきちんと理解しようとする早さ弥やらしいが。

「……このわたくし、貴宮瑛えい美みは、大人の手を借りるというのは苦手ですのよ」

「なるほどね」

　ちょっと拗すねた態度で決まり悪そうに答える瑛美に、健けん太た郎ろうは苦笑しつつ納得した。

　基本が丁寧語だし、実は健太郎自身が年下でニセ先生だからあまり気にしていなかったけれど、瑛美が自分に接する強引な態度は『本物の、年長者の先生』だったら怒っても不思議ではない。

　まあ、自立心が旺おう盛せいなのは悪い事ではないけれど、程度問題でもある。

　自分よりは年上と言ったって、瑛美もまだまだ未成年。ましてやこれは小学生になりたての頃のエピソードだし。

「結局、それがきっかけになっていじめっ子は叱しかられた末に教室を辞める事になりまして。あの時は、心から早弥ちゃんに感謝しましたのよ。ですが、早弥ちゃんは小学校の四、五年生の頃になるとバレエもバイオリンも、習い事は全部やめてしまって……。その頃からだんだんと話が合わなくなっていって」

「あ……」

　思い当たり、健太郎は小さく息を漏らした。

「どうかなさいましたの、先生？」

「あ、いや。何でもないよ」

　ぶんぶん首を振って、漏れ出してしまった反応をごまかす。

　今から五、六年前というと、ちょうど早弥が言うところの『売却派』が勢力を強めてきた頃だ。早弥の父の立場が微妙になった事で、親戚づきあいからひいては子供同士の関係にも影響が出たのかも知れない。

「元々、貴宮の家と間ま辺なべのおじさまは多少ノリが違うと言いますか──」

　瑛美の説明は、健太郎の想像を裏付けるものだった。

　従姉妹いとこというが、具体的に言うと瑛美の母と早弥の母が姉妹という間柄になる。

　不動産を商う実業家の貴宮。元は大学助教授だったのが宝ほう盟めいの理事専任となった、学者肌で教育畑一いつ本ぽん槍やりの間辺。この家風の差が、自主性独立性を尊びグイグイ突つき進む瑛美と、秩序や道徳を重んじて混乱を嫌う早弥の性格にもなっている。

「間辺のおじさまは、教育者であり専務理事として学園に尽くしているのは自分という自負があるのでしょうね。ですが、おばあさまと仲がよいのはウチの両親の方。そのあたりもおじさまは気に入らず、おばあさまの方針に反対しているのでしょうね。元々は次の理事長とも期待されていたのでしょうに」

「あ、いや……」

　それは事実とは違っていて──言いかけて、口が止まる。

　挑発めいた流れで早さ弥やから聞いた事だが、親戚同士の間で伝わっていない話を第三者の自分が『たまたま知っているから』という理由で喋しやべってしまっていいのか。

　しかも単に二人の間の問題でなく、親や学園の今後にも関かかわる大問題なのだし。

「え、えっと……向こうには向こうの立場とか言い分もあるんじゃないかな？」

「ええ。手っ取り早く分かりやすい進学校に改革するというおじさまの意見は、一つの考えとして理解はできます。ですが、このわたくし、貴きの宮みや瑛えい美みは賛同はできませんわっ！　わたくしは、今の宝ほう盟めいの校風が好きだからこそ、入学したんですもの。もちろんおばあさまが理事長ですけれど、その縁がなくてもこのわたくしは宝盟を選びましたわっ！」

　誇らしげに、瑛美は断言した。

「翻ひるがえって早弥ちゃんはどうですの？　宝盟の校風を否定してるのに、ただ親が理事だから、親に言われたからって入学するなんて、理解できませんわっ！　マジメだけの普通の学校が好きなら、いくらでもあるその手の学校を選べばいいでしょうにっ！」

「え、えーと……」

　健けん太た郎ろうはまた言葉に詰まる。

　早弥は、宝盟の現状を変えたいという父の考えに賛同し、そのために入学したのだ。

　ここでも二人の考えや立場は食い違っている。見方によっては単に高校生として学校生活を満喫している瑛美より、早弥の方が真剣だとも言えるだろう。

　だけど、今『向こうには向こうの考えが』とか言っても同じ事の繰り返しだし。

「ほ、ほら！　間ま辺なべさんともいつもみたいにケンカ腰じゃなくて、落ち着いて話し合う場を設けてもよかったんじゃないかな？　事によっちゃ、僕が間に立ってもいいし……」

　だから、こういう提案をするのが精一杯だった。

　昔から積み重なってこじれた問題だ。簡単に解決するとは思えないけれど、知ってしまった身としてはきっかけぐらいは作れるかも知れない。

「ケンカ腰とは心外ですわね。このわたくし貴宮瑛美にとって、すべてはまず勝負！　優劣を明確にするところから始まりますわっ！」

　ぶんっ！

　座ったままだけど、瑛美はダイナミックに首を巡らせた。

　金髪がなびき、ライム系のツンとした香りが飛んできて、健太郎の鼻をくすぐった。

「ですが先生」

　ふ、と瑛えい美みの声音が柔らかさを帯びる。

「このわたくしのため、いろいろとお心遣いくださる事には、心から感謝しておりますわ」

　ガラスのローテーブルに手を突つき、瑛美がぐっと身を乗り出してくる。

　顔が近づく。

　重力に引かれたバストがＴシャツを内側から押し下げる。思ったより緩ゆるやかな襟元から、白い肌が覗のぞく。つやつやと光るピンクの唇が、どんどん存在感を増していく。

「え、えっと……そ、その……」

　ドギマギしながら、どう答えればいいのか必死で考える。

『このわたくし』にアクセントを置いているけれど、瑛美のいつもの調子なのか。それとも何か意味があって強調しているのか。

　もしも『このわたくし』に特別の意味があるのなら『君だからという訳じゃなくて、先生として学校全体のために』とか言っちゃったら失礼かも知れないし。

「このわたくし、貴きの宮みや瑛美は確かに人生は勝負だと思っておりますわ。けど、まるっきり怖い物知らずの猪いのしし武者という訳でもありません。生まれて初めての……これまで挑んだ事のない戦いに臨む時は怯おびえますし、ありったけの勇気を振り絞って挑みますのよ」

　少し震える声で、さらに近づいてくる。

　吐息が、頬ほおに当たったような気がした。

「ちょ、ちょっと！　落ち着いて、貴宮さん！」

　何だ？　何なんだ、このシチュエーションは？

　瑛美は何を企たくらんでいるんだ？

　ガタタッ！

　不意に、カーテンの向こうで窓ガラスが鳴った。

「あら？　何かしら？」

　じりじりと近づいていた瑛美の動きが止まる。

「た、多分、風でも吹いたんじゃないかな？」

　健けん太た郎ろうのこめかみから頬にかけて、冷たい汗がつーっと流れた。

「と、とにかくっ！　さっきの話の続きっ！　ちゃんと座ってっ！」

　ぴんぽーん。

　どうにか話を本筋に戻そうと叫んだちょうどその時、今度はチャイムが鳴った。

「ほ、ほらっ！　来客みたいだし！　はは、今日きようは何だか来る人が多い日だなぁ！」

「多いといっても、このわたくしを含めて二人目でしょう？」

　きちんと座り直しながら、瑛美が首を傾かしげた。

　しまった！

　ついうっかりして、言わなくてもいい事まで声に出してしまった。

「き、貴きの宮みやさんの前に宅配とかセールスとかいろいろ来てたんだよ！」

「そうですの？　それは大変でしたわね」

　とっさに言いつくろいながら、ドアへ向かう。

　もう一度念のためにチェーンをかけ直してから、瑛えい美みの時と同じようにドアを細く開く。

「センセ、ちーっす。あ、もうこんばんはですねー」

「えっ？」

　予想外というか予想通りというか、今度現れたのはすみれだった。

「夜遅くすんませんね。上がっちゃっていいですかー？」

　突然の出来事に、さっきまでの深刻な悩みが頭から吹っ飛ぶ。

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってくれ！　片付けるから！」

　バタンと扉を閉じて、そそくさと瑛美のところへ戻る。

「え、えっと。茅かや名なさんが来ちゃったんだけど、同席しても大丈夫かな？」

「い、いいえっ！　このわたくしが、一人で唐から渡と先生のところを訪ねたのは、たとえすみれであっても知られたくありませんわっ」

　いつも仲良しに見える二人だが、さっきの話は瑛美と早さ弥やのプライベートな話だ。友達であっても詳しく知られたくはないという事か。

「わたくしはどこかに身を隠した方がいいですわね。とは言っても……」

　室内を巡った瑛美の視線が、窓で止まる。

「他の部へ屋やはありませんけれど、ベランダなら大丈夫ですわね」

「ダメーッ！」

　ダッシュし、窓と瑛美の間に大の字に立ちはだかってディフェンスする。

　万一にも外のすみれに聞かれたら困るので、叫びも小声だ。

　顔が引きつって、汗がダラダラ流れてくる。

「どうしてですの？　ここには他の部屋はありませんし、ベランダくらいしか……」

「そ、その……さっき慌てて片付けた時に、いろいろ見られたらマズいものをベランダに放ほうり出しちゃったから！」

「そ、そうですの？　見られたらマズいものというと……その、独身男性がそーいう時に見たりするアレとかナニとかですの？」

「う、うんっ、そうっ！　そーいう奴やつっ！」

「そ、それでしたら仕方ありませんわねっ！」

　とっさに思いついた言い訳を告げると、瑛美の頬ほおがほんのり赤らむ。

　強引で大胆っぽく見えても、女子高育ちで案外ウブなところもあるのか。

　変な誤解をされてしまったけれど、ベランダで未み優ゆうと遭遇するよりはマシだ。

「そ、そうだ。バスルーム！　バスルームの中に隠れてれば、きっと大丈夫！」

「ナイスアイディアですわっ！　先生っ！」

　瑛えい美みが親指を立てた。幸い、この部へ屋やはバスとトイレが別々だ。瑛美が風呂場に身を潜めている最中に、トイレに行きたくなっても大丈夫。

　バスルームのドアは磨すりガラスなので、中に入っただけではシルエットが見えてしまう。仕方ないので、瑛美は空のバスタブに立ってシャワーカーテンを閉める形になる。

「こ、これで大丈夫ですわね？」

「うん。くれぐれも声とか音とかに注意してね」

　瑛美に念押しをしてバスルームから出て、灯あかりを消す。一応チェックするが、外から姿は見えない。

　瑛美の時の反省を活いかしてコーヒーカップは片付け、靴も素早く箱に入れ、室内全体をもう一度見回してから扉を開ける。

「どもー。なんか、センセに無理させちゃったみたいですね」

　ぺこりと頭を下げてから、すみれが入ってきた。

「ど、どうぞ。はは……散らかってたから、大急ぎで掃除しちゃったよ」

「ホントですか？」

　くんくんと鼻を鳴らし、すみれは疑いの眼まな差ざしで室内を眺める。

「ど、どうしてそんな風に思うのかな、ははは……？」

「慌てて掃除したらホコリが舞い上がるんで、空気がそーいう匂いするんですよねー」

　男兄弟が多くていつも家事を手伝っているからか。こういう観察眼は鋭い。

「そ、掃除っていっても脱ぎ散らかした服とか、見えないとこに放ほうり込んだだけだから！」

「あー、なるほど。じゃ、洗濯物とか溜たまってるっしょ？　今度、あたしヒマ見て洗いに来ちゃいましょうか？」

「気持ちはありがたいけど、そもそもこの部屋洗濯機とかないから！　全部コインランドリーにぶちこんでるからっ！」

　何なんだ、この展開は？

　いくら家庭的で気さくな性格、しかも男兄弟に囲まれて慣れているからといって、女子高生が先生の靴下やパンツを洗うなんてあり得る事なのか？

「ど、どういう用件かな？　時間も遅いし、短く済ませてくれると助かるんだけど」

　ローテーブルを挟はさんで、向かい合って座る。

「へへっ、ごめんなさいね。家の手伝い済ませてから来たら、こんな時間になっちゃって」

　すみれはいたずらっぽく、舌先をちろっと出した。

「だったら、明日学校でもよかったのに」

「でもほら、あたしとセンセってだいたい会うのは委員会室で瑛美ちゃんと一緒じゃないですか？　あんまり瑛美ちゃんには聞かれたくない話なんですよねー」

　ガタッ！

　すみれの言葉に反応して、風呂場の方で物音がした。

「何すか？」

「は、ははっ！　多分、風呂場に放ほうり込んだ洗濯物が崩れたんじゃないかな？」

　さっきのでっち上げからのコンボで、何とか無理のない言い訳がすらすら出てきた。

　カタッ！

　続いて、今度はベランダからもガラスを軽く叩たたくような音。

「風ですかねー？　あたしが来た時は、大して吹いてませんでしたけど」

「こ、ここは上の方の階だからっ！　それで、貴きの宮みやさんに聞かれたくない話って？」

　ごまかしながら、話を戻す。

　学年は違うけれどいつも仲良し、息の合った名コンビに見える二人だけど、実は案外腹にため込んでいるものがあったりするのか？

「ヤバい秘密とかじゃないですよ。ちょっと恥ずいっていうか、照れくさいっていうか」

　健けん太た郎ろうの不安な表情を気遣ったのか。すみれは右手をひらひらと振った。

「ほら。瑛えい美みちゃんと早さ弥や会長って、しょっちゅう衝突してるでしょ？」

「う、うん。まあね……」

　プールの一件のせいか。今日きようの訪問者はみんなその話題だ。

「まー、正直あたしも早弥会長って苦手なんすけどね。悪い人じゃないと思うんですよ」

「うん。僕もそれは、同感」

「ただまあ、瑛美ちゃんとは反りが合わないっていうか。二人とも我が強くて負けず嫌いのタイプだから、何かあると張り合うような形になっちゃうんですよねー」

「うんうん。同感だよ、僕も。もう少しソフトに接すれば案外仲良くできそうだよね」

　さっき提案した通りの事なので、健太郎も笑え顔がおで肯うなずいた。

　バスルームの瑛美も、自分だけでなく親友のすみれもこんな風に考えていると知れば、少しは態度を改めるかも知れないし。

「んで、何か今日は唐から渡とセンセが早弥会長と話してたみたいだし、何かきっかけがあったら瑛美ちゃんと会長の間を取り持ってくれないかなーとかって」

「は、はは。そうだね」

　提案を受けるどころか、そのアプローチは既に実行済みだ。

「えっと……ところで、そんな事を言うためだけにわざわざこんな時間に？」

　賛同者がいるのは嬉うれしいけど、直接訪ねてくるほどの用件かというと疑問だ。しかも、わざわざ家の手伝いを終えてからという話だし。

「いやー。ま、確かにそんなご大層な話じゃないっちゃないんですけどねー。えーと、ほら何ていうか、善は急げっつーか、思い立ったが吉日っていうか、一学期も残り少ないから学校で話せるタイミングあるかどうか分かんないですし」

　妙に饒じよう舌ぜつに、すみれはペラペラと理由を述べた。

　聞いても、やっぱりそれほど急ぎとも重要とも思えないが。

「う、うん。まあ、その心遣いは感謝するよ。多分、貴きの宮みやさんも喜ぶんじゃないかな？　ありがとう、うん」

　感謝の気持ちにウソはないけれど、できればすみれには早く引き上げてもらいたい。

　何しろ瑛えい美みと未み優ゆうが、それぞれ隠れているという危険な状態なのだから。

「ま、瑛美ちゃんってあたしにとっては単なる先輩とか友達とかじゃなく、恩人みたいなもんですからねー。それ言ったら早さ弥や会長もですけど」

「ど、どういう事？」

　思いがけない情報が出てきた。

　健けん太た郎ろうはつい身を乗り出して聞き入ってしまう。

「あたしが小学三年、あの二人が四年の頃の話。学校は別々だったんですよ。瑛美ちゃんたちは私立のいいトコで、あたしは普通の市いち立りつ。でも、地域の子供会？　なんかそういうののキャンプで一緒になって」

　ふんふん──健太郎は無言で肯うなずき、すみれの話に耳を傾ける。

「その頃のあたし、勉強もスポーツもダメで無駄にコンプレックス強くて、友達いない子だったんですよねー。ま、いじめられっ子ってほどじゃなかったんですけど」

「ええっ？」

　今の陽気で人なつっこくて要領のいいすみれからは、想像もつかない話だった。

　だけど、人は変わる。

　現に健太郎だって、数か月前の単なる中学生からはいろいろと変化しているのだし。

「んで、ぼっちだったから、みんなで班を作りましょうって時に弾はじかれて、人数合わせで私立の子ばっかりのグループに混ぜられちゃったんです。いやー、あん時は参っちゃいましたよ。普段のガッコと違って逃げ場とかないし」

「そう……なんだ？」

　明るく軽い口調で語るけれど、それって結構辛つらい状況ではないだろうか。

「で、定番のカレー作り。他の子がサボってるのに、瑛美ちゃんと早弥ちゃんだけ手伝ってくれて。野菜の皮かわ剥むきが上手だって、瑛美ちゃんが褒ほめてくれたんですよ。『少なくとも、それに関してはこのわたくしよりもいい腕だと認めざるを得ませんわっ！』って」

　ぷっ！

　最後のセリフが身振りつきのモノマネだったので、健太郎は思わず吹き出す。

　また、風呂場の方で物音がした。

「ん？　また荷崩れですか？」

「い、いや。気にしないでいいから！　話の続きを」

　慌てて、両手を振り回して促す。

　さっき瑛えい美みも話していた、まだ二人が仲良しだった頃なのだろう。

　親分肌で周囲の目を気にしない瑛美と、マジメで正義感の強い早さ弥や──どちらの立場にとっても、すみれ一人を見捨ててサボるなんて認められない行為だったのか。

「で、そこでちょっとした衝突があったんですよ。早弥会長──ってその時は会長でも何でもなかったんですけど、一応班長さんだったのかな？　他の子がサボってるって引率の大人に言ったんですよ。ちゃんと手伝わせないと、あたしがかわいそうだって」

　早弥の行動はどこも間違っていない。

　きちんとした手順の、優等生的な判断だ。班長という責任感もあったのだろう。

「でも、瑛美ちゃんがやったのはまるっきり逆で。引率の人に叱しかられて集まった子たちの前で、こう言ったんです」

　こほん、と喉のどを整えてから、すみれは再び大げさなポーズを取った。

「あなた方が料理から敵前逃亡したのに、この子はこうして見事なカレーを作り上げましたわっ！　美お味いしいでしょう？　それは料理において、彼女があなたたちに完全に勝利した証あかしですのよっ！」

　ぷっ──健けん太た郎ろうは、また吹き出してしまった。

　いかにも瑛美が言いそうな事だ。

「でまあ、みんなもソレ食べるしかないし、実際カレーは上出来だったんで、あたしの株も上がって、残りの日程は上う手まくやれて、いろいろ自信もついたんですけどねー。でも、そのせいで間ま辺なべ会長の面目は潰つぶれた形になっちゃって」

　瑛美の主張が功を奏したのは、あくまで結果論。たまたますみれの料理の腕が優れ、みんながカレーを美味しく食べたから。

　建前としては、早弥がした事の方が正しい。

　バレエ教室の時とやった事そのものに違いがある訳でもない。ただし、立場や状況が変われば周囲の評価も変わる。

　小一なら『怖いイジメっ子に怯おびえず、大人に話す』のが勇気ある行動だろうけど、五年生ともなれば『堂々と自分の意見でみんなをねじ伏せた瑛美』の方がかっこよく、『大人に告げ口した早弥』はみっともなく見えてしまう。

　ましてこの場合、瑛美のおかげですみれは残りのキャンプを楽しめたし、早弥の働きかけの方はきれいに空振りしちゃったのだから。

　肩書きというか役職にふさわしく頑張ろうとしたのだって、子供の目から見れば『班長だからって偉そうにしてる』ようにも思えるだろうし。

　みんなのためを思って、他人が面倒くさがるような仕事を引き受けて、でも結局は評価されずに貧乏クジを引いてしまう──それが早さ弥やの『流れ』なのだろう。

　小学校時代にそんな経験をしても、腐らずに高校でも生徒会長に立候補するあたり、ただ流されているだけでなく、激流の中で力強く泳いでいる感じがする。この出来事と理事会の問題が重なり、父の力になりたくて習い事などもやめたのかも知れない。

「そっから学校でも前より積極的になれて、得意分野で胸張れるようになって。キャンプの時だとまだ『何だかすごい金髪のおねーさん』としか知らなかったんですけど、親とかに聞いたら貴きの宮みや不動産の娘で宝ほう盟めいの理事長の孫って分かって」

　瑛えい美みが宝盟に入学したという噂うわさを耳にして、すみれは彼女を追いかけた。

　そして瑛美が高等部に進み、近年停滞気味の交流委員会の活動を活性化させると決めた時に、すみれも得意分野を活いかして協力する事を決めたのだという。

「瑛美ちゃんってちょっと危なっかしいっていうか、放ほっとけないところもあるでしょ？　勢いはあるけど大ざっぱだし、そのくせ何でも自分でやりたがるし」

　昨年度、瑛美は旗振りは派手だけど学校当局への許可申請や事務手続きはいい加減で、何度か先生とモメたのだという。

「だから、そういう細かいトコはあたしがフォローしてやんないとダメかなーって。ま、内申点狙ねらいで委員会活動ってのもホントですけどねー」

　すみれは、笑いながらちょろっと舌先を出した。

「間ま辺なべ会長の方も恩人なんで再会した時に一応お礼言ったんですけど、向こうもこっちの事はそれほど覚えてなかったみたいだし、事務手続きとかであたしがカバーできる事はあんまりないし」

　ここにも、やっぱりなりゆきや流れの産物があった。

　ほんのちょっと運命がズレていたら、すみれは早弥とコンビになっていた。この子の柔らかい人なつっこさが、生き真面目まじめで頑かたくなな早弥の欠点を補っていたかも知れないのだ。

「あたしの昔語りはこんなトコですけど、要するに何でも自分でグイグイやっちゃわないと気が済まない瑛美ちゃんと、大人ウケしたいいい子の早弥会長のズレって、あの頃に始まったんじゃないかなーって」

「なるほど。確かにそんな感じかもね」

　瑛美と早弥、それぞれの自己評価とも大きくはズレてない。

　思えば『高校生の恋愛や結婚』という話題になった時も、瑛美が己の判断に絶大な自信を持っていたのに対し、早弥の方は常識的なモラルを尊重した意見だった。

　健けん太た郎ろうも、今まで常識や規則について深く考察した事がある訳ではない。親や教師に逆らう不良ではなかったし、杓しやく子し定じよう規ぎにどんなルールも守るマジメ少年でもなかった。

　大胆な一人旅に出たのだって、親の勧めに乗っかっただけだ。

　だから偉そうな事は言えないけれど、十代半ばというのは常識と自由の天てん秤びんの針が最も大きくブレる時期なのかも知れない。

「分かったよ。せっかくそういう話があるんだから、僕が間を取り持つだけじゃなくて、茅かや名なさんも協力して二人を仲良くさせるのがいいんじゃないかな？」

「でもほら、早さ弥や会長から見ればあたしってば瑛えい美みちゃんの子分じゃないですか？　今さら偉そうに中立ヅラしても信じてもらえないだろうし」

　こういう現実的で柔軟な視点も、瑛美や早弥、それに未み優ゆうにもないすみれの得意分野だ。

　確かに、これは健けん太た郎ろうの出番かも知れない。

　少なくとも瑛美は懐いているというか、向こうから積極的に関かかわってくるし、早弥からいろいろ反発されているとはいえ、一応は『大人』だ。その立ち位置からアプローチしていくという手はありそうだ。

　大人ではあるけれど生徒たちと歳としが近くて共感できそうというのは、そもそも健太郎に期待されている役割だし。

　まあ、実際には早弥より年下、すみれと同い年でしかないのだけど。

「もちろん僕も努力するけど、茅名さんにも手伝ってほしいな。貴重な話、ありがとう」

「いやー。ほら、今までだと瑛美ちゃんと間ま辺なべ会長のやりとりって、割としょーもないレベルだから放置しててもいいのかなーって思ってたんですけどね。何か唐から渡とセンセに飛び火しそうな雰囲気になってきたでしょ？　それってヤバいかなーって」

「そ、そうか？」

　何やら関心というか、話の焦点が自分になってきた。

「あたしも、先生のお役に立てたみたいで嬉うれしいです」

「うん、ありがとう。でも、もう時間も時間だし、早く帰った方がいいんじゃないかな？」

　何だか追い返すような物言いになってしまったが、何しろ隠し事がある。

「そっすねー。じゃ、今日きようはお邪魔しました」

　すみれは素直に頭を下げると、立ち上がって玄関に向かった。

「あ、そうだ。夏休みに入ったら、時々部へ屋や掃除とかに来ていいですか？　ほら、あたし家事全般は得意だし、センセも慣れない一人暮らしで大変っしょ？」

「き、気持ちは嬉しいけど、やっぱりいくら先生でも、一人暮らしの男のところへ女の子が訪ねてくるのはあんまりよろしくないからっ！　特別な事情でもない限り、なるべくコンタクトは学校を通した正式な外交ルートでっ！」

　いきなりなすみれの発言にうろたえたせいで、ところどころ変な単語が混じってしまう。

「ちぇっ。んじゃ、これからもなるべく『特別な事情』見つけるようにしまーす。おやすみなさーいっ！」

　明るく言い残し、すみれは部屋を出て行った。

「ふぅ……」

　大きくため息をつく。

『特別な事情』をわざわざ見つけるって何なんだ？

　すみれはああいう性格だし、やっぱり自分をイジって面白がっているのだろうか。

「おっと、いけない！」

　小声で呟つぶやき、ぴしゃんと頬ほおを叩たたいて気持ちを引き締める。

　この部へ屋やにはまだ、解決しなければならない問題が残っているのだ。

「まずあっち、それからこっち。あっち、こっち」

　やはり小さな声で、バスルームとベランダを交互に指差し確認する。万一にも順番を間違えたらお終いだ。

　三度ほどチェックしてから、バスルームの扉を開ける。

「お待たせ」

「……ふぅ……」

　行儀悪く片手で顔を扇あおぎながら、瑛えい美みが現れる。額や頬は汗でぐっしょりと濡ぬれ、白いＴシャツが張り付いて肩の色やブラのラインがうっすらと透けて見えていた。

　締め切ったバスルームの内部には、充分な冷房が届かないのだ。

「だ、大丈夫？　ちょっと待ってて！」

　冷蔵庫からミドルサイズのスポーツドリンクを取り出し、コップと一緒に手渡す。

「ありがとうございます。不作法ですけれど、直じかに失礼いたしますわ」

　ボトルだけを受け取った瑛美は、キャップを外すと直接口を付けて飲み始めた。

　白く滑らかな喉のどが『ごきゅっ、ごきゅっ』とリズミカルに波打ち、口の端から溢あふれた透明な流れが首筋を伝い、汗に混じってＴシャツの襟元を濡らす。

　気まずくなって、健けん太た郎ろうは思わず目を逸そらした。

　下着や水着のように単に肌の露出が多いよりも、汗をかいて水分を欲ほつする身体からだの生々しさの方が、頭の芯の熱いところへぐいぐい押し入ってくる。

「ふぅ……。ありがとうございました、先生」

　唇を指先で拭ぬぐい、瑛美は半分ほど残ったボトルを差し出す。

「それにしても……すみれったらあんな話をするなんて、ちょっと照れくさいですわ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんで自信家の瑛美が、らしくもなくはにかんだ。

「僕は、昔から貴きの宮みやさんは貴宮さんなんだって思ったけどね。らしいっていうか」

　健太郎が笑うと、瑛美の頬が少し赤らんだ。

「そ、その通りですわ。このわたくしは、昔からずっと変わらずに貴宮瑛美ですものっ！　もちろんいろいろ変化をしても、本質は変わったりしませんわっ。勝利を目指すのも、不正を許せないのも、このわたくし、貴宮瑛美の神しん髄ずいっ！　唐から渡と先生がそれを理解し、評価してくれるのを嬉うれしく光栄に思いますわっ！」

　勝ち気で、正義感が強い──確かにそれが瑛えい美みの根本なら、早さ弥やとの共通点だ。

　ただ正義のあり方がズレているから、妥協できずに激しく衝突してしまうのだろう。

「何にせよ、今の話を踏まえて間ま辺なべさんとは一度腹を割って話し合った方がいいと思うよ。親戚で同じ学校で、互いに意識し合っているんだから、つまらない事をずっと引きずっていない方が楽しいだろうし」

「そうですわね。今日きようは、本当にありがとうございました」

　立ち去ろうとして、瑛美はふと足を止めた。

「あの、先生。よろしければ、何か羽織るものでもお貸しいただけませんこと？　この格好だと、さすがに差さし障さわりがありますし」

「あ、ああ、そうだね。ごめん、気が利きかなくてっ！」

「まあ、わたくしとしては乾くまで待たせていただいても構いませんのですけど」

「い、いや！　もう時間も遅くなってきたし。こんなのしかないけど、ごめんっ！」

　部へ屋やの隅に置いた衣装ケースの中から、ジャージの上着を取り出す。

「ありがとうございます」

　大柄な健けん太た郎ろうに合わせているから、瑛美が着ると袖丈が余ってしまう。それでも、ジッパーを上げると大きく膨らんだ胸の形が浮き出る。

「洗濯したてで清潔だから、安心していいよ」

「……でも、唐から渡と先生が着ていたものですのよね」

「えっ？」

「いいえ。何でもありませんわっ！　唐渡先生、わたくしの靴は？」

「えっと……」

　そこの段ボールに──と言いかけて、慌てて口を噤つぐむ。

　瑛美が勝手に開けて、未み優ゆうのサンダルを見つけたら一大事だろ！

「は、はいっ！　どうぞっ！」

　見られないように身体からだでブロックしながら、箱から瑛美の靴を取り出して並べる。

「では、先生っ！　お休みなさいですわっ！」

　一瞬見せたしおらしい態度は何だったのか。

　いつも通りのハリのある声で高らかにあいさつすると、瑛美はドアを開けて出て行った。

「ふぅっ！」

　さっきよりも更に深い深いため息をつく。

　これで本当に一段落だろう。

　最初の休日には、今日の三人に加えて花か菜なも訪問していたけれど、さすがに彼女までこの後で現れるなんて事はないはずだ。

　確信して、健太郎はベランダへと続く窓をカーテンごと開いた。

「ごめんっ！　待たせちゃって」

「いえ。構いません。事情は全部把握しているのですから、そういうデートに遅刻した男性みたいな事は言わなくても大丈夫です」

　さすがにエアコンが効いた部へ屋やよりは気温が高いとはいえ、高い階で夜風も吹いている。未み優ゆうの顔に浮かんだ汗は瑛えい美みのそれに比べるとささやかで、消耗した様子もない。

「先生、わたしにもスポーツドリンクをいただけますか？　新しいのを出す必要はありません。貴きの宮みや委員長の飲み残しで充分です」

　冷蔵庫を開きかけたところに声がかかって、健けん太た郎ろうは内心『いいのかなぁ』と思いつつ中身の減ったボトルとコップをローテーブルに置いた。

「ありがとうございます」

　ペットボトルの中身を全部注ぎ入れると、コップに七分目ほどになった。未優は、それを数度に分けて飲み干した。

「えっと……まだあるけど、おかわりする？」

「いえ。もう充分です。喉のどが渇いたというより、貴宮委員長の飲み残しを使い切るのが目的でしたから」

「へ？　どういう意味？」

「あ、あまり深く考える必要はありません。その方が洗い物とかゴミの管理とか、楽だろうと思っただけです」

「まあ、そりゃ確かにそうだけど……」

　未優の主張にも一理あるが、さほど気にしなくてもいい問題のような気がする。

　そもそも健太郎がコスト的には多少割高なのに小さいボトルにするのは、スポーツドリンクは暑い外からの帰宅時や風呂上がりに、一気にラッパ飲みしたいからだ。

「あ……」

　という事は、瑛美が飲んだボトルをそのまま冷蔵庫に戻してたら、忘れてうっかり間接キスする事になっていたのか。

「どうしたんですか、先生？」

「あ、いや。何でもないっ！」

　自分が不ふ埒らちな事を考えていたと気付かれないよう、精一杯シリアスな顔を作って未優と向かい合って座る。

「時間がないので、簡潔に言います。先生、間違ってます」

「また？」

　未優の指摘に、思わず声を上げる。

「前にも言った通り、間ま辺なべ会長の件に首を突つっ込む必要はありません。先生の正体が露見するリスクが増えるばかりです」

「た、確かにそうかも知れないけど、一応先生としては放ほうっておけないし……」

「己の許容量以上の問題を引き受けても、破は綻たんして結局関係者全員が困るだけです」

「キャパを超えるかどうかは、やってみなくちゃ分からないだろ？　神こう月づきさんの時だって、上う手まくいく確信があった訳じゃないし」

　未み優ゆうに悪意はない。自分を気遣ってのアドバイスだというのは理解している。

　だけど筋が通っていても『はい、そうですね』と折れる訳にはいかない。

「それに、間ま辺なべ会長とは特に親密な訳じゃないけど、貴きの宮みや委員長や茅かや名なさんからも頼まれた事だよ。無視する訳にはいかないじゃないか？」

「そ、それはそうですけど……先生は他の女の子をひょいひょい部へ屋やに入れすぎです。正体がバレたらどうするんですか？　わたしだけに……そう、事情をちゃんと知っている唯一のパートナーであるわたしだけに限定するべきです」

「い、いや。オレが呼んだ訳じゃないし！」

「先生は、確かに人気があります。だから、中には面白がってイジるだけでなく、本当に異性としての好意を抱いだく人だって現れるかも知れません」

「う、うん？」

　何か、話が飛んだような気がする。

「もちろん人間同士の問題として、相手の真剣な気持ちには真剣に向かい合うべきです。でも、唐から渡と先生の場合単に『先生と生徒の関係』というだけでなく、秘密を抱えている身です。その露呈を防ぐためには『真剣に向き合わなければならない状況』にならないよう、その手前でブロックする事が重要なんです！」

「そ、その理屈は分かるけど、さっきまでの話の流れとは違うよね、この問題は？」

「は、はい。そうです。前から気になっていたので、つい……」

　未優が恥ずかしそうに顔を伏せた。

「それに今回の場合、みんな深刻な様子でこんな時間に訪ねてきたんだし、冷たく門前払いって訳にもいかないだろ？」

　そもそも実際に話してみるまで、どの程度の急用かも分からなかったのだ。

「……そうですね。では、本題に戻りましょう」

　未優は真剣な表情で、姿勢を正した。

「わたしだけが知っている通り、先生は本当は一六歳。貴宮委員長も間辺会長も実際は先生より年上ですし、双方の親にも関かかわる問題です。下へ手たに触ると面倒に巻き込まれるリスクが増えます。今の立場を守るため、距離を置いて静観する方が賢明です」

「確かにそれが正論だろうね。正直、自分でも何かできるって自信なんてない」

　正直に答える。堂々と胸を張るなんて無理だ。

「でも、立場が人を作るっていう事もあるんじゃないか？　オレはこの二か月ちょっと先生をやってきて、少しでも先生らしくしよう、先生らしい事を実行しようと頑張ってきた。スポーツ大会の時の神こう月づきさんの事が、そのきっかけみたいなモンだし」

「……あの事は、心から感謝してます」

　微かすかに頬ほおを染め、未み優ゆうが俯うつむく。

「これからも先生を続けていくんだとしたら、ただポジションを守るためトラブルを避け続けるんじゃなく、先生にふさわしい行動をしなきゃいけないんじゃないか？　それが、オレの正体を知っても先生だと認めてくれる神月さんへの誠意だとも思ってる」

「あ……ありがとうございます」

　未優の頬が、更に少し赤みを増した。

「アドバイスは感謝する。でも、オレはオレなりにできる範囲で──いや、やりたいって思った範囲で精一杯頑張りたいんだ。神月さんには迷惑かけないからさ」

「言ったでしょう？　わたしと先生はもう一いち蓮れん托たく生しよう、運命共同体です。先生が何をするにしても、わたしは無関係じゃないんです」

　これを言われると弱い。

　万一健けん太た郎ろうの正体がバレたら、知ってて内緒にしていた未優の立場にも関かかわる。

「ですから、どうしても先生の決心が揺るがないのなら、迷惑かけないなんて安やす請うけ合いはしないでください。わたしもサポートします」

「ありがとうっ！　恩に着るっ！」

　ガラスのローテーブルに両手をつき、頭を深く下げる。

「先生らしくというのなら、軽々しく土下座なんてしない方がいいですよ。では」

　静かな口調で告げて立ち上がり、未優は玄関に向かう。

「そ、そうかな？」

「そうです。値打ちがさがりますよ。おやすみなさい」

　去り際に残した笑みは『早さ弥やの件には関わらないように』と訴えていた時とは違って、温かく柔らかだった。

　すっと、肩の力が抜ける。

「……まあ、こんな風に頼られるって事は、少しは先生らしくなろうって効果が出てるって事なのかな」

　三人が去って行ったドアと、机上の本の山を交互に見て、健太郎は頭を掻かいた。




「ふぅ……」

　マンションから外へ出て、未優は夜空を見上げた。

　夜空は街の光に煙っているが、それでも夏の銀河が濃紺を横切り、アルタイルやヴェガは強い輝きを誇っている。

　どうしてあんな風に言ってしまったのだろう──未み優ゆうは後悔を噛かみしめる。

　ただ立場や秘密を守るだけなら『本気の告白をされそうな状況そのものをブロックする』方が適切なのは理解している。

　その上でなお、『真しん摯しな想おもいを向けられたら、誠実に受け止めてほしい』と告げたかった。

　自分自身のためにも。親友の花か菜なのためにも。

　だけど、ベランダに隠れて瑛えい美みやすみれが健けん太た郎ろうに接する様子を聞いていたら、あんな物言いになってしまった。

　今までの雰囲気からすると、瑛美やすみれは──自分と違って──人気者の健太郎をからかって楽しんでいるだけの印象だった。

　けれど、今日きようの態度はちょっと違う。

　最初の休日でかち合った時のままだったら、瑛美とすみれは素直に同席したはず。

『みんなの唐から渡と先生』であって欲しくないから、イベントの景品扱あつかいはやめる。

　どんな些さ細さいなものでもいいから理由を作って家を訪ねたい。二人っきりで話をしたい。

　二人きりで語らったと、他の人には知られたくない。

　瑛美もすみれも、きっと未優と同じ事を考えているからこそ、言動も似てしまう。

　何がきっかけなのかは知らないけれど、瑛美もすみれも、健太郎を見直すような出来事があったに違いない。

　あの時の四人の中で花菜だけ現れなかったのは、口実が思いつかなかったからではなく、『好きになってはいけない人』『想っても結ばれない人』だから気持ちを抑えて、行動を控えているからに違いない。

　それに比べて、正体を知っているという手札を利用して近づき、他の女の子と距離を取らせようとしている自分は──なんて不純なのだろうか。

　人は合理性や正しさだけで生きるのではないと、教えてもらった。

　そのせいで、こんな身勝手で後ろめたい気持ちまで抱える事になってしまった。

　今や恋心という猛獣は隠れるのをやめ、未優の内に君臨する野性だ。

　同じように恋こい敵がたきであっても花菜に対しては誠実でありたいと思っていたのに、瑛美やすみれに関する事では『関かかわらないように』と健太郎に言ってしまうし、恐らくは恋愛感情なんて抱いだいていない早さ弥やの事を気にかけるのにも嫉しつ妬としてしまう。

　理性や理屈では制御不能の、ままならない気持ち。

　こんな状態で大丈夫なのだろうか。

　健太郎の秘密を守り通し、花菜と友達のままでいられるのだろうか。

　不安に包まれ、未優は再び空に目を向ける。

　アルタイルとヴェガ──七夕たなばたの恋人たちの星が、無言で彼女を見下ろしていた。









５章　　『ドキッ！（以下略）』本番スタート！






　未み優ゆうから受けた注意は踏まえつつ、何とか瑛えい美みと早さ弥やを和解させる──志は立派だけれど、何といっても時間が足りない。

　健けん太た郎ろうが何か行動を起こす暇もなく、『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはなしの方向で』当日がやってきた。

　宝ほう盟めい学園のプールは中等部と高等部の体育館に挟はさまれる形で独立した棟の屋内施設で、観覧席も備えた立派なものだ。

「はは。これだけ若い女の子が水着で揃そろうと壮観ですなぁ」

「そ、そうですね」

「いつもは指定の水着だけですけれど、今日きようは実に華やかで眼がん福ぷくというものです」

「は、はは……」

　職員席──隣に座った老教師・讃岐さぬきが古めかしい言葉を交えつつ冗談めかして笑うが、健太郎としては苦笑するしかない。

　既に初老で、見るからに枯れて飄ひよう々ひようとしている讃岐ならそういう発言も軽いジョークで済むけれど、若い健太郎としてはそうもいかないのだ。

「学校行事として、ここまで羽は目めを外すのはいかがなものかとも思います。少なくとも水着は学校指定のものに限定するべきだったのではありませんか？」

　感情を抑えた厳しい声が耳に届き、思わずそちらに視線を向ける。

　教職員エリアの隣には、理事席が設けられている。

　理事長の他、何人かの理事が観覧を希望したので委員会で設置したのである。

　声の主ぬしは、真夏にも関かかわらず杉すぎ綾あやのスーツを着込み、幅広のネクタイをきっちり締めた壮年の男性だった。見るからに厳格で、関わると面倒くさそうなタイプ。

「間ま辺なべ理事の仰おつしやる事も分かります。しかし、生徒たちが自主的に決めた事です。若い者が華やかに装よそおいたいのは自然な気持ちでしょう。これは体育の授業や臨海学校ではなく、あくまで生徒主催の交流行事なのですから」

　隣の席で、ジュノーが答える。

　イメージした通り、スーツの男性は間辺理事──早弥の父親だった。

　言っている内容も基本的に早弥と同じ。ジュノーの反論も、瑛美の論拠と同じ。

　互いに大人で、節制があり礼儀正しいから険悪な印象はないけれど、こういう摩擦が瑛美と早弥にも継承されているのだろうか。

「それにしても、立派な設備ですな」

　間辺の隣、だらしなくネクタイを緩ゆるめて、扇子を広げてばたばたと襟元を扇あおいでいるのは小太りの中年だ。あまり威厳の感じられないニヤニヤ笑え顔がおで辺りを見回している。その視線に、値踏みするようないやらしさを健けん太た郎ろうは感じてしまった。

「プール本体はもちろん、客席などもこれだけ充実しているとなると、一つの学校の設備としては充分──というより、贅ぜい沢たく過ぎるくらいですな」

「設備の充実は生徒や保護者へのアピールポイントともなりますし、中学や高校の大会会場としても活用できます」

「はっはっは。そういう見方もありますかな？」

　抑えた口調で告げる間ま辺なべに、小太り男はわざとらしい笑いで答えた。

　この扇子男が売却派理事か。プールの充実を今さら評価しているのは、銀行から送り込まれて日が浅く内部を見るのが初めてだからだろう。

　早さ弥やから教わった予備知識がなければ、推察さえできなかった。

　ちなみに理事の面々は平服だが、健太郎を始めとする教職員は基本的に水着だ。

　競技に参加する予定もあるし、事故などが起きた場合は生徒を助けるために水に飛び込むケースも考えなければならない。

　健太郎は先日と同じ、ボックスタイプの水泳パンツの上にグレーのパーカーだ。

　視線を生徒たちに戻すと、讃岐さぬきが言った通りにさまざまな水着で着飾っている。

　瑛えい美みの思惑が成功したのか。学校指定の水着は全体の三分の一程度で、大半はビキニだったりセパレートだったりワンピースだったりと、それぞれ装よそおいを凝らしている。

「みなさまっ！　お待たせいたしましたわっ！」

　プール脇わきに設置された演台に瑛美が現れた。本人の声とスピーカーで拡大された音声が、微妙なズレで重なる。

　ばっ！

　着用していたラッシュガードを脱ぐと、現れたのは市民プールの時の白ビキニとは違う。金属光沢で輝くダークグリーンのワンピース水着だった。

　ただし、極端なハイレグで胸元の切れ込みはおへそまで届く鋭角的なデザイン。

　大胆すぎるスタイルだが瑛美の整ったプロポーションには完かん璧ぺきにマッチしていて、同性である生徒たちからも感嘆とどよめきが広がる。

　健太郎の視線も、釘くぎ付づけにされてしまった。

　隣でマイクをセットしているすみれは、基本は市民プールの時と同じだけれど肩のストラップにアクセサリーを付けたりパレオを巻いたりと、アレンジを加えていた。

「ではっ！　ただいまより交流委員会運営による一学期最後のイベント『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはなしの方向で』の開催を、このわたくし、交流委員会委員長である貴きの宮みや瑛美が宣言いたしますわっ！」

　わーっ！

　喝かつ采さいと拍手が、屋内プールに鳴り響く。

「そうですわね……。ではっ！　プログラムからは漏れておりましたけれど、やっぱり選手宣誓が必要ですわねっ！　いかがかしら？」

　瑛えい美みが尋ねると、再度の拍手が賛意を現す。

「ではっ！　中等部と高等部、それぞれの生徒会長にお願いいたしましょうっ！」

　瑛美に指名され、中等部三Ｄの待機席から一人の少女が立ち上がる。他のクラスでも、健けん太た郎ろうは授業で教えているから一応は知っている生徒だ。水着はドット柄のワンピース。

　高等部からは、早さ弥やがしぶしぶといった様子で現れた。市民プールの時と同じ学校指定の水着だが、その上に白いＴシャツを着ているのは彼女なりのおしゃれか。それとも体形を隠すためか。

「……何よ、いきなり」

　瑛美の隣に並んだ早弥は、じろりと従姉妹いとこを睨にらむ。距離はあるし小声だけれど、辛かろうじて会話の内容は把握できた。

「急な事だから、人前で話すのに慣れた人がいいと思っただけですわ。主催運営側の代表であるこのわたくしが、自分で宣誓するのもおかしな話ですし」

「……まあ、いいわ。話としては筋が通ってるし」

　納得していない様子だが、早弥は中等部の会長と小声で打ち合わせした後、マイクに向かって立った。

「宣誓っ！　我々選手一同は、スポーツマンシップに乗っ取り、正々堂々と戦い抜く事を誓いますっ！」

「型通りですわね。今日きようはせっかく派手に盛り上がる演出のイベントなのですから、もっとユニークな宣言を期待しましたのに」

「そういうのが欲しかったのなら、もっと面白そうな人を選べばよかったのよ」

　瑛美は不敵に微笑するが、早弥は真顔で反論し、席に戻っていった。

「……何だかなぁ」

　一応は無事に終わった選手宣誓だが、健太郎は困って頬ほおを掻かく。

　先日の事を踏まえて、瑛美なりに早弥との距離を詰めようとしているのかも知れないけれど、あれだといつものままじゃないか。

　やはり自分が和解の音おん頭どを取るべきか。瑛美の方は歩み寄る気があるみたいだし。

　ふと理事席の方に視線を移したが、微笑ほほえんで見守っているジュノーに比べて、間ま辺なべは気難しい顔で腕を組み、微動だにしない。娘の宣誓に何か感じたりしないのだろうか。

　そんな疑問とは無関係に『ドキッ！（以下略）』はスタートした。

「プログラムにもありますけれど昼休みの後、午後最初の競技は先生方にも参加していただきますので、ご自分の受け持ちクラスが出場する時はよろしくお願いします」

　委員会を代表して、未み優ゆうが伝達事項を告げに来た。

「泳ぐなんて久しぶりですから、妙に胸が躍りますな」

　讃岐さぬきが笑いながら、細い腕をぐるんぐるん回した。

「あれっ？」

　健けん太た郎ろうは小さく声を漏らす。

　些さ細さいな違和感の理由は、すぐに分かった。

　未優の水着が、前回と違っていたのだ。

　学校指定ではなく、白いフリルのついたライムイエローのセパレート。上に羽織っているのは、健太郎が着ているのに似た前開きのパーカーだ。

「唐から渡と先生は、副担任ですけど宜よろしくお願いしますね」

　健太郎の席まで近寄り、小声で念押ししてから軽く会釈する。

「うん。分かっている」

　じーっ。

　未優はすぐには立ち去らず、何か訴えるような眼まな差ざしで健太郎を見つめている。

「え……えーと……。その水着、似合ってるよ」

「ありがとうございます」

　さりげなく囁ささやくと、未優はもう一度ぺこんと頭を下げ、今度こそ立ち去っていった。

　隣の讃岐にちらっと目をやったが、特に咎とがめられる事もなく、何か頬ほお笑えましいものを見たといった風情ふぜいで目を細めている。

　女の子の水着を個別に褒ほめたりするのは『先生』の振る舞いとして微妙だと考え、感想を口にするのを控えていたのだけど、むしろ全然無関心な方が不自然だったのかも。

　だからこそ、未優も健太郎のリアクションを待ち、促すような態度を取ったのだろうし。

　それにしても、かわいかったなぁ──舞い上がり気味の気持ちが顔に出ないよう、敢あえて姿勢を正して健太郎は考える。

　瑛えい美みが何種類も水着を持っているというのは想定してたパターンだけど、未優の水着姿を二バージョン見られたのは嬉うれしい誤算だった。

（まさか、今日きようの隠し球にするつもりで、前回は学校指定？　いやいや、さすがにそれは考えすぎだろ）

　緩ゆるみかけた頬をぴしゃんと叩たたく。

　きっと買ったばかりの新品をすぐに使うのを避けたとか、そんな理由だろう。

　そんな事を考えているうちに競技が始まった。最初は、会場の準備などが不要なオーソドックスな自由形だ。

「唐渡せんせーいっ！　見ててねーっ！」

　スタート台から大きく手を振っているのは、中三Ｂから出場する三み隈くま妙たえ子こ。アスリートらしい引き締まった身体からだに、競泳用の水着が似合っている。

「おうっ。頑張れよー！」

　副担任として素直に声援を送る。

　未み優ゆうの注意はあくまで『生徒個々人と、特別な感情で近づきすぎない』であって、副担任として自分のクラスを応援するのはむしろ適切な行動だろう。

　それでも、他の選手たちから『いーなぁ、若い男の先生で』と羨うらやむ声が掛かる。

「位置について、よーいっ！」

　水着に黒のラッシュガードを羽織った燿よう子こが、スターターピストルを構えた。

　パンッ！

　バシャンッ！

　発射音に、飛び込み音が続く。

　妙たえ子こは力泳するも、やはり本業はランナーで泳ぎは専門外だ。体力に勝る高等部の選手が先行する。

　結局、妙子は辛かろうじてポイントが入る三位に終わった。

「ごめんね。勝ちきれなくって」

　タオルで身体を拭ぬぐいながら、妙子がクラスに戻った。

「ドンマイドンマイッ！　入賞しただけで充分だよ！」

「まだ充分挽ばん回かい可能です。次の出場に向けて、筋肉を冷やさないようにしましょう」

　花か菜なが激励し、未優が冷静に分析する。

　そんな様子を眺めながら、健けん太た郎ろうは満足して肯うなずく。

　あのスポーツ大会以来、中等部三Ｂの雰囲気は確かによくなった。

　それは何よりも生徒たち自身が願い、変わっていった成果だろうが、自分だって確かに貢献している。

　その実感は心ここ地ちよく、誇らしい。

　当ても目標もなく、ただダラダラ過ごしていた中学生には想像もできなかった境地だ。

　そんな間にも、競技は続いていく。

　平泳ぎ、背泳、バタフライ──各種競泳の合間合間に、プール上に特別の道具を必要としないゲームが続く。

　ゴムボール付きキャップの騎手と立ち泳ぎの馬役三人が組んで戦う水中騎馬戦バトルロイヤルでは漫研コンビを中心に奮闘して一位を勝ち取り、簡易ルールのミニ水球では花菜と未優の活躍で、惜しくも高等部のチームに敗やぶれたがそれでも三位入賞を果たす。

　午前の部が終わって三Ｂは全体で四位、中等部の中ではトップの位置をキープしていた。

　午後になると、いよいよバラエティ番組系の競技が始まる。

　一発目はプログラムにも『担任教師参加競技』とだけ書かれていて、具体的な内容は本番まで秘密だという。

　各クラスから駆り出された係員が、プールの上に白い発泡スチロールのブロックを浮かべ、位置を調整している。その中には、早さ弥やの姿もあった。

　イベント自体に賛成はしなくても、割り当てられた仕事はきちんとやるのが彼女らしい。

「それじゃ先生方。準備ができましたので、出場順にお願いしまーす」

　係員の生徒に呼ばれて、健けん太た郎ろうもプールに向かった。

「濡ぬれても大丈夫な格好ですよね？　じゃ、最初の四クラスの先生は、あの上に乗って座ってください」

　言われた通りに、健太郎はプールの端から隅に浮かんだ各辺一メートル強の白いスチロールの上に踏みだし、中央に正座した。大きめの座ざ布団ぶとんという感じで、座ると周りに余裕はほとんどない。

　それぞれの角で、参加する他のチームの担任も同様の体勢になる。

　ぐらっ！

「おわっ？」

　接岸したスチロール板を、支えていた係員役の生徒が今度は適当に押していく。小さいだけあって、揺れる中でバランスを取るのが大変だ。

　無制限にどこまでも流れて移動してしまわないように、ビニールコードでプールサイドと結ばれている。

「えー。そんじゃ『先生落としてポン』、ではルールを説明しまーす」

　瑛えい美みも競技参加者なので、代わりにすみれがマイクを握った。

　聞くからに、不吉な予感がするタイトルだ。

　ちなみに、ほとんどの競技名もすみれの発案。兄や父の影響もあって、ちょっと古いお笑い番組のセンスが好きなのだとか。

「四クラスずつ各七人の対抗戦で、笛が鳴ったら選手はプールに飛び込んで、くじ引きで決まったセンセが座ってる板を思いっきり揺らしちゃってくださーい。ただし板を直接つかんだり叩たたいたり、板の下に潜り込んだりするのはアウトって事で。先生の方も板つかんじゃダメですよー」

　たらーり。

　競技内容を途中まで知って、健太郎のこめかみに不安の汗が流れた。

「ほんでもって、最後に落としたチームに勝利ポイントって事でよろしくお願いしまーす」

　説明を終えたすみれがぺこりと頭を下げると、各クラスの席からぱふぱふどんどんとラッパやタイコの音が鳴る。

　応援も盛り上がって、完全にバラエティ番組のノリだ。

「ははは……。さすがにこの歳としになって、テレビみたいな事に引っ張り出されるとは思ってもいませんでしたよ」

　隣のフロートに座っている讃岐さぬきが、薄い後頭部をさすりながら苦笑した。さすがに水泳パンツ一丁ではなく、淡いブルーの薄いパーカーを羽織っている。

「ま、まあ、僕もちょっと恥ずかしいですけど、生徒が楽しんでくれるんですし」

　笑って答える健けん太た郎ろうだが、スチロール板が不安定にゆらゆら漂う動きが不安を誘って、少し声が震えてしまう。

「せんせーいっ！　一所懸命耐えてくださいねっ！　わたしたちもがんばりますからっ！」

　プールサイドでホイッスルが鳴るのを待ち構えている花か菜なが、両手をメガホンにして呼びかける。

　健太郎は笑え顔がおで、サムアップを返す。

「唐から渡と先生、覚悟なさいませっ！　先生をたたき落とすのは、このわたくしのクラスに決まりましたわっ！」

　対岸では、瑛えい美みが立てた親指をくいっと真下へとひねって、高らかに宣戦布告する。

　彼女を取り囲む高等部二年Ａ組のクラスメイトたちも、組んだ指を揉もみほぐしたり屈伸運動をしたりと、見るからに闘志満々だ。

「それじゃ位置についてー。よーいっ……」

　ピィ────ッ！

　ホイッスルの甲高い音が鳴り渡る。

　四チーム合計二八人の生徒が一斉にプールへと飛び込んだ。

「おっ！」

　水面が不規則に揺れ、健太郎はスチロール板に片手を突ついた。

「行きますわよ、唐渡先生っ！　そーれっ！」

　瑛美率いる高二Ａチームがいち早くたどり着き、揃そろった動きで水を掻かく。

　だが、両腕だけで起こす波は低く、板は押されるけれど大きくは揺れない。

　最初はすぐに落ちてしまうかと思った健太郎だが、このゲーム、案外難しそうだ。頑張って波を立てても、乗っている方もバランスを取るので簡単にはひっくり返らない。

「手では効率がよくないです。脚で」

　健太郎から対角線に位置する高等部二Ａの教師を落とそうとしていた未み優ゆうが、同じ事に気付いたようだ。

　未優が花菜の手を支えて位置決めをし、スチロール板を直接蹴ってしまわない間合いを保ってバタ足を始める。他にも二組同じ体勢になり、余った一人はそのまま両手でばしゃばしゃ水を叩たたく。

「おおおっ？」

　高二Ａ担任の中年男性が揺れるスチロールの上で、懸命にバランスを取っている。

　その様子を見て、他のチームも同じ戦法を採り始める。

「どうしよう、瑛えい美み？　あたしたちも」

「同じ事をやっても勝てませんわっ！　このわたくしにいい考えがあります。玲れい子こ、詩織、両手を井の字形に組みなさいっ！」

　その支持だけで意図を察したのか、名前を呼ばれた二人が向かい合い、互いの手首をつかんで腕を組み合わせる。

「はっ！」

　短く気合を放つと、瑛美はいきなり組んだ腕の上に立つ。

「行きますわよっ。はいっ！」

　号令に合わせ、玲子と詩織のコンビが反動を付けて腕をはね上げ、瑛美自身も高らかにジャンプする。

　まるでアクロバットの妙技だ。

　膝ひざを抱えて空中で一回転し、両手両脚を広げて大の字で落下し──水面みなもを直撃する。

　どっっぱぁ────んっ！

　轟ごう音おん！

　まるで爆雷投下みたいな水柱が立ち、健けん太た郎ろうを乗せた板が揺らぐ。

　船を転覆させるのは、小さな波の連続ではなく高波の一撃。

「あわわわっ！」

　広げた両腕を振り回してバランスを取ろうとするも虚むなしく、健太郎も水中に落ちた。

　ごぶわっ！

　思わず吐いた息が、口の中で泡になって膨らむ。

　背中──というか頭から落ちるような体勢だったので、すぐにはスムーズに泳げない。反射的に手足をバタバタ動かすだけだ。

　パニックを起こしかけた健太郎に向かって、瑛美がゆったりと泳いでくる。

　言葉を出せないからか。笑え顔がおでウインクして、健太郎の背に腕を回して抱き上げる。

「ぷはっ！」

　水面から顔を出し、深呼吸する。

「はーいっ！　高等部二年Ａ組、とんでもない大技で見事に勝利しましたーっ！」

　すみれのアナウンスを受けて、ラッパやタイコが派手な音を鳴らす。

　見回すと、未み優ゆうや花か菜なが立ち向かっていた高二Ａの担任は板から落ちて水面を漂っているが、他の二人はまだスチロールに座ったままだった。

「ひゅーひゅーっ！　瑛美すごーいっ！」

「貴きの宮みやさんってば役得ーっ！」

「えっ！」

　プールサイドから投げかけられる歓声で、健けん太た郎ろうは己の現状に気付いた。

　水着姿の瑛えい美みに抱き寄せられた状態だ。大きなバストの弾力を脇わき腹ばらに感じる。

「えっ！　ああ、その、ごめんっ！　じゃない。ありがとうっ！」

　慌てて離れて、立ち泳ぎで距離を取る。

　まず助けてもらった事を感謝しなければいけないのに、何で先に謝ってるんだ、オレは。

「失礼。すぐに浮かんでくるとは思ってましたけれど、このわたくしもちょうど潜っていましたから」

　濡ぬれたブロンドを素手で拭ぬぐいつつ、瑛美が笑う。

「そ、それにしても、すごい動きだったね。しかも事前の打ち合わせじゃなくてとっさにあれだけの連係をやってのけるなんて」

　口にしたのは照れ隠しに話題を逸そらしたいのが半分、率直に感心したのが半分だった。

「玲れい子こと詩織はチアリーディング部ですもの。あれだけで意図は通じますわ」

　瑛美は事も無げに言ってのけたが、それにしたってすぐに実行できたのは瑛美のリーダーシップがクラスメイトにも浸透しているからだろう。

　もちろん本職のチアリーダーではなく、自分でジャンプしたがるという目立ちたがりの性格も。

「そんじゃ、次のクラス。選手も先生も準備よろしくお願いしまーす」

　すみれの陽気なアナウンスに促され、健太郎はバシャバシャ水をかきながらプールサイドに向かう。うっかり着たままだったパーカーが濡れて重く、意外に泳ぎにくい。

「先生、大丈夫ですか？」

　先に上がっていた花か菜なが声をかけ、手を差し伸べてくる。

　その隣には、未み優ゆうもいた。こちらも、健太郎を引き上げようと手を伸ばしている。

　……どうすればいいんだ、これは？

　地味だが、悩ましい問題だ。

　片方だけの手を取ったら不公平だし、両手を女の子に預けて登るというのはさすがにちょっと危ない。何しろこっちは、体格だけは無駄に大きいのだ。

　事情が分かっている未優には、花菜が先に手を伸ばしているのだから遠慮するという気遣いを期待したいところだけど。

　あまり迷っていても、次の競技の準備に差し支える。

　健太郎は意を決し、己の両手をコンクリの縁にかけて一気にプールから飛び上がった。

　一瞬、花菜の瞳が憂いに陰る。

　思わずすがるように未優の方を見たが、表情はうかがえない。

「あ、いや。気持ちは嬉うれしいけど、こう見えても大人の男って結構重いからね。万が一にも美み里さとさんたちをプールに引っ張り落とすような形になったら大変だろ？」

　バカ──内心で、己を叱しかる。

　確かにその通りだけど、わざわざ口に出したらかえって言い訳っぽいじゃないか。

「……でも、さっきは貴きの宮みや委員長に抱きかかえられてましたよね？」

「あ、あれは、ほらっ！　ゲームの流れで仕方なくっていうか、水中で浮力もかかっていたし、向こうは年上だしっ！」

「そうですよね。中三と高二じゃ、やっぱりいろいろ違いますもんね……」

　花か菜なは、寂しそうに笑って自らの足下に目を落とした。

「え、えっと……」

　困った。

　これは本当に困った。

　いつも快活で適度にマジメで、いい感じにクラス全体をまとめている委員長が、どうしていきなりこんな態度を取っているのか。

　どうリアクションしていいのか、まったく見当もつかない。

「ほら、花菜ちゃん。みんなのところへ戻りましょう。今回は負けてしまいましたけれど、その分次の競技で取り返さないと」

　淡々としているが優しい声で、未み優ゆうは花菜の肩を叩たたいた。

「それと先生。委員会の用件で確認したい事がありますので、本部の方に来てください」

　その未優が抑制した事務的な口調で健けん太た郎ろうに告げる。

「う、うん。分かった」

　口ではそう答えたけれど、実際にはイベントが始まってしまえば健太郎に顧問としての仕事など何もない。

　多分、何かの内緒話だろう。

　気持ちを引き締めようとして、首筋に手を伸ばす。

　つかもうとして空振りして、ネクタイをしてない事に思い当たった。









６章　　クライマックス・クライシス






　今日きようのイベントは、前回のスポーツ大会に比べてもスケジュールがみっちりで、なかなか自由に動くスキがない。

　一いつ旦たん教師席に戻って身体からだを拭ふき、パーカーもぎゅっと絞った後で、健けん太た郎ろうは中三Ｂの席に視線を送る。

　ずっとこちらを観察し、タイミングを計っていたのだろう。目の合った未み優ゆうが、小さく肯うなずいて合図を送ってきた。

　なるべく自然に、トイレにでも立つ感じで、さりげなく席を離れて、未優の眼まな差ざしが指し示したあたりに向かう。

　ただし今日はプールに全校生徒が集合しているため、席はぎゅうぎゅうに埋まっている。プール棟内で人目を避けられる場所を探すのは難しい。

　こっそり渡り廊下を通って、屋内プールから校舎本棟に避難する。

「先生、こっちです」

　健太郎がきょろきょろ周囲を見回していると、階段下の薄暗がりで未優がひょいひょいと手招きをしていた。

　制服姿ならまだしも、水着にパーカーというスタイルでこんなところにうずくまっていると、かなり強烈な非日常感がある。

　健太郎も、膝ひざと膝がくっつきそうな距離でしゃがみ込み、顔を近づける。

「先ほどは申し訳ありませんでした。うっかりわたしも手を差し出したせいで、変な事になってしまって。ごめんなさい」

　まず、謝罪の言葉が出てきた。

「ま、まあ、確かにあまり神こう月づきさんらしくないかなって思ったけど、あまり気にしなくてもいいよ。それより、本題は？」

　前のスポーツ大会に比べてもスケジュールがびっしりなので、あまり話し込んでいる時間はない。手早く済ませなければ。

「競技の流れ上仕方なかったのかも知れませんけれど、もう少し態度には気を付けるべきだと思います」

　まっすぐに健太郎の顔を見据えながら、未優が告げた。

「た、態度って？」

「プールに落ちて、貴きの宮みや委員長に助けられた時、ニヤついているように見えました」

「に、ニヤついてたの、オレ？」

「わたしには、そう見えました。その……胸の大きな水着の女性に抱きつかれて喜んでいるように」

「ちょ、ちょっと待って！　あの時、そんな余裕なんてなかったから！」

「先生、声が大きいです」

「あ、ごめん。でも、それは本当に誤解だってば！」

　声のボリュームを下げて、改めて訴える。

　あの時は溺れかけとまではいかないけれど、水に落ちて焦あせってて、訳も分からないままとにかく救われて助かったというだけで、ボリュームとか感触とか楽しんでいる余裕はなかった。

　単に『ちゃんと呼吸できた喜び』の表情が、別種の嬉うれしさだと勘違いされただけではないだろうか。

「とにかく、今日きようは前回と違って、周りは水着の女子ばっかりです。いろいろ刺激が強いんじゃないですか？」

「ま、まあ……そうかな？」

「例えば、わたしの水着はどう思いますか？」

　尋ねながら、未み優ゆうはしゃがんだままだけどパーカーの前を少し開いた。

「え、えっと……。うん、似合ってると思うよ」

「……無難ですね」












　未み優ゆうの頬ほおが、少し膨れた。

「あ、いや！　前回のスクール水着よりもよく似合ってて、神こう月づきさんの魅力が引き立ってるっていう意味だから！」

　会話の流れからして『中高生女子の水着程度で一喜一憂したりしない、余裕ある成人男性のリアクション』が期待されていると思ってそれらしく答えたのに、どうして未優は不機嫌になったのか。

「……ちゃんとそこはチェックしててくれたんですね」

　今度は口元が緩ゆるむ。

「あ、いやまあ、それは当然で……」

「先生がそれだけ冷静ならいいんです。とにかく、あまり浮かれたりドギマギしすぎたりしないように」

「うんうん。分かってるって」

「先生の秘密を守り通すために、些さ細さいであっても不自然な言動は避けてください。わたし以外の誰かに知られたら、大変な事になってしまうんですから」

「う、うん。それは分かっているよ」

　これまでも幾度となく繰り返されてきた指摘に、健けん太た郎ろうは改めて肯うなずいた。




（何なの、今の話！）

　階段に近い廊下の角、壁にぴったりと張り付いて二人のひそひそ話を聞いていた早さ弥やは、驚きで叫び出しそうな口を両手で押さえ込んだ。

　この現場に遭遇したのは、全くの偶然だった。

　たまたまプール棟のトイレが混こんでいたため、並んで待つよりはさっさと済ませようと考えて校舎本棟に来た帰りに、人目を避けるようにしている二人を見つけたのだ。

　聞こえる会話は途中からで、しかも音量が小さいから断片的にしか情報はつかめない。それでも『唐から渡と先生には何か重大な秘密がある』事だけははっきりと聞き取れた。そして、神月未優だけがその『秘密』を知っている。

　今すぐ飛び出して問い詰めるべきか？

　ううん、それは得策ではないわ──冷静に判断する。

　ごまかされたり、シラを切られたりしてお終いだ。

　悔しいけれど自分は瑛えい美みほどの押しの強さもないし、蛍ほたるほど柔軟な頭もない。あの神月未優という子は物知りで弁が立つから、一対一でやりあったらこっちの勝ち目は薄い。

　とにかく今は、向こうに気付かれないように隠れ続けて、もっと具体的な話が出てこないか注意する事だ。

　だが──。

「おぉ～い、早さ弥やぁ～。早弥ちゃ～ん？　生徒会長～？」

　のんきな、というよりはだるい感じの声が名前を呼びながら近づいてくる。

（ほ、蛍ほたるってば、どうしてこんなタイミングで来るのよっ！）

　スルーされるよう祈りながら、さらに強く壁にくっつくけれど、カメレオンならぬ身。風景に溶け込んだりはできない。

　しかも『プール側から来る人に見つからないように隠れている唐から渡と先生たち』の目から逃れるポジションについているので、当然こっちは逆方向になってしまう。

　いきなり、目が合った。

「あ～、いたいた。早弥ってば、そんなトコで何してんの？　もうすぐ次の出番だよ～」

　唇の前に指を立てて『しーっ！』と合図を送ったが間に合わない。

　もう一度沈黙サインを示し、更に両腕で大きく×印を描く。

「何～？　何か隠し事とか、ある訳～？」

　無駄だった。

　いや、無駄ならまだしも逆効果。

　最初に呼ばれた時にしれっと出て行ったら、ただの通りすがりと言い張れたのに、蛍のリアクションのせいで『隠れて聞いていた』事まで気付かれてしまった。

　とにかく、まずはこの場を離れよう。

　冷静になる時間も必要だし、蛍が迎えに来たそもそもの用件もある訳だし。




「ど、ど、どうしよう、神こう月づきさんっ？」

「お、落ち着いてください、先生」

「だって聞かれちゃったよ！　よりによって間ま辺なべさんたちにっ！」

「慌てても意味はないです」

　健けん太た郎ろうは完全パニック状態で、しゃがみ込んだまま両腕を振り回して『ふしぎなおどり』状態。

　未み優ゆうの方だって焦あせっていない訳ではないが、比べればまだしも冷静だった。

　まず階段下のスペースからちらっと顔を出して周囲をチェックし、既に早弥が立ち去った事や他に誰もいない事をしっかり確認し、再びしゃがんでから眉み間けんに指先を当て、目を伏せて数秒考え込んだ。

「……思い出せる限り、この場では具体的な事は喋しやべっていなかったはずです。ですから間辺会長に知られたのは『秘密がある』という事だけで、その秘密が何なのかは、バレていないと思います」

「そ、そうか……」

　健太郎は、ほっと胸を撫なで下おろす。

「まずは、今日きようのところは下へ手たにこちらから動かず、無難にやり過ごす事を第一に考えましょう。その上で対抗手段を執ります」

「た、対抗手段って、具体的には？」

「何か無難な表向きの『秘密』をでっち上げて、それを間ま辺なべさんにこっそり告白するというのはどうでしょうか？」

「表向きの『秘密』っていうのも変だけど……。例えば？」

「それは、これから考えます。さすがにすぐには思いつきませんから。先生の立場が傷つかないようにする事を優先するのなら、わたしの方の特別な事情とか、知られたくない話にする方が無難でしょうね」

「ちょ、ちょっと待ってよ。神こう月づきさんは、それでいいの？」

「他にいい手がありますか？」

「……今は思いつかないけど……こっちでも何か考えておくよ」

　さっきからずっと疑問と確認で、未み優ゆうに頼りっぱなしだ。

　確かに彼女の方が頭もいいし冷静だけれど、年下の女の子が恥をかいたり傷ついたりするような『秘密』をでっち上げるというのはさすがに心が痛む。

「じゃあ、今夜にでもお互いに考えた事をつき合わせて、改めて相談しましょう」

「それでいいと思うけど、今夜ウチに来るのはまずくないかな？」

　万一に備え、健けん太た郎ろうはさらに声を潜めた。

　いろいろそれらしい理由をでっち上げる事は可能だろうが、やっぱり先生と言っても男性一人暮らしのところへ女の子が訪ねていくのは問題がある。さすがに早さ弥やがマンションに張り込んで監視するとまでは思わないが。

「そ、そうですね……」

「一緒のところを見られてもマズいし、先に戻るよ。神月さんは適当に間を置いてから」

「……はい。分かりました」

　妙に歯切れの悪い未優を残して、健太郎は早足でプールへと戻っていった。




　その背中を見送りながら、未優は唇を噛かんで己を戒いましめる。

　これは、完全に自分の失策だ。

　本来なら、健太郎をここに呼び出す必要なんてなかった。瑛えい美みに支えられた健太郎が嬉うれしそうに見えたから変に嫉しつ妬とを感じて、何か言わずにはいられなかったのだ。

　もし、同じようにして健太郎に抱きついたのが花か菜なだったら、こんな風にしただろうか。

　自分が健太郎に抱きついたら、花菜はどんな風に感じるだろうか。

　頭の中にいろんな言葉がぐるぐる渦巻いて、気持ちが落ち着かない。触れてみると、ドキドキと脈打つ心臓の奥に小さなしこりがあるように感じる。

　ダメ、冷静にならないと。

　健けん太た郎ろうの前では頑張って落ち着いた態度を維持したけれど、一人になると焦あせりと後悔ばかりが湧わき上がってくる。

　まずはさっき言った通り、今日きようのイベントをやり過ごす事。

　早さ弥やはやり手の実務家だが、それだけに焦って動くとは考えづらい。慎重に外堀を埋めてくるはずだ。

　彼女を納得させて、健太郎の立場を守れるような『仮かり初そめの秘密』。

　眉み間けんに皺しわが寄るほど考えても、いいアイディアは浮かばない。未み優ゆうは、重い足取りでプール棟に向かって歩き出した。




「……という訳で、あの先生には何か知られちゃマズイ秘密があるのよ！」

「そりゃ人間、誰だって秘密の一つや二つはあるんじゃね？」

　競技の後、物陰に蛍ほたるを呼び出して早弥はさっきの話を打ち明けた。

　だが蛍は面倒くさそうにアクビして、薄いリアクションをしただけだった。

「プロ意識のない素人しろうとが先生になって、隠し事までしてるのよ！　それを一人の生徒とだけ共有してるなんて……。きっと何かいかがわしい事に違いないわっ！」

　己の気持ちを引き締めるため、早弥は反射的に左の上腕に右手を当てた。

　いつもなら『生徒会長』の腕章を着けている位置だが、今日は水着だ。ただ、素肌に触れただけ。

「あのさぁ、早弥」

　同情したような口調で、蛍はポンポンと早弥の肩を叩たたく。

「生徒会長とか、めんどくて不人気で、やる事は多いのに実は大した権力もない仕事を、一所懸命がんばってるあんたの事、あたしは嫌いじゃないよ」

「あ、ありがとう……」

　照れくさくて、頬ほおが少し火ほ照てる。

「ま、おかげであたしまで副会長なんてやんなきゃいけない羽は目めになっちゃったけど～」

「そ、その事も感謝してるわよっ！」

　早弥と蛍の出会いは、中二のクラス替えだった。

　教室の隅で誰とも話をせず、一人ぼっちだった蛍に、早弥が声を掛けたのだ。

　もっとも蛍本人が『友達とかめんどいしぃ』と考えてるのは一年で同じクラスだった者はみんな知っていたし、何より早弥自身が他に親しい人がいないのでぼっちの蛍にアプローチしたのだが。

「あの時もそうだったけど、あんたって『実際こうなってる』じゃなくて『こうあるべき』って発想で動くよね～。あたしからしたら、それがある意味面白いんだけど～」

　あくまで『友達めんどいから』という蛍ほたるに対して『クラスメイトなんだから仲良くしないと』と食い下がった結果、蛍の方が根負けしたというか状況に慣れたというか。

　以来、何かある度に愚ぐ痴ちりながらも蛍は、早さ弥やにつき合ってくれる。

「ま、世の中、現状を受け入れるだけじゃなくて理想を目指す奴やつがいたっていいと思うんだけど、周り見ない空回りばっかりじゃ早弥自身も含めて誰も幸せになれないよ～」

「そ、そうかも知れないけど……。でも……」

　今までのらりくらりとはぐらかしてきた蛍が、こうやってはっきり言葉に出してブレーキを掛けたのは、今の早弥がそれだけギリギリのラインを走っているから──なのだろう。

　それでも、自分がやっている事が間違っているとは思えない。

　多数派が喜んでいるから、納得しているからという理由で、正しくない事が見過ごされていいはずがない。

「まあ、それでも早弥が何かやるっていうのなら、一応できる範囲でつき合うけどね～」

　もう一度こちらの肩を叩たたいてから立ち上がり、蛍は『う～ん』と背伸びした。

「た、助かるけど……どうして？」

「だって損得とかじゃなく、かったるかったり筋が通らなかったりしても、一応はつき合うから友達なんじゃないの？　あたし、よく分かんないけどさ」

　そう言って、蛍はまた一つアクビをした。




「どうかされましたか、唐から渡と先生？　先程から何やら落ち着かないご様子ですが」

「あ、いや。何でもありませんから！」

　例の事があってから、教職員席に戻ってもやっぱり落ち着かない。なるべく平静を保とうとしているのだけどソワソワしてしまうのか。讃岐さぬきから心配されてしまった。

「まだ競技は残ってますけど、体調が悪いのなら早退しても構いませんよ」

「本当に大丈夫ですっ！」

　よっぽど挙動不審になっているのか。ロックウェル理事長もこちらの顔をのぞき込む。

　早弥が何をしでかすのか分からないのだ。この場を離れる方がよっぽど危ない。下へ手たをしたら欠席裁判になってしまう。

　そんな健けん太た郎ろうの不安とは無関係にプログラムは粛しゆく々しゆくと進んでいく。

　プールに浮かべたスチロールのコースを駆け抜けたり、中央に浮かんだステージでお尻しりをぶつけて突つき落としあったり、ショーアップされたゲームが繰り広げられているけれど、楽しむ気分にもならない。

　気がつくと『ドキッ！（以下略）』はほとんどの予定を消化し、プール上では最後のゲームが準備されている。

「ほーい！　それじゃ本日のラストゲーム『水上かにかにダブルス』でーすっ！」

　アナウンサー役のすみれが陽気な声を張り上げ、ルールを説明する。

　何枚かつなげて浮かべたスチロールのステージ上で、各クラスから二人一組のペアが参加して、左右から肩でビーチボールを挟はさむ。そしてお互いにウレタンの刀で殴り合い、ボールを落としたりプールに落ちたりしたら負けというものだ。

　ユニークなアイディアで直接バトル系、見た目も分かりやすい。

　だが、客席は意外に盛り上がっていない。

　というのも、トータルポイントでの優勝チームが既に決まっているからだ。

　トップは、瑛えい美みが大活躍した高等部二年Ａ組。

　二位や三位のクラスが『かにかにダブルス』で優勝しても既に追いつく可能性はない。

「じゃあ最後の最後まで、選手も応援も盛り上げていっきましょーうっ！」

　すみれが懸命に煽あおり、それを受けて各クラスも声援を送り、チアホーンやタイコを馴ならしているけれど、どこか空疎な派手さだ。

　そんな中、ゲームが始まった。

　数チームずつのバトルロイヤルで、予選を勝ち抜いた者によって最後の決勝戦が行われるというパターンである。

　実際に始まると、女の子二人が並んでビーチボールを支えるスタイルは幅が広く、動きも横歩き主体になるのでタイトル通りちょっとカニっぽい。外側の手に持ったウレタン刀がちょうどハサミの代わりだ。

　移動中にボールを落として自爆するチームあり。バランスを崩して水中に落ちるチームあり。もちろん普通に相手にやられるチームもあり。

　中等部三Ｂは未み優ゆうと花か菜なが息の合った慎重な動きを見せて、無事に予選を突破した。

　観戦している限りでは、さっきの件が原因の動揺は未優には見られない。やっぱり自分より彼女の方が冷静で腹が据わっているという事か。

　このまま何とか『ドキッ！（以下略）』を乗り切ればすぐに夏休み。

　そうなれば当面の危機は去る訳ではないけれど、優先度は下がる。さっき考えた『ニセ秘密作戦』だってあるし、時間を掛けて早さ弥やを説得するという手だってある。

　いずれにせよ、瑛美との和解の事も含めて早弥とは話し合いたいと思っていたのだし。

　健けん太た郎ろうの不安や心配をよそにイベントは進み、決勝を戦うチームが選ばれていった。

　高等部二Ａは、やっぱり最後という事で出場している瑛美とパートナーの見事な連係で危なげなく勝利し、高三Ｂは接戦を制して勝ち残った。

　そして最後の一チームは、早弥と蛍ほたるがコンビを組む高等部二Ｃだった。

　この二人は敢あえて積極的には攻めずにボールキープに専念し、他のチームが共倒れになるのを待つという作戦で生き残ったのだ。

　しょっぱい戦法に、客席からは軽いブーイングも飛んでいる。

「ではっ！　いよいよ本日ラストの大一番！　『かにかにダブルス』決勝戦ですっ！」

　すみれのアナウンスが場内に響き渡る。

　スチロール板をいくつもつなげたコートの四隅で、各チームが準備する。

　水ポチャのハプニングが起きやすいよう、みっちり敷き詰めた形状ではなくチェス盤の一色だけを実体化させた形で、パネルとパネルの間は狭せまい角を渡る必要がある。

　他のチームがそれぞれ装よそおいを凝らした水着なのに、二人とも学校指定水着の早さ弥や・蛍ほたるチームは逆に目立っていた。

「瑛えい美みちゃん──いいえ、貴きの宮みや委員長っ！」

　早弥は高らかに声を上げ、ウレタン棒ぼうで瑛美を指した。

「何かしら、早弥ちゃん？」

「もう優勝は決まっていて、このままだとせっかくのラストが盛り上がりに欠けるんじゃない？　それは、あなたとしても不本意じゃなくて？」

　声は大きく、態度も派手だ。

　だけど、どこか不自然。無理に芝居をしているように健けん太た郎ろうには見受けられた。

　早弥の普段の態度ではなく──そう、瑛美を真ま似ねているような。

「確かに、その点に関してはこのわたくし、貴宮瑛美も同感ですわ。でも、だからと言ってどうしろと？　最終戦の配点を増やせとでも？」

　パートナーにビーチボールを預け、腕を組んだ姿勢で瑛美が尋ねる。

「最終競技が始まる前ならいざ知らず、このタイミングでそれも興ざめでしょ？　どうかしら、この参加選手四チーム八人の間での真剣勝負でどう？」

「その手のガチンコは、このわたくし、貴宮瑛美にとっても望ましい話ですわ。早弥ちゃんが堅苦しい立場を忘れて、本気で立ち向かってくるのも嬉うれしい限りっ！　それで、具体的には？」

「優勝チームのメンバーは、負けた六人の中から誰か一人を指名して、何でも好きな事を一つ命令できるっていうのはどうかしら？　もちろんその個人が、今すぐこの場で実行可能な事限定で」

　おおーっ！

　普段はマジメで堅苦しい早弥から飛び出した意外な提案に、観客席が盛り上がる。

「いいでしょうっ！　全校生徒も盛り上がっているようですし、その提案、このわたくし、貴宮瑛美が『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会。ポロリはなしの方向で』を運営する交流委員会の長として承認いたしましょうっ！」

「おおーっとぉっ！　これは嬉しいハプニング！　消化試合かと思われてた最後の競技が、思いがけない展開になってきましたよー！」

　瑛美の宣言を受けて、すみれもアナウンスで盛り上げる。

　だが、健けん太た郎ろうはその興奮の渦に飲まれていない。

　冷静──なのではない。むしろ焦あせりと不安で頭の中は一杯だった。

　早さ弥やの提案の狙ねらいは明らかだ。この状況を作り、周囲を乗せて『流れ』を作るために、皆の気持ちをつかむような不慣れなパフォーマンスをしたのだ。

　唯一この危機を共有しているはずの未み優ゆうはアングルが悪く、教職員席からは華きや奢しやな背中しか見えなかった。




「何か変な展開になっちゃったけど、頑張ろうね、未優！」

　何も知らない花か菜なは、隣で勇ましくウレタン棒ぼうを振っている。

「そ、そうですね」

「何？　不安なの？　でもほら、多分あの人が優勝したって、貴きの宮みや委員長に何か要求するんじゃないの？　それに、わたしたちが勝っちゃえば問題ないんだし」

「は、はい」

　震える声で答えつつ、未優は頭をフル回転させる。

　早弥の意図は明らか。周りは『長年に渡る生徒会長と交流委員長、従姉妹いとこ同士の因縁』が本題だと思っているだろうが、狙われているのは自分だ。

　決勝でいきなり提案すれば瑛えい美みの性格なら絶対に乗ってくるし、客席の生徒たちも盛り上がるので、他の参加者も断りにくくなる。

　この舞台を作り上げるために、批難されるのは覚悟の上で堅実で地味な戦い方で決勝まで残ったのだ。

　合理的な判断のつもりの、己の油断を未優は悔いた。

　確かに早弥は手順を一つずつ踏んでいくマジメな優等生だけど、同時に瑛美の従姉妹であり、何かと彼女に張り合う闘志の持ち主ぬしでもあるのに。

「とにかく頑張ろうっ！」

「はい……」

　花菜の声に励まされ、二人で並んで両肩でビーチボールを挟はさむ。ポジションは花菜が右、未優が左なので、利きき手てでない方に武器を持つ未優は主に防御、積極的な攻撃は花菜が担当するというのが予選での戦い方だった。

　今さら方針を変えても対応できないし、同じパターンでやるしかない。

「それじゃあ、敗者への命令権を賭かけた『かにかにダブルス』決勝戦、レディー……スタートッ！」

　すみれの号令と同時に、ホイッスルが吹き鳴らされる。

　四隅から、それぞれのチームがゆるりと動き出す。

　不安定なフロート上は、歩くのも難しい。しかも各ブロックが短いヒモで繋つながっているので、他のチームの歩く動きも伝わって、全体が大きく波のように不規則にうねる。

　それでも、未み優ゆうは花か菜なと『いちに、いちに』と号令をかけて足取りを揃そろえながら、慎重に慎重に進んでいった。

　瑛えい美みたち高二Ａの動きもいいが、それ以上に早さ弥やの高二Ｃチームが俊敏だった。予選とは見違える積極的なフットワークでまず高三Ｂチームに接近する。

　ぶんっ！

　早弥が振り下ろしたウレタン棒ぼうの一撃が、相手チームのボールをたたき落とした。

　バランスを崩した高三Ｂの二人がプールに落ち、水柱が立った。その衝撃で、足下がさらにぐらつく。

「わわっ！」

「しっかり、花菜ちゃん！」

　倒れそうになった花菜に呼吸を合わせて肩を押しつけ、ボールをキープする。

　危険──未優の心の中で、黄色いシグナルランプが激しく明滅した。

　早弥は本気だ。

　絶対に、自分に命令して全校生徒の前で健けん太た郎ろうの秘密を告白させるつもりだろう。

　確かに花菜が言う通り、ちゃんと勝てば何も問題はない。

　だけど、それは不確実だ。

　だとしたら、目指すべきは勝利という最良の結果ではなく、『早弥が勝って命令権を手にする』という最悪を回避する事ではないか。

　自分たちと高二Ｃチームが戦い、もつれ合った結果として両方が水中へ落下。瑛美チームが勝ちを拾う。

『かにかにダブルス』のルールなら充分起こりうる自然な出来事だし、瑛美チームの優勝なら全すべてが丸く収まる。

　これが──合理的。

「花菜ちゃん。まずは高二Ｃの方を狙ねらいましょう！」

「う、うんっ？」

　微妙に納得したようなしないような返事で、それでも花菜は未優の方針に従った。

　ボールを落とさぬよう歩調を揃え、武器を構えて早弥と蛍ほたるへと接近していく。

　絶対に負けられない。確実な相打ち。そのためにはこちらが先にボールを落としたりせずに、自然な動きで激突して一緒に落ちなければ。

「来たわねっ！」

　早弥も、ウレタン棒を高く掲げて不敵に笑う。

　いつもはやる気のない隣の蛍も、今は表情がうかがえない。

「こっちのボールをホールドした上で、思い切り肉薄して接近戦に持ち込みましょう」

「そうね。リーチは向こうの方が長そうだし」

　ごめんなさい、花か菜なちゃん──裏がある提案を好意的に解釈してくれる友達に心の中で詫わびながら、未み優ゆうは慎重に歩を進める。

　その時──。

「花菜ーっ！　未優ーっ！　後ろ危ないっ！」

　応援しているクラスメイトから、声が飛んでくる。

「えっ！」

　体勢を崩さないように注意を後ろに向けると、不安定な足場の上、大股でバランスを取りながら瑛えい美みチームが接近してきた。

　こちらが早さ弥やチームばかりに目を向けているから、その油断をついて背後から攻撃しようとしていたのだ。

「未優、右っ！」

「は、はいっ！」

　花菜の指示に合わせて動こうとしたが、反応が一瞬遅れる。

　これも、自分のミスだ。

　表層的で安易な『合理性』に目を奪われていた。

　未優の真意を知らない花菜はもちろん、瑛美には瑛美の狙ねらいがあって、こちらの思う合理性の通りに動くとは限らないのに。

「そこよっ！」

　こちらのスキを見逃さず、早弥＆蛍ほたるチームが踏み込んでウレタン棒ぼうで殴りかかってくる。

　パシンッ！

　叩たたかれ、ずり落ちそうになったボールを支えようとして踏ん張る。

　その衝撃で足下が大きく揺れた。

「あわわわわわっ！」

　バランスを取り戻そうと花菜が右腕を振り回す。

　それを避よけようとして瑛美たちがたたらを踏んだ。

　四人がもつれ合って、スチロールの浮き板からはみ出す。

　どっぽーんっ！

　落ちた未優が耳に感じたのは、水が流れ込む感触と自分が吐き出す息の泡音。

　水面から顔を出してぷはっと呼吸をする。ほとんど同時に、未優たちも飛び出していた。

「勝者！　高等部二年Ｃ組！」

　審判を務める燿よう子こが、宣言に続いてホイッスルを吹き鳴らす。

「見事でしたわ、早弥ちゃん」

　見下ろされる構図は避けたいのか。瑛美はさっさとスチロール板に登ると、ぶんっと頭を振って金髪から水滴を散らせた。

「たとえ他のチームとの衝突による自滅でも負けは負けっ！　むしろその状況に素早く対応した早さ弥やちゃんの判断こそが素晴らしかったですわ。今日きようのところはあなたの勝利を素直に賞賛しましょうっ！　さあ、このわたくし、貴きの宮みや瑛えい美みに何なりと命令するがいいですわっ！」

　負けた側なのに、瑛美は圧倒的に偉そうだった。

「勘違いしないで、瑛美ちゃん。わたしが、命令を出すのはあなたじゃないわ」

　早弥の鋭い眼まな差ざしが、プールから板に上がった未み優ゆうを射貫く。

　事情は知らなくてもただならぬ気配を感じたのか。花か菜なが、遮さえぎるように立ちはだかる。

　蛍ほたるは、早弥の傍かたわらで微妙な苦笑を浮かべていた。

「中等部三年Ｂ組、神こう月づき未優さん」

「……はい」

　名指しされ、未優はまっすぐ背筋を伸ばして一歩進み出た。

　花菜の手に支えられて、初めて自分が小刻みに震えている事に気付く。

　何か面白い展開を期待しているのだろう。場内が、しんと静まりかえった。

「あなたには、今ここ、全校生徒の前で告白してもらうわ」

「……何を、でしょうか……？」












　分かってはいる。

　それでも、一いち縷るの望みにすがって尋ねる。

　未み優ゆうの視界が、小刻みにブレた。膝ひざが震える。

「だ、大丈夫？　未優？」

　傍かたわらの花か菜なが、優しい言葉と一緒に肩に手を当てて支えてくれる。

　その声が耳に痛い。この温ぬくもりが、業ごう火かになって苛さいなむ。

　こんな優しい友達を──健けん太た郎ろうに想おもいを寄せながら、気持ちを抑え込んでいる友達を、自分は今までずっと騙だましていた。

『平気です』と答えたいのに、罪の苦さが喉のどに張り付いて声が出ない。

「しらばっくれないで！　あなたが知っている、唐から渡と先生の秘密よ！」

　早さ弥やが、致命的な一言を告げる。

　ざわわっ！

　今度は、場内が一斉にざわめいた。

　ダメだ──頭の中が、一瞬真っ白に焼き付く。

　何か新しい『ウソ』を重ねなければ。

　本当の事を言えば、健太郎が立場を失うだけではない。未優の罪も、花菜に知られてしまうのだから。




「唐渡先生、秘密というのは何ですか？　どうして特定の生徒が、その秘密とやらを知っているのですか？」

　落ち着いてはいるが厳しい口調で、ジュノーが尋ねる。

「え、えっと……それは、その……」

　適当な話でごまかしたいが、頭の中がマーブル模様に渦巻いて何も思いつかない。

　間ま辺なべ理事が無言で、冷たい眼まな差ざしを向ける。

　何か、何か言わなければ──焦あせれば焦るほど喉は強こわ張ばり、声を出すどころか息をするだけでも内側から強引に圧迫されているみたいだ。

　屋内プールは空調が効いているのに汗が溢あふれてきて、首筋も背中もぐっしょりと濡ぬれてしまった。

　絶対絶命の窮地だ。

　だが、思い直してぎゅっと拳こぶしを握って気合を入れる。

　こんな程度でテンパってどうする！　今、一番ピンチなのは自分じゃない。未優だ。

　元々はオレの問題なのに、彼女が全校生徒の前で窮地に立たされているんだ。

　オレにできる事は何だ？　やるべき事は何なんだ？

「どうなんです、唐渡先生？」

　問われても、健けん太た郎ろうはジュノーの方を向かない。

　視線は、未み優ゆうに注がれていた。




「今の話、何なの？　唐から渡と先生の秘密って……？」

　隣で花か菜なが尋ねる声が、耳から入り込んで頭の中で何度もこだましている。

「さあ、答えなさい。神こう月づきさん！」

　一歩ずつ近寄りながら、早さ弥やが問い詰める。

　足下はぐらぐらと揺れ続けている。世界そのものが確かさを失っているかのように。

「お待ちなさい、早弥ちゃんっ！」

　瑛えい美みが早弥を指差す。

「唐渡先生に秘密があるという話、このわたくし、貴きの宮みや瑛美にとっても確かに興味深いものですわ。ですがっ！　これは唐渡先生ご本人にも関かかわる問題っ！　いくら神月さんに命令する権利があると言っても、先生の都合や事情も考えずに、彼女の一存でどうこうできるものではないのではなくて？」

「最初にわたしは宣言したわ。今すぐ、この場でできる要求だって。それに、わたしがちょっと見かけた様子からすると、単に秘密を知っているだけじゃなく、神月さんの立場の方が上みたいだったし。ひょっとして唐渡先生の秘密を握って脅してるとかじゃないの？　だとしたら、ゆゆしき問題だわ！」

　瑛美が正論で助けようとしてくれたけれど、早弥は簡単には引き下がらない。

「さあ！　どうなの、神月さんっ！」

　詰め寄りつつ、早弥は一瞬だけ視線を教職員席に向けた。

　健太郎は、不安そうにこっちを見ている。

　ダメだ。

　このまま押し切られて、真相を明らかにされたら何もかもお終いだ。

　先生を守るためには、どうするのが一番効果的か。

　でも、さっきのミスのように自分の『合理的判断』が間違っていたら？

　今の自分は冷静でも賢明でもない。公平な判断なんてできない、猛獣に追われる身だ。

　どうしよう？

　どうすればいい？

　立っていられなくなって、スチロールの上に膝ひざを突つく。

　自分のせいで、また足下が大きくグラつく。

　ほんの一歩の距離まで近寄った早弥の影が、未優を包み込む。

「ま、間ま辺なべ会長！　やり過ぎじゃないですかっ！」

　花菜が未優の肩を抱きながら反論するけれど、その声には微かすかなブレがある。

　未み優ゆうが健けん太た郎ろうと──花か菜なにとっては特別な人との間で隠し事をしていたのが、彼女を迷わせているのか。

　いつものイベントのように軽く明るいノリで決着せず、険悪で緊張したムードになっている事で、客席もどよめいている。

「ひ、秘密というのは……わたしが……わたしが……」

　震える声で、未優はやっとそこまで口にした。

　そこから先は、何も思いつかない。

「待ってくれ、間ま辺なべさんっ！」

　もうどうしようもないと思った時、高らかな声が響いた。




「待ってくれ、間辺さんっ！」

　叫んで、健太郎は立ち上がった。

　萎なえそうになる脚や背筋に力を込めて胸を張り、真まっ直すぐにプールに向かい歩いていく。

　声を上げた理由は一つではない。

　もちろん、未優が追い詰められているのが一番だ。打ち合わせでは、無難な『ニセ秘密』を考えるはずだったけれど、言葉を詰まらせているという事は適当なアイディアを思いついていないのだろう。

　このままだと、健太郎を守るために未優自身にとって致命的な『秘密』を創作して口走るかも知れない。例えば、彼女自身が健太郎に対して一線を越えるようなアプローチをして拒絶されたとか。

　そんな事になったら、未優が汚名を被かぶるだけじゃない。抜け駆けをしたという理由で、友達を失ってしまうかも知れない。

　現に何も答えられない未優に、花菜が不審を感じている──ようにも見える。

　客席からも『やり過ぎじゃない？』というような潜めた声が聞こえてきている。このままだと、早さ弥やがますます悪者・嫌われ者になってしまう。

　彼女だって守らなければ。

　できる事？　やるべき事？　そんなのは決まっている。

　可能か不可能かを考えるよりまず、生徒のために全力を尽くすのだ。

　自分は『先生』なのだから。

「……先生……？」

　青ざめた顔を上げた未優の、大きな瞳は潤んでいた。

　健太郎は精一杯の笑え顔がおを作り、彼女に向かって肯うなずく。

「ダメです、先生。そんな事したら……」

「もう、いいんだ。今までありがとう、神こう月づきさん。こんな状況になっちゃったら、隠しきれないだろ？」

　唇をきゅっと引き締め、一度奥歯を噛かみしめる。

　もう、逃げられない。

　もちろん自分だけの話では収まらず、理事長やたくさんの人を巻き込む事になるだろう。

　それでも多分、これが流れ──なりゆきだ。

　勝ち目もない。気楽でもいられない。

　だったらどれだけ潔いさぎよく、意思を持って行動するかだ。

　何もできずにズルズル叩たたき潰つぶされるのでなければ、負けざまは自分で選べるはず。

『いつかはケジメをつけなきゃならない羽は目めになる』という覚悟はしていた。

　だけど、間違ってた。

『羽目になる』とか『せざるを得なくなる』じゃない。

　最後の最後には、自分で決着をつけるのだ。

　こほん──小さく咳せきばらいをして、気持ちを落ち着け、早さ弥やに目を向ける。

「間ま辺なべさん。僕から、一つお願いがある」

「交換条件のつもりですか？」

「そうじゃない。ただのお願いだ。貴きの宮みやさんとゆっくり話し合ってほしい。互いの事とか、学校の事とか。茅かや名なさんと……そうだな、古ふる尾おさんも同席した方がいいかも知れない」

　例えば、早弥と瑛えい美みの間の溝が少しでも埋まるのなら、それだって自分がこの場で発言する意味になる。

「そ、そのくらいなら……」

　怪け訝げんな表情を浮かべる早弥の隣で、蛍ほたるはアクビを噛かみ殺ころしながら健けん太た郎ろうに向かってだるそうに手を振っていた。

「えっと……。これ、使います？」

　いつの間にか、アナウンス席を離れたすみれがマイクを持ってきた。

　礼を述べながらそれを受け取り、顔を上げる。

　握る手が、少し震えている。

　全然怖くないはずがない。気持ちも身体からだも、完全にコントロールできる訳でもない。

　けれど、何をするかは自分の意思で決める！

「みんな──いや、みなさん、聞いてください！」

　今の自分はネクタイも伊だ達てメガネもない、ほとんど裸。

　ありのままの唐から渡と健太郎だ。

　周囲の三割くらいは自分より年上だと意識したら、自然と口調が変わった。

「オレが免許も何も持っていない行きずりの無職で、理事長の好意で講師になれたって事はみなさんも知っていると思います」

『何を今さら』というような空気が、観客席を埋め尽くす生徒たちから流れてくる。

「だけど、理事長も知らない重大な秘密があります！　理事長は、オレの事を大卒の就職浪人だと勘違いしたけれど、実はオレ……一六歳になったばかりの高校浪人なんです！」

　ええーっ！

　場内がどよめく。

「ほ、本当ですの？」

「何よ、それ……」

　予期せぬ答に、早さ弥やと瑛えい美みが顔を見合わせる。すみれはぽかーんと口を開けたままだ。

「ほ、本当なんですか、先生？　じゃあ、わたしと一つしか違わないんですか？」

　真剣な──というよりは必死な様子で尋ねる花か菜なに、無言で肯うなずく。

　そのまま、ざわめきが収まらない場内に向けて前後の経緯を説明する。

　事故に巻き込まれて受験できなかった事、慣れない一人旅で文無しになりかけた事、理事長と出会った事。

「だけど、たまたまその秘密を神こう月づきさんに知られて……でも、彼女はオレの都合に合わせて内緒にしてくれただけです！　理事長も、神月さんも、共犯なんかじゃない。この件で責任を取らなきゃいけない人間はオレ一人です！」

　言い放って、マイクのスイッチを切る。

　生徒たちがどう反応していいのか戸惑っている間に、近づいてきたのは燿よう子こだった。

「唐から渡と先生」

　十歳ほども年上の彼女が、まだ自分の事を『先生』と呼ぶ。

「ちょっとびっくりしちゃいましたけど、唐渡先生が一所懸命だった事、わたしはちゃんと見てましたよ。あなたは、立派に先生でした」

　励ますだけでなく、照れ隠しもあるのだろう。何しろ彼女は、こっちを大人と勘違いしていろいろやっちゃった身なのだから。

「……さすがに、これは理事会に諮はかる必要があるんじゃないですか、理事長？」

　ざわめきの中、間ま辺なべ理事の冷たい声が妙にはっきりと耳に届いた。

「そうですね。緊急の理事会を招集する必要があるでしょう。唐渡先生は、ただちに自宅に戻って待機という事で。事態が収拾するまで、生徒とは会わないように」

　苦虫を噛かみつぶしたような顔で、ジュノーも肯く。

「ごめんなさいっ、理事長！」

　健けん太た郎ろうは、深々と頭を下げる。

　言うだけ言ってしまったら、少し頭が冷静になった。

　未み優ゆうの事を第一に考えての決断だったけれど、もちろんジュノーにも大きく関かかわる問題だ。もっと無難なやり方があったかも知れない。

　だけどもう喋しやべってしまった事実は消えない。分岐点は越えてしまった。

　起きてしまった流れは戻せないのだから、ここから最善を尽くすしかないのだ。

　宝ほう盟めい学園全体の方針にも関かかわるような大事だ。ここに至って『最善』と言っても自分に何ができるのかなんて見当もつかない。

　そんな状況でありながら、同時に健けん太た郎ろうは妙にすっきりした気分も味わっていた。

　何かを隠さなければならない、ウソをつき続けなければならないという枷かせから解放されるのは、こんなにも心ここ地ちよいものだったのか。

「……先生」

　跪ひざまずいたままの未み優ゆうが、もう一度自分を呼んだ。

　振り返り、微笑ほほえむ。

　既に健太郎は、いわば被告人だ。

　形式は待機でも実質的に謹慎が言い渡された以上、言葉を交わしたりしない方がいい。

　近くの瑛えい美みにマイクを手渡すと、鎮しずまらないざわめきの中、健太郎はプールを後にした。




「みなさんっ！　落ち着きなさいっ！」

　健太郎から受け取ったマイクを使い、瑛美がよく通る声で命じる。

「本日のイベント『ドキッ！　ＪＣＪＫだらけの水上大運動会』はこれにて終了いたしますわっ！　閉会式・表彰式などは省略いたしますので、各クラスはあらかじめ決められた順番に従って退出。以上っ！　これでよろしいですわね、理事長？」

　全クラスが集合するイベントなので、それぞれが勝手にシャワーや更衣室を使おうとするとラッシュが起きる。だから、事前に使用順が定められているのだ。

　中等部三Ｂの順番は後の方だから、みんなはクラスの席に集まっている。

「未優ちゃん、さっきの話……本当なの？」

「教えてくれよ、おい！」

　伊い緒おや妙たえ子こが、未優に詰め寄ってくる。

「……本当、です。わたしは、スポーツ大会の前に知って……秘密にしてました」

　辛かろうじて言葉は絞り出した。

　だけど、顔は上げられない。滲にじんで揺れる視界に映るのは、裸足はだしの爪つま先さきだけ。

「友達になりたいとか言ってたんだから、隠し事なんてしないでほしかったよねー」

「結局、あたしたちの事、その程度にしか思ってなかった訳」

　そんな、非難の声が耳から押し入ってくる。

「……ごめんなさい」

「謝るくらいなら、ちゃんと顔見て言いなよ！」

「そうだよ！」

「みんな！　落ち着いて！」

　だが、それを遮さえぎったのは花か菜なの叫びだった。

　温かく、柔らかい手が、未み優ゆうの肩を支える。

「未優はしっかりしてるし、思慮深いから、いろいろ考えがあって内緒にするって決めたんでしょ？　何より唐から渡と先生本人が望んだんだろうし」

　健けん太た郎ろうの事では、誰よりも『裏切られた』と感じてもおかしくない、自分を憎む資格を持っている友達が、未優を守ってくれる。

「でもさぁ……」

「よく考えてよ！　神こう月づきさんがバラしてたらその時点で先生続けられなかっただろうし、そしたらわたしたち、あの時間を過ごせなかったじゃない！　ほんの二か月くらいだけど、唐渡先生と一緒にいられて楽しかったじゃない！　英語を教わって、カラオケパーティやって、お弁当作ってあげたりして！」

「……花菜、ちゃん……」

　やっと顔を上げる。

　目にした花菜の頬ほおは、濡ぬれていた。

　両目から溢あふれ出でる涙を拭ぬぐおうともせずに、クラスのみんなに向かって訴える。

「ま、確かに黙ってて正解なんじゃないの？　あたしたちが話聞いて、全員黙ってられるとは思えないし」

「だよねだよねっ！　やっぱり『内緒だけど』って誰かに喋しやべっちゃって、その誰かも『ここだけの秘密』って、すぐに広まっちゃうんだよね」

　こういう時には、漫研コンビのお調子者だけど現実的な距離感が頼もしい。

「未優ちゃんが内緒にしてたのも、バレちゃったのも、もう済んだ話じゃん。ここであたしたちがいがみ合ったって意味ないし、これから何したらいいのかを考えない？」

　朱じゆ里りの考えは、さらに前向きで建設的だ。

「うん。未優も、そう思うよね？」

　花菜が、やっと涙を拭い、その手でもう一度未優の肩を支える。

　熱く、潤った指先。

「そう……ですね。唐渡先生のために何ができるのか、みんなで考えましょう」

　未優も目元を拭ってみんなの──クラスの仲間たちの顔を見た。

　自然と、口元が緩ゆるんでくれた。




　プールから徐々に人の姿が減っていく中、早さ弥やはただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　自分がしてしまった事の大きさが実感できず、頭の中でおもちゃ箱がぶちまけられて、ちっとも片付かないような気分だ。

　確かに、健けん太た郎ろうの失態や欠点を明らかにする事で、父が進めたい事に少しでも寄与できればと考えていた。

　だけど早さ弥やがぼんやりと想定していたのは、もう少し穏当な『不祥事』で、せいぜい健太郎自身の謹慎や減俸くらいで済むものだと思っていた。

　有利な手札を一枚追加する程度のつもりだったのが、ポーカーテーブルに就いている相手を吹っ飛ばすための爆弾のスイッチを押してしまったような気分。

　生き真面目まじめな優等生である早弥には、突とつ拍ぴよう子しもない事態をイメージする想像力も、起きてしまった後で受け入れる柔軟性も不足している。

「仕方ないって。ここまでの事になるなんて、誰にも予想できなかっただろうし～」

　のんきな口調で、蛍ほたるが励ましてくれる。

　それでも早弥の心は晴れない。

「でも……ああいう形じゃなく、条件を盾にして神こう月づきさんから二人きりで聞き出して、父に伝えて判断してもらうっていう手もあったはずなのに……」

「だから～。万一にももみ消されたり、ごまかされたりしないように、みんなの前で白状させる形にしたんでしょ？　結果論結果論」

　蛍の口調が軽いのは、本気で気にしていないからか。それとも深刻すぎる早弥の気持ちを立て直すためか。

「何をしてますの、早弥ちゃんっ！」

　大きな声で呼ばれて顔を上げると、真正面に瑛えい美みが立っていた。

　その隣には、すみれが。

「瑛美……ちゃん？」

「あなたは、このわたくし、貴きの宮みや瑛美に勝利して、勝者としての権利を堂々と行使したのですのよ！　それを悔い、俯うつむいているなど、すべての敗者に対する冒ぼう涜とくですわっ！」

　びしっ！

　人差し指が、鼻先に突つきつけられる。

「で、でも……」

「後悔するくらいなら、次の事を考えなさいっ！　唐から渡と先生が言い残した事とか！」

「言い残した……事？」

　自分と瑛美で、腹を割って話し合えという事か。

「えっとほら。あたしもその事で唐渡センセに相談とかしたんだよね。あたしは男兄弟の中の女子一人で、従姉妹いとこ同士とはいろいろ事情は違うだろうけど、やっぱ家族とか親戚とかって、簡単に縁が切れない相手とは仲良くした方がいいんじゃないかなーって」

　照れた感じで、すみれがポリポリ頭を掻かく。

「そっちはあんまちゃんと覚えてなかったみたいだし、瑛美ちゃんの方がノリが合うんで疎遠になっちゃってますけど、あたしにとっちゃ会長も恩人っちゃ恩人ですしねー」

　あ──今まで気付かなかった。

　この子は、こんな風に笑うのか。

「でも──」

　それでも、早さ弥やは彼女たちのように明るくはなれない。

「常識的に考えて、もうわたしたち生徒にできる事なんて何もないわ。唐から渡と先生はクビになるし、下へ手たをすれば警けい察さつ沙ざ汰たにもなる。そのままジュノーお祖ば母あさまの立場も……」

　トラブルが予想以上に重大すぎる。

　現理事長の責任問題として追及されれば、売却派の影響力が拡大する可能性が大きい。父が踏みとどまろうとする一線さえ守れないかも知れない。

「何を言ってますの、早弥ちゃんっ！」

　雷鳴のように、瑛えい美みの声が響き渡る。

「常識的に考えて無理な事なら、非常識な方法で実現させればいいではありませんか！　例えば、全校生徒に呼びかけて唐渡先生を守るために授業をボイコットするとか」

「ダメでしょ、瑛美ちゃんっ！」

　反射的に、強い声が飛び出した。

「そんな強引なやり方じゃ、ますます唐渡先生の立場が苦しくなるだけでしょ！　それにボイコットも何も、もうすぐ夏休みだし」

「あ……」

　気付いていなかったのか。瑛美がぽかんと口を開けた。

「今、起きているのは大人の問題なのよ」

「だから、未成年のわたしたちは指をくわえて見ていろとでも？」

「そうじゃないわ。大人の世界に通じるやり方──ちゃんとした手続きを踏まえたやり方じゃなきゃ門前払いされるって言ってるのよ！」

　声に出した事で、はっきりと自覚する。

　瑛美には瑛美の長所があるし、自分にだって自分にしかできない事がある。

　単純に比べてどっちが上か下か、勝ちか負けかという問題に置き換えたりできない。

「なら、どうすると仰おつしやいますの、早弥ちゃん？」

「協力してほしいの、瑛美ちゃんに」

　早弥は、そっと右手を差し出した。

「高等部の生徒会長としてできる事、やるべき事があるはず。でも、残念だけどわたしは人気者じゃないわ。みんなの気持ちをまとめるのなら、音おん頭ど取りはあなたの方が適任……って認めざるを得ないから」

　ぎゅっ。

　多弁な瑛えい美みが、何も言わずにただその手を握り返す。

　握手する二人に向かって、未み優ゆう──そして彼女のクラスメイトが近づいてきていた。
















７章　　真夏の、たった一人の──






　宝ほう盟めい学園高等部校舎の最上階には、生徒たちにはほとんど無縁の場所がある。

　滅めつ多たに使われないその理事会室の豪ごう奢しやな長机に、気むずかしい表情の理事たちが一二人並んでいる。

　分ぶ厚い観音開きの扉がきっちりと閉ざされているのはもちろん、カーテンまできっちり閉められているのが、この場での話し合いが決して外へ漏らせない内容である事を示しているかのようだ。

　本来なら理事長が議長を務めるのだが、今日きようはジュノーを弾だん劾がいするための会議だ。上座には副理事長が就いている。

　そして『被告』の一人でもある健けん太た郎ろうも、テーブルから離れた部へ屋やの隅で、パイプ椅い子すに座らされている。

　全すべてが公になってから二日後、緊急招集された理事会。

　改まった席なので一応はワイシャツとスーツだが、ネクタイも伊だ達てメガネもない。

　先生でも大人でもない、単なる『きちんとした格好の唐から渡と健太郎』だ。

　昨日きのうが一学期の終業式で今日から夏休みのはずだが、告白の後はずっとマンションで謹慎し、今日も理事会が手配したタクシーで直行した健太郎は学校の状況を知らない。

　生徒たちからも、何のコンタクトもなかった。もちろん禁じられていたのだろうが。

　どうしても落ち着かず、背筋がむずむずする。

　ジュノーの方も責められる側なのだが、ラベンダー色のスーツで、どっしりと落ち着き払った態度で、末席に腰を下ろしている。

「では、採用された経緯はこれで間違いないんだね、唐渡くん？」

「は、はいっ！」

　議長に確認され、背筋を伸ばして答える。

　健太郎が放浪していた事情、ジュノーと会った事件、その後交わされた会話など、全て正直に報告書にまとめて理事会に提出してある。当然、コピーされたものが全員に配られているのを、読み上げて確認したのだ。

「この件に関しては、ロックウェル理事長の責任は重大と言わざるを得ません」

　ダークスーツの間ま辺なべ理事が、抑えてはいるが厳しい口調で指摘する。

「急な退職による中等部英語教員の欠員など、差し迫った事情があったのは事実ですし、教職員免許を持っていないのも非常勤講師としては、まあ問題ないでしょう」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、ジュノーの方を睨にらむ。

　しかし、当のジュノーは微動だにしない。

「ですが相手の素す性じようも確認しないで、私的な一存で採用するというのはどうでしょうか？　本来なら、教職員の雇用に関する最終的な決定は理事会を通すという規定です！」

「間ま辺なべ理事の言う通りですな！」

　プールでは扇子で扇あおいでいた小太りの男が、尻しり馬うまに乗って声を上げる。

「い、いえ。それはほぼ空文化しているというか……。個別の案件に関しては理事長や校長の判断で充分で、理事会の裁可は事後承諾というのが通例だった訳で……」

　丸顔の中年が顔の汗をハンカチで拭ぬぐいながら弁明すると、何人かが肯うなずく。

　頭数だけはジュノー派が優勢というのも、瑛えい美みや早さ弥やから聞いている通りだ。

「そういう部分で手続きをきちんと踏まず、現理事長のワンマンな言動を許していたから今回のようなトラブルが起きたのではありませんか？　親御さんたちからお預かりしているお嬢さんたちの中に、未成年の男を放ほうり込むなど！」

　今度は間辺の舌ぜつ鋒ぽうに、何人かの理事が肯いた。

「ま、まあ実際には大事には至らなかった訳ですし……」

「それは結果論だ。間違いが起きなかったのは、たった二か月程度という短い期間だったからに過ぎない！　唐から渡とくん」

「は、はいっ！」

　いきなり間辺に名を呼ばれ、健けん太た郎ろうの背筋がビクッと震えた。

「君は健康な一六歳男子として、生徒たちに対して変な気持ちにならなかったか？」

「そ、それは……」

　返答に困り、口ごもってしまう。

　本当の事を言えばいろいろドキドキしたし、浮かれたりもした。しかし正直に告白するとジュノーの立場が悪くなってしまう。

「もちろん若い男性なのですから、年頃の女の子にときめかないはずはないでしょう」

　だが、当のジュノーの口から意外な言葉が飛び出した。

「それは一六歳だろうと、大学を出た二三歳だろうと、極端な事を言えば中年だろうが老人だろうが変わらない事ではありませんか？」

「開き直るつもりですか、理事長？」

「男性も女性も、そういう感情がある事実から目を逸そらすのではなく、欲望を自覚した上で抑えるべきという事です。現に、唐渡先生は自制したではありませんか」

「指摘した通り、それはたまたま事件が起きる前に発覚したからに過ぎないのでは？」

「まったくです。十代の男と言えば、飢えた狼おおかみも同じ。それを我が校に放り込むなど」

　間辺の発言はまだ抑制されているが、それに便乗する小太りの理事は、言葉の選び方一つ取っても品がない。

「十代の男性は飢えた狼と言いますけれど、女子校と言えど世界から隔離された安全な聖域という訳ではありません。校内に若い男性を入れないだけで、生徒たちが守られているような錯覚を抱いだく方が危険でしょう」

「理事長、それは詭き弁べんです！」

　小太りが甲高い声で反論した。

「どうかね、唐から渡とくん。君はずっと勤務を続けていて、間違いを犯さない絶対の自信があると断言できるかね？」

「そ、それは……」

『絶対』とか『断言』とか、間ま辺なべ理事は意図して強い言葉を選んでいるのだろう。

　こんな質問に軽々しく『できます』と答える訳にはいかない。だからといって『はい、間違いを犯しそうです』とも言えない。筋から言えば、間辺の方が正しいのだから。

「あ、あのっ！」

　数秒考えた末に、健けん太た郎ろうは立ち上がった。

「今回の件は、考えなしの旅行でにっちもさっちも行かなくなった自分が、理事長の好意に甘えて、騙だますような形でズルズルといってしまったのが全すべての原因なんです！　ごめんなさいっ！　クビになるのはもちろん、警察に突つき出されても構いませんっ！　今までに貰もらった給料とか支度金とか、一生かかってでも全部お返ししますっ！」

　間辺に向かって頭を下げる。

　ここまで来た以上、今の立場を守るのは無理だし無意味だ。

　だったら次善は、助けてくれたロックウェル理事長の立場を守る事。それは未み優ゆうや花か菜な、瑛えい美みたちが愛している今の宝ほう盟めいを守る事にもつながる。

　健太郎だって、自由と自主性を重んじる校風は素晴らしいと感じていたのだ。

　もし自分が改めて『高校生』になるなら、こんな学校を選びたいと思うくらいに。

　もちろん男だから、宝盟そのものに通うのは無理だけど。

「給料なんて、一生ものの額ではありませんよ。支度金やマンションなどは、わたしが私的に用立てたものですし」

「分かっていないな。君一人が頭を下げて片付くレベルの問題ではないし、私個人に詫わびるべき事でもない」

　呆あきれたように、諭すように、間辺が告げる。

「そもそものきっかけが酔ってのトラブルというのは弁解の余地なし。人助けのつもりであっても、軽率な行動で学園や生徒に迷惑をかけた責任を取るべきではありませんか？」

「まどろっこしい言い方はやめなさい。間辺理事は、わたしにどうしろと？」

「なら、はっきり言いましょう。私は、ロックウェル理事長の辞任を要求します！　併せて現在の経営方針の全面的な見直しも必要でしょう。充実した施設と女子校としての伝統をアピールし、保護者が安心できる学校づくりを進めるべきです！」

　間ま辺なべ派の理事たちが拍手する。

　早さ弥やから情報を聞いているから、間辺が慎重に言葉を選んだ意図も分かる。

　現理事長は辞任させるが、代償として現在の学校の規模や設備は守り通すのが狙ねらいだ。そこで譲れば、それこそあのプールなどは売り払われて商業施設に転用されるだろう。

　ジュノーは口を噤つぐんだままだし、他の理事からも反論が出ない。

　良くも悪くも、長年理事長を務めてきたジュノーの存在は大きい。彼女が辞任したら、支持する理事が残ったとしても現在の路線を維持できるのかは疑問だ──早弥から聞かされていた通りだ。

「あ、あの……っ！」

　健けん太た郎ろうは立ち上がった。

「何かね？」

　間辺の、鋭い視線が健太郎を刺す。

　ダメだ──舌が、喉のどが強こわ張ばる。

　未み優ゆうや花か菜な、瑛えい美みたちが愛している現在の宝ほう盟めいを守りたい──そう思って思わず声を上げたが、筋が通っているのは間辺の方だ。

　ずっとこの学校の運営に携わり、これからも責任を負う間辺に比べて、健太郎は間違って首を突つっ込み、もうすぐ完全に追放されて無縁になる部外者だ。

　この場で何を言える？

　何を言えば意味がある？

「何か意見があるのなら、言ってみたまえ？」

　いらだたしげに間辺が促す。

「……」

　健太郎が黙り込み、立ちすくんでいると、不意にノックの音がした。

「会議中、失礼いたします」

　重いドアが音もなく開き、二人の少女が入ってきた。

　早弥と蛍ほたるだった。

「早弥、何の用だ？」

　間辺理事が、怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「間辺理事」

　早弥は、一線を引いた改まった呼び方を口にした。声が、少し掠かすれている。

「今し方、中等部・高等部合同で臨時の生徒総会を開催しました。わたしたちは高等部の生徒会として、全校生徒を代表して来ました。議長、少々よろしいですか？」

「は、はい」

　大人たちを前にして毅き然ぜんとした態度の早弥に、議長の方が気け圧おされる。許可を得た早弥はつかつかとリズミカルな足音を響かせて議長の隣まで進み、全出席者を見回す。

　必然的に、健けん太た郎ろうとは部へ屋やの端と端で正面で向かい合う形になった。

「理事会では、生徒の意見や要望は参考に留とどまるのは承知しています。それでも、理事の皆さんに考慮していただければと思っています」

「ま、ぶっちゃけ、これが生徒の総意なんですけどね」

　真面目まじめな早さ弥やとは違い、蛍ほたるは普段通りの態度で、机の上に紙束をどさりと置いた。

「唐から渡と先生の処分を穏便にしてほしいという署名です」

　要求が印刷された用紙の上に、何人もの名前が直筆で記されている。

「そ、そんなものに何の意味がある！　規則では──」

「規則では、生徒から理事会に要求を提出する場合は生徒総会で審議の上、全校生徒三分の二以上の署名を添える事となっています。理事会規則でもこれを受け付け、検討に付す旨むねが明記されているはずです」

　早弥が落ち着いた声で告げる。言葉を遮さえぎられた売却派理事は、すがるような眼まな差ざしで周囲を見る。

「確か私の就任前……四〇年ほど前に一度実行された例があったはずだが、現在の校則には記載されていないから、撤廃された規則だと……」

　間ま辺なべ理事が呟つぶやきながら、懐ふところから取り出した冊子をチェックする。

「わたしもうろ覚えだったので、過去の生徒総会議事録を全部確かめました」

　早弥が説明したところによると、二八年前に校則ハンドブックを改訂する際に普段は用いられないいくつかの項目が省かれただけで、規則としては変更されていないため現在も有効という事だった。

「……全部の記録を……？」

「就任時にざっと目を通した経験がありましたし、何人か優秀な生徒が協力してくれましたから」

　呆ぼう然ぜんとする父に、早弥は胸を張って答える。

「今回の動議については、全校生徒が賛成してくれました。もちろん唐渡先生がこのまま勤務を続けるのが妥当だとは思ってません。それでも生徒の大半は唐渡先生と過ごした短い時間を大切に思っています」

「……早弥、それでもだな」

「わたしは正式な全校生徒の代表として来ています。間辺生徒会長と呼んでください」

　父親の言葉を遮って、早弥は左腕の腕章を右手でくいっと引き上げた。

「理事長先生がなさった事が、手続き上問題があったのも理解しています。だけど、善意の行為が否定されて終わったり、一所懸命頑張った人が何も報われなかったりするのは、よくない事だと思います。これは全校生徒を代表してという事じゃなくて、わたし個人の意見ですけど」

　早さ弥やは、微かすかに笑った。

　その視線が健けん太た郎ろうに向けられたような気がしたのは、錯覚か。

「あと、中等部の子たちにアンケート取ったら『唐から渡と先生の授業は分かりやすかった』『勉強が進んだ』って意見が大半なんですよねぇ。ほら、あたしたちってまだガキだから、個人的な好き嫌いが意欲に直結しちゃう訳で。先生の気ぃ引きたくて授業中質問するにしても予習は必要だし」

　だるそうな口調で頭を掻かきながら、蛍ほたるも微笑ほほえむ。

「これは生徒会長であるわたしと、交流委員会の貴きの宮みや委員長が話し合い、二学期に改めて生徒総会に諮はかる予定ですが──」

　そう言って、早弥は話を続ける。

　現状の交流委員会制度は大筋として存続させるが、お祭りめいたイベントばかりでなく、英語スピーチコンテストやディベート大会など、受験や就職に役立つものも一定の割合で実施する事を基本方針として明記する。

　その他の面でも委員会の主導だけでなく、今回の種目案を募集したように一般生徒からの意見を積極的に汲くみ上あげ、主体的な参加を促すようにする。無む闇やみにイベント数を増やさずに準備や計画に時間をかけ、その段階で『臨時委員』を一時的に参加させる。

「野の放ほう図ずではなく、管理して締め付けるだけでもなく、全校生徒が自由と責任を自覚して自ら律する。そのためのガイドラインを設置する──こういう意見が出ています」

「……う……む」

　間ま辺なべが、難しい顔で腕を組む。

　健太郎にも、意外だった。

　見方によっては、妥協とも言えるだろう。瑛えい美みらしい徹底でもないし、早弥の主張が完全に通っている訳でもない。

　だが、価値のある中庸──調和だ。

「交流委員会や自主性云うん々ぬんは、別の話です。素人しろうとを講師にした理事長の責任は断固として追及せねば！　場合によっては、理事会全体の人員刷新の必要性も──！」

　小太りが立ち上がり、腕を振り回す。

「落ち着きたまえ」

　間辺が、落ち着いた声でたしなめた。

「学校の本来の主あるじは、あくまで生徒たちだ。今回の事件を契機に生徒が学校生活のあり方を考えたのであれば、それを尊重するのが第一だろう」

「……う……」

「生徒の考えを尊重するというのなら、これを見てください」

　早さ弥やは窓辺へと進み、カーテンに手を掛ける。

　そして、一気に開いた。

　おお──窓側の理事たちが振り返り、嘆息する。反対側の面々も立ち上がり、外を見る。

　本来なら勝手な行動は慎むべきだろう。それでも、健けん太た郎ろうも窓際に駆け寄った。

　見下ろす校庭には、人文字が描かれていた。




『唐から渡と先生、ありがとう！』




　恐らくはほぼ全すべての生徒が参加しているのだろう。巨大なものだった。

　きれいに列を成した整った文字が、健太郎の目にはぼんやりとぼやけたものに映った。

　熱い涙が、湧わき上がってきたからだ。

　真正面で両腕を大きく振り、生徒の動きを統率している金髪の後ろ頭は瑛えい美みだろう。ちょこちょこ走り回って、細かい修正や連絡を担当しているのはすみれ。

　そして最後の『！』マークの点の部分で、一所懸命にこちらへ手を振っているのは中等部三Ｂの生徒たちだ。

　花か菜なが真まっ直すぐにこっちを見上げている。

　不安そうな伊い緒おの肩を、妙たえ子こが抱き寄せている。

　南美みなみと有あり紗さの漫研コンビが、手を握り合っている。

　こちらに気付いた朱じゆ里りが嬉うれしそうにぴょんぴょん跳ねている。

　そして未み優ゆうが、祈るように両手を握り合わせている。

　窓枠にかけた手が、ぶるぶると震えた。

「こ、こんなものは、一時的な感傷の産物に過ぎんっ！　ここは断固として理事長の解任と唐渡健太郎に対する厳正なる処罰を！」

「黙りたまえ」

　興奮する小太りを、間ま辺なべが淡々と制する。

「生徒たちの反発を強めるような事があれば、我々がどんなお題目を掲げようと大人のエゴになってしまう。それは、学校運営として適切ではない」

「間辺理事」

　ジュノーが、静かに顔を上げる。

「今回の件、わたしに軽率な点が多々あった事や、理事長の独断が大幅に容認される慣例に問題があったのは認めざるを得ません。そこでどうでしょう？　今の生徒会長の意見を見習ってみては？」

　理事長の権限が及ぶ範囲を明文化し、遵じゆん守しゆする。全員出席の理事会とは別に少人数の代表理事会を設置して個々の案件を小まめにチェックできるようにする。そして生徒の希望や意見を柔軟に取り入れる──穏やかだが、強い意志の隠こもった口調による提案だ。

　間ま辺なべも考え込んでいる。

　要求が全面的に受け入れられた訳ではないが、大きく譲歩を引き出した。また、交流委員会制度にしても、早さ弥やから提案された路線変更が機能すれば、撤廃しなくても間辺の要求にある程度合致する事になる。

「私としては、理事長の提案に沿って具体的な事を検討すべきだと思います」

　はっきりと間辺が口にした事で、他の反理事長派も同意する。例の、小太りもだ。

「では、唐から渡と先生の処分については？」

　早弥が、父に尋ねる。

　名前を呼ばれて、健けん太た郎ろうは自分が窓際に立ったままである事を思い出す。

　本来なら席に戻った方がいいのだろうけど、脚が動かない。

「……生徒の要望がある以上、なるべく穏便に済ませた方がいいでしょうな。あまり大っぴらにすると、学校の評判にも関かかわる」

　微苦笑で、首を縦に振る。

　一分ぶのスキもない、厳格一辺倒に思えた間辺の笑え顔がおを、健太郎は初めて目にした。

「家にも帰れないし、身の振り方も決まってないのでしょう？　だったら、いっそ彼の実家の件が落ち着くまで、アルバイト扱あつかいのアシスタントチューターとして留とどまってもらっては？　生徒たちには好評で、学習意欲の喚起にも役立っている訳ですし」

　理事の一人から、そんな提案まで飛び出す。

「いえ」

　目元を拭ぬぐいながら、健太郎は振り返った。

「やっぱり、自分には過ぎた待遇でしたし、正体がバレちゃった以上生徒たちも今までと同じ態度で接するのは難しいでしょう。やっぱりケジメもありますし、お心遣いは嬉うれしいですけど、遠慮します」

　以前、燿よう子こと話した時に健太郎自身が言ったのだ。

『流れに乗るか乗らないかを選ぶのは自分』と。

「で、では、唐渡くんの事についてはあくまで内々の問題として片付けるという方針で、詳細については……」

「あ、あの……っ！　じゃあ、オレの件についてはこれで決着って事で……」

　断罪されていた身としては、不作法な物言いなのは自覚している。だけど、もう待っていられない。

「行きなさい。あなたを待っているみんなのところへ」

　健太郎の意を汲くみ、ジュノーが右手をドアに向ける。

「はいっ！」

　健けん太た郎ろうは力強く肯うなずく。

「唐から渡と先生」

　早さ弥やが呼び止める。

「全校生徒が一人残らず、無条件にあなたを支持している訳じゃありません。わたしはやっぱり素人しろうとが行きがかりで教きよう鞭べんを執ったのはよくない事だと考えていますけど、会長としては個人的感情を抑えて総意を尊重すべきだと判断しました」

「う、うん……？」

　彼女は、どうしてこのタイミングでこんな事を言い出したのか。

「だけど、あなたという一人の人間と出会って、多少なりとも言葉を交わしたのは有意義だったと……その事は、胸を張って言えます」

　早弥が、誇らしげに笑う。

　プールでの短い時間だ。意地を張ったり、少しケンカ腰だったりもした。

　だけど、無駄でも無意味でもなかったのだ。

「まー、早弥ちゃんはクソマジメで不器用だからさ。簡単に感謝できない訳よ。総会じゃ今言ったような事、必死に熱弁したくせにさ」

　声が掠かすれているのはそのせい──フォローしながら、蛍ほたるが手を振る。

「うんっ！　ありがとうっ！」

　重いドアを力一杯はね除のけ、健太郎は走り出した。

　廊下を走るなんて『先生』としては絶対に許されない事だ。

　でも、もうそんな事はどうでもいい。

　心の赴くまま、身体からだの命じるまま、廊下を突つっ走り、階段を駆け下り、靴も履き替えずに昇降口から飛び出す。

「みんなっ！　ありがとうっ！」

　きゃあああぁっ！

　健太郎の叫びを、千人の叫びを束ねた黄色い声が迎える。

　どっと押し寄せた女の子たちが、健太郎をもみくちゃにする。

「先生、結局どうだったの？」

「心配したんだから」

「ちょ、ちょっと待って！」

　人ひと混ごみの渦に巻き込まれて、その場に留とどまるので精一杯だ。

「みなさんっ！　鎮しずまりなさいっ！」

　しんっ！

　千人の声にも優まさる瑛えい美みの一喝が、即座にその場を静める。

「まずは、唐渡先生ご本人から事情を説明していただきましょうっ！　静聴なさいっ！」

　生徒たちが、少し後ずさって健けん太た郎ろうとの距離を開く。

「さ。唐から渡と先生、どうぞ！」

「え、えっと……。まず、本当にありがとう。みんなの署名とか、人文字のおかげもあって処分は穏便に済む事になったみたいだ」

　ぺこりと、頭を下げる。

「じゃあ、二学期も先生を続けられるんですか？」

　列の中から、質問の声が上がる。

「さすがにダメだよ。元々がなりゆきと間違いだったんだし、バレた以上はケジメも必要だろ？　それに、みんなも僕を、今までと同じような目では見られないだろうし」

「まあ、そうですわね」

　健太郎の言葉に、瑛えい美みが代表して答える。

「まー、堅実っぽい大人だと思ってたら実は同い年ってのは、さすがにねー。将来性の面で大きなマイナス？」

　大きく肯うなずいたのはすみれだ。

「だから、もうすぐ君たちとは本当にお別れになるけれど、僕は短い期間でもこの学校で過ごせてよかったと思う。資格も何もない、頼りないニセモノの先生だったけどね」

「違います！」

　声を上げたのは未み優ゆうだ。

「大人だったのは、確かにウソです。けれど、唐渡先生がわたしに──わたしたちに大切な事をいろいろ教えてくれたのは本当の事です」

「そうだよ！　ねえ、みんな！」

　花か菜なの声にまず三Ｂの生徒たちが、それから中等部の他のクラスの生徒が、そして高等部の生徒たちが賛同の声を上げた。

「英語の授業、前の先生より分かりやすかったし……」

　控えめに、伊い緒おが肯いた。

「スポーツ大会の時とか、先生が応援してるって思ったから何倍も力出せたし」

　妙たえ子こが目を細める。

「お弁当、ちゃんと食べてもらえて嬉うれしかったし」

　黒くろ森もりめぐみが、胸元で両手を握り合わせる。

「あのねあのねっ。あたし、先生がモデルになってくれて、すっごく嬉しかったよ！」

「無理目のお願いしても、ちゃんと責任もって引き受けてくれるしね」

　南美みなみと有あり紗さの漫研コンビが笑って顔を見合わせる。

「あたしなんか、ゴキブリやっつけてもらったもんね」

　自慢げに朱じゆ里りはＶサインを出したりしている。

「先生と話したくて授業分かんなかったフリして職員室に訪ねていった時も、嫌がらずに丁寧に教えてくれたし」

「受験用じゃない、活いきた英語って感じがしたよね」

「それにやっぱり男の人って頼りになるなって思う事が多かったし」

　三Ｂ以外にも、授業で教えた中等部の他のクラスの生徒たち、ダンスの朝練をやっていた子や美術部と漫研のメンバー、いろんな形で関かかわった子たちが口々に健けん太た郎ろうとの思い出を語る。

「……みんな……」

　健太郎の胸にも、熱いものがこみ上げてくる。

「さて、事情も分かった事ですし、わたくしたちは解散いたしましょうっ！」

　えーっ！

　瑛えい美みが高らかに宣言すると、みんなが不満の声で応じる。

「唐から渡と先生にしても、千人いっぺんにお相手はできないでしょう？　最も親しい中等部三年Ｂ組のみんなと名な残ごりを惜しむ時間を贈るべきですわっ！　さあ、行きましょう！」

　瑛美に命じられ、生徒たちが少しずつ去って行く。

　ほとんど他のクラスがいなくなった後、瑛美がそっと近寄って健太郎の耳元に囁ささやく。

「唐渡先生。あなたは立派でしたわよ。先生としても、一人の男性としても」

「えっ？」

　一人の男性としてって、どういう意味だ？

「センセは気付いてなかったでしょうけど、あたしも瑛美ちゃんも、唐渡センセのカッコいいところいろいろ見てましたから」

　反対側の耳に告げたのは、すみれだ。

「でもまー、やっぱ大人だからこその頼りがいとか安定性とかあると思ってたから、さすがにちょっと残念は残念って感じ？」

「ですから、名残惜しいとは思いますけれど、このわたくし、貴きの宮みや瑛美は既にきっぱりと吹っ切りましたわ。後は、教え子との別れを存分に惜しんでくださいませっ！」

　そう言い残すと、瑛美はもう振り向かなかった。背筋を真まっ直すぐに伸ばして進んでいく。すみれは一度振り返って小刻みに手を振り、それについていった。

　そして広いグラウンドには健太郎と、彼を取り囲む中三Ｂのみんなだけが残った。

「先生。署名を集めて理事会に提出するって、神こう月づきさんが発案したんですよ。それから、古い議事録とか一所懸命調べて」

「ま、同じ事を高等部の会長さんも考えてたんだけどさ。貴宮委員長が先頭に立って全校生徒に呼びかけて、会長さんが用紙準備して、生徒総会の形式整えて。会長さんが一所懸命訴えたらかえってみんな戸惑っちゃって。委員長がフォローしたりして」

　伊い緒おと妙たえ子こが事情を説明しながら、讃たたえるように未み優ゆうの背に触れて前へと押し出した。

「あ、あの……わたしが思いついたというより、間ま辺なべ会長や貴きの宮みや委員長も同じような事を考えていたから、とんとん拍びよう子しに話が進んだだけで……。ごめんなさい。わたしのミスがなければ、先生の秘密がみんなに知られる事も……」

　未優はうつむき加減で、両手の指先をもじもじと絡からめ合あわせている。

　ぽんっ。

　その頭に、優しく手を置く。

「いいんだ。いずれはバレただろうし、一学期終わりは結果的にいいタイミングだったよ」

　宝ほう盟めいで過ごした短いけれど濃密な時間の思い出が、胸にこみ上げてくる。

　緊張しながら最初に教壇に立ち、自己紹介した事。

　いきなり『彼女とかいないんですか』と質問された事。

　一度にたくさんのお弁当を貰もらったり、自宅にまで遊びに来られたり。

　視聴覚室でのカラオケパーティなんてのもあったし、燿よう子こ先生とデートしたり。

　いろいろピンチもあった。未優のアシストがなければ、乗り切れなかっただろう。

　一番前の席で、真正面で、初めて見た時から目を奪われた。

　冷静で賢明で、だけど自分自身の気持ちに対しては不器用な女の子。人の役に立ちたいのにやり方がちょっとズレていて──。

　スポーツ大会のための選手割り振りとか、最初にマンションに訪ねてきた時の理りに適かなっているけれどあまり楽しくない差し入れとか。

　そんな未優が徐々に変わっていくのと一緒に、健けん太た郎ろう自身も成長できた。

　何度も何度も『間違ってます』と言われて、そのたびに少しずつマシになろうと努力したり工夫したり。

『初デート』の公園で語らった事を思い出す。

　夏から秋、そしてこの街が最も賑にぎわう雪祭りの冬──そんな頃まで頑張るという望みは叶かなわなかったけれど、これもなりゆきだ。

　全すべてが自分の意思だけで決められない以上、なりゆきの中で最善を尽くして後悔しない。

　それが、今のところの唐から渡と健太郎の生き方だから。

「まさかあたしたち一歳しか違わないなんてねぇ。ウチの兄さんより年上に見えてた」

　めぐみが、不思議そうに健太郎の顔を見つめる。

「だってだって、体格とか目鼻立ちとかだと、大人と変わんないんだもん。このあたしの目をもってしても見抜けなかったわ。南美みなみちゃん一生の不覚？」

「……大人だと思ってたから結構開き直っちゃったけど、何かこう……同世代の男の子に下着姿とか見られたって思うと、結構恥ずかったりして……」

　南美が軽く笑うのは毎度の事だけど、有あり紗さが照れ照れで頬ほおを染めるのは意外だった。

　まだ出会って二か月程度だ。

　彼女たちについて、まだ知らない面なんていくらでもあるだろう。

「ま、背伸びして頑張って先生してくれたのって、カッコよかったと思うよ。でも、実態知っちゃうと、憧あこがれるっていうより親しみ持てるって感じだけど」

「わっ！」

　朱じゆ里りはひらりと近寄って、健けん太た郎ろうの鼻の頭をちょんと突つっついた。

　これも、先生相手にはできない行為か。

「でも、先生だったら難しいけど、一つ上だったら充分恋愛対象にならない？」

「あ、それもそうか！」

「はいはーいっ！　あたし、立候補しちゃうーっ！」

　あちこちから、そんな声が上がった。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　思わぬ展開に、健太郎は騒ぎを収めようと手のひらを広げて前へと差し出した。

「『先生の言う事聞きなさい』ってのはナシですよー」

「そうそう。もう先生じゃないもんねっ」

　冗談めかして、みんなが盛り上がる。

「だからみんな落ち着いてってば！　オレ、もう先生じゃなくなるし！　って事は、多分この街からも出て行く事になるだろうしっ！」

　こちらの気持ちも自然に切り替わってしまったのか。

　自然と先生モードの『僕』から、ありのままの『オレ』に戻っていた。

「えー！　でもでも、一生のお別れって訳じゃないでしょ？」

「そうそう。今だったらどこ行っても、メールとかＳＮＳとかでも簡単に繋つながれるし」

「何しろ女子校で出会った貴重な男が、実は同世代だった訳だしー」

「イヤッ！」

　はしゃぐ声を、真剣な叫びが遮さえぎった。

　花か菜なだった。

　うつむき、華きや奢しやな肩を震わせ、小さな拳こぶしを握りしめている。

　他のみんなとは、はっきりとした温度差がある。

「わたしは……わたしは、そういうのじゃなくて、本当に先生が……。たった一人だけの男の人だからとかじゃなく、一人の異性として……」

　感極まった声に、周りのみんなは黙り込んだ。

「先生……ううん。健太郎さんの事が本当に好きで……でも、先生と生徒だから無理だって思って……我慢してたのに……ズルいです。ホントは一歳しか違わないだなんて」

「え、えっと……。美み里さと、さん？」

　予期せぬ反応だった。

　こんな時、どうすればいいのだろうか。

『先生』だったら立場を根拠にして距離を取って、優しく諭せば済むのだろう。

　だけど、ただの一六歳男子・唐から渡と健けん太た郎ろうとして、女の子に本気の告白をされるなんて想像した事もなかった。

「あ、あのさ……。気持ちは嬉うれしいけど、多分美み里さとさん、勘違いしてるんだよ」

　健太郎が近寄って声を掛けると、花か菜なは潤んだ瞳で見上げてきた。

　その隣では、未み優ゆうが視線を足下に落としたまま、じっと黙り込んでいる。

「美里さんが見ていたのはやっぱり『何とか先生として頑張ってるオレ』で、いろいろゲタ履かせてボリュームアップした姿なんだよ。素すのまんまのオレは君みたいな立派な子に好きって言ってもらえるほどの人間じゃないよ、きっと！」

「わたしは……わたしは、どうですか、先生？」

　尋ねながら未優が顔を上げた。

　いつも通りの冷静な顔──に見えたのは、ほんの一瞬だけ。

　感情を抑えた頬ほおの上を、涙が一筋流れ落ちている。

「え……っ？」

「わたしは、最初から先生が本当は一六歳だって知っていました。それで、みんなのためにも先生の秘密を守らなきゃいけないと思って、いろいろ構って庇かばってきました」

　声の微かすかな震えが、どんどん増幅されていく。

「でも、今ははっきり言えます！　言わなくちゃいけないんです！」

　一度伏せた顔を上げ、大きな声で宣言する。

　駆け寄ろうとしたのか、小さな歩幅で一歩だけ進んで、そのまま立ち止まる。

「正体を知ってて、その上でわたしは先生が好きなんです！」

　えっくえっくと肩を上下させる。

　最初に会った時の冷たく落ち着き払った印象とは結びつかない、未優の泣き顔。

　ああ、そうか──不意に、理解する。

　何だかんだ理由を作っては自分のマンションを訪ねてきたのも、燿よう子こより先にデートしようとしたのも、未優の感情の不器用な発露だったのだ。

　何とかして好きな人に──たった一人の特別な人に、近づきたい。二人きりになりたい。側そばにいたい。

　そんな気持ちを、自分は分かっていなかった。

　いや。まだ抱いだいた経験がなかった。

　ただたくさんの女の子に注目され、関心を持たれ、構われ、好かれて、嬉しかっただけ。

　唐渡健太郎は、まだ恋を知らなかった。

　誰かに恋をするのではなく、恋そのものに興味を持ちはじめたところでしかなかった。

「でも、神こう月づきさん」

　そこまで理解してなお──理解したからこそ、健けん太た郎ろうは笑った。笑え顔がおを作った。

　自分の心は、まだ未み優ゆうや花か菜なの本気を受け止めるほど成熟していないから。

「やっぱり君は、オレを『先生』って呼んじゃうんだよ。それが自然だから。オレたちは先生と生徒として出会って、オレは何とか『先生』であろうとして……それは間違った土台の上に建てられた思い出かも知れないけど、チャラにしていい事じゃないから」

　自分が、未優が、花菜が、他のみんなが、もっと大人だったら、本当の『真実』と目の前の『現実』を器用に切り分けて考える事もできたのだろう。

　けど、無理だ。

　大人のフリをしてきた自分も、大人びていた未優も、まだまだ成長の途中で──。

　これから時間をかけてちゃんとした大人になっていく。

　ならなくちゃいけない。

「先生！」

　二人の声が揃そろう。

　実態を知っていてもずっと『先生』と呼んでいた未優の声と、さっきから無理して『健太郎さん』と呼んでいた花菜の声が。












　二人が、健けん太た郎ろうに飛びついてきた。

　外側の体格だけは一人前だから、ちゃんと二人を支えられた。

　細い腕が身体からだを抱きしめ、柔らかな胸が押し当てられる。

「本当に好きなのに、お別れしなくちゃいけないんですか？」

「やっぱり……これでお別れなんですね」

　花か菜なは質問。未み優ゆうは確認。

「うん」

　肯うなずき、一度だけ二人の肩に腕を回して抱き返し、そっと押し戻す。

「オレは、本当はまだガキで……君たちより幼稚で、本気で誰かを好きになるとかって、よく分かんないんだよな。なのに女子校唯一の若い男って理由でチヤホヤされてみんなを見ていたから、こっちの目にもやっぱり変なフィルターが掛かってたと思うんだ」

　もしもこんな形でなしに普通に同じ学校の先輩後輩だとか、旅先で偶然知り合うとか、そんな風に出会って、好きになったり好きと言われたりしたのなら、素直に今の告白を喜べたかも知れない。

　だけど、今必要なのは波や流れにそのまま乗ってしまう事ではない。

　静かなプールでどこまで泳げるのか、自分自身を見つめ直す事。

　そうでなければ、乗るべき流れを見つけた時に溺れてしまうだろうから。

「クラスメイトとか先生と生徒とか、いつまでも続く関係じゃない。卒業して、進学したり就職したりすれば自然に別れ別れになっちゃうけど、それでも思い出は消えてなくなったりしない。今は、その事を大切に噛かみしめよう」

　この事が多分、先生──ほんのちょっと先に生まれて、少しだけ変な体験を経た自分が伝えられる最後の事だ。

「……はい」

「分かりました」

　涙を拭ぬぐいながら、花菜も未優も微笑ほほえむ。

　ぱち。

　ぱちぱち。

　ぱちぱちぱちぱち。

　誰からともなく起きた拍手が広がり、健太郎たち三人を包み、ずっと鳴り続いていた。








エピローグ




　私立宝ほう盟めい学園は、北の街にある女子高だ。

　実際には大学も併設されているのだけど、二〇年ほど前郊外にキャンパスを移築しているので、一般には中高一貫校というイメージで捉とらえられている。

　その中等部三年Ｂ組、朝のＳＨＲ。

　若い、まだ大学を卒業して半年の女教師が生徒たちに向かって語りかけていた。

「千ち葉ばさん」

「はい」

　名指しされて、髪の長い少女が緊張した面持ちで答える。

「あなたに文才があるのは確かです。だから、クラス対抗演劇祭の脚本も一人で書き上げてしまった方が手っ取り早い、合理的だと思ってしまうのも仕方ない事です」

「で、ですよね？」

「けど、どんな物事も効率的なのが最善とは限りません。イベントは、中等部と高等部の交流を深めるだけでなく、行事を通じてクラスの親しん睦ぼくと結束を深めるのも目的です。ちゃんと脚本係全員でブレインストーミングしなさいといったのは、そのためなんですよ」

「はい。神こう月づき先生」

「分かればいいんです」

　女生徒の答に若い女教師──神月未み優ゆうは満足げに微笑ほほえんだ。

「千葉さん一人の責任でもありません。杉すぎさんや逸いつ見みさんも、放ほうっておけば千葉さんが先走ると思って任せてしまったんでしょう？　それは、よくない事だと分かってますね？」

　叱しかられた生徒たちが、みんなしゅんとうなだれた。

「ちゃんと分かってくれたようで、嬉うれしいです。じゃあ千葉さんが書いたものをたたき台にして、係の人みんなで話し合って手直ししてください。さて、お説教はここまで。今日きようはみなさんに紹介する人がいます」

　ええっ──未優が告げると、生徒たちがさざめき出す。

「転校生とか？」

「それだったら情報入ってくるでしょ、普通」

「転校生ではありません。今日から教育実習の先生を、このクラスにお迎えする事になっています。どうぞ」

　未優が声をかけると静かに扉が開き、カツカツと靴音を鳴らして緊張した面持ちの青年が入ってくる。

　すらりとした長身だが、顔立ちには少しあどけなさが残っている。

「きゃああっ！」

　若い男性の登場に、黄色い歓声が響いた。

「はい、みなさん！　静かに！　唐から渡と先生、自己紹介を」

　パンと手を鳴らして、未み優ゆうが騒ぎを静める。

「唐渡健けん太た郎ろうです。今日きようからおよそ一か月、みなさんと一緒に勉強する事になりました。担当は英語。よろしくお願いします」

　長身が、教壇から一礼する。

「はーいっ。しつもーんっ！」

　一人の少女が、勢いよく手を挙げた。

「教育実習って母校のツテを頼ったりするのがパターンだと思うんですけど、どうして男の先生がウチに来るんですか？」

「えっと……それはまあ、いろいろ縁があってね。追い追い説明するよ」

「はいはーいっ！　恋人とかいるんですか？」

「どんなタイプが好みですか？」

「個人的な質問で唐渡先生を困らせるのは、感心しませんよ。まあ、そういう話を聞きたかったら、マジメに授業を受けて唐渡先生とも親しくなるようにしてくださいね」

　未優が上う手まく話をまとめて、無事にＳＨＲは終了した。




「いやぁ～、参りましたよ。八年前とちっともノリが変わらなくて」

　職員室──健太郎は苦笑しつつ、ネクタイの結び目をほんの少し緩ゆるめた。

　ちゃんとスーツにネクタイ姿だけど、今はキャラ作り用の伊だ達てメガネはない。

　いきがかりでニセ先生──英会話の非常勤講師になって、更に正体がバレた後、健太郎は浪人生活の後に改めて高校を受け、マジメに勉強するだけでなく、生徒会活動などにも力を入れた。

　何しろ、理想とする学校のモデルは既に知っているのだから。

　卒業後は更に一年の浪人生活の後、周囲からは無理と言われたレベルの大学に進学した。もちろん教育学部。

　今度こそ、名実ともに本物の先生になるために。

　緊張で渇いた喉のどをお茶でなだめながら、隣の席の未優を見つめる。

　かつての大人びた少女は、ほんの少しのあどけなさを面影に残した美しい大人へと成長していた。ほっそりした身体からだに、セミタイトスカートのスーツが似合っている。

　あの夏以降、健太郎はかつての『教え子』たちとは、敢あえて連絡を取らないようにしていた。未練に引きずられたり、思い出に惑わされたりせずに、ただ真まっ直すぐ未来を目指すために。

　だから、未み優ゆうが一足早く教師になっていたなんて知らなかったのである。

　一応本当に大人になったけれど、肝心の事を見落としてしまうのは相変わらずだった。

「……わたしの顔に、何か付いてますか？」

　昔を思わせる、感情をうかがわせない落ち着いた表情で、未優が尋ねる。

「あ、いや……その……きれいになったなって思って」

　懐かしさも手伝って、職場の先輩後輩、現役教員と教育実習生という関係ではなしに、素すの言葉が出てしまう。

「唐から渡と先生も、あの頃に比べるとずいぶんと女性のあしらいが上手になったんですね」

「そ、そんな事ないっていうか！　つい、思った事が自然に口から出ちゃっただけでっ！」

　真顔で告げられ、両手をぶんぶん振って打ち消す。

「冗談ですよ」

　目を細める未優に、健けん太た郎ろうはほっと胸を撫なで下おろす。

「それにしても、さっき生徒からも質問が出てましたけどどうして宝ほう盟めいに？　大学は都内なんですよね？」

「それがまあ、いろいろあって」

　本来なら教育実習も母校か、近所の他の中学に行くつもりだったのだ。

　だが、いざという時に不運なのは高校受験以来の宿命なのか。どこもかしこもそれぞれの事情で受け入れてもらえず、ダメ元で宝盟に問い合わせてみたらＯＫがもらえたのだ。しかも、笑いながら許可を出してくれた現在の理事長は間ま辺なべ。

　ジュノーは数年前に退任して相談役になっているという事だった。

「それにしてもまさか神こう月づきさん──おっと、いけない。神月先生がいるなんて、予想外でしたよ」

　今度は、ちゃんと敬語で言い直す。

「わたしは何か一つのテーマを極めるより、広く浅い知識を集めて整理する方が得意です。こういう資質は、案外教育者向きだと判断したんです」

　未優は、淡々と説明する。

「もちろん、適性があるからというだけではなく、なりたかったから──あの時の唐渡先生に影響を受けたからですけど」

「あ、そうなんだ」

　面はゆくて、頭を掻かく。

「わたしだけじゃありませんよ。花か菜なちゃんも、小学校の先生になりました」

「へぇー。それもお似合いって感じがするな」

　頑張り屋で仕切り上手、面倒見のいい彼女が先生になるなら、確かに中学や高校よりも小学校というイメージだ。

「昔言われた通り、中学・高校の友達が全部ずっと続いている訳じゃありません。進学や就職で自然に離ればなれになってしまいましたけど、それでも何人かは今でも付き合いが続いていますよ」

　朱じゆ里りは高校で演劇に目覚めて、今でも地元の劇団で活動中。有あり紗さもずっと地元で、大学を出た後は広告製作会社に就職。南美みなみは高校卒業後上京し、今はプロの漫画家目指してアシスタント修業中らしい。

「茅かや名なさんは調理師と栄養士の資格を取って家業を手伝ってますし、貴きの宮みやさんはカナダの大学に留学中。間ま辺なべさんは大学院に進んで、教育学と学校経営論を学んでいるそうです。古ふる尾おさんは大学を中退した後、ふらっと海外に行って年に一度ハガキが来る程度だとか」

「そっか。みんな、頑張ってるんだな……」

　呟つぶやく健けん太た郎ろうの胸が、感慨で一杯になる。

　目の前の未み優ゆうだけではない。それぞれがそれぞれの道を、しっかり歩いている。

　旧姓・黒くろ岩いわ先生もあの後結婚し、今は二人目を産んで育児休業中だとか。

「どうしますか？　花か菜なちゃんとか何人かはすぐに連絡がつきますけど、同窓会というか、再会パーティでも」

　微笑ほほえみながら、未優が提案する。

　会いたい。

　成長した花菜たちに会って、積もる話をしたい。

　今は間違いなくみんな大人になっているのだから、お酒を酌くみ交かわして盛り上がるのだってアリだ。

　でも──。

「いや。遠慮しとくよ」

　健太郎は首を横に振った。

「何しろオレは、まだ半人前の実習生だからさ。今は、目の前の課題に集中しなきゃ。懐かしいみんなに胸を張って再会するのは、それからでも遅くないよ」

「そうですね」

　未優が、笑う。

「唐から渡と先生、それでいいと思います」











（せんせい、まちがってます。：終）














あとがき







　お待たせしました。

『せんせい、まちがってます』はこれにて完結です。




　担当さんをはじめ、プリンプリンさん、コミック版の草くさ壁かべレイさんなど多くの方にお力添えをいただいたのですけれど、僕の力不足のせいで当初の予定よりもちょっと駆け足になってしまいました。

　仕込んでおいたけれど使い切れなかった材料も多く、心残りがないと言えばウソになります。

　それでも作者の責任として、与えられた条件の中で最善を尽くし、尻しり切きれトンボにはせず物語にはきっちりケリはつけたつもりです。

　いずれにせよ、実際にできあがったものが全すべてなので、最終的な評価は読者の皆さんにお任せするしかないのですが。




　なお、既に次回作の準備には取りかかっています。なるべく早くお届けできるよう頑張ってますので、ご期待ください！








二〇一五年　春　　岸きし　杯はい也や
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